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　シュプルの住む村は〝パロース〟と呼ばれている。パロースとは古い言葉で〝新芽〟であり、生命の息吹いぶきが連れん綿めんと繫つながっていくさまを示している。

　パロースは四方を山に囲まれた小さな村だ。外界との接点はほとんどなく、この村だけは世界の歯車から外れ、時間もゆるりゆるりと進んでいく。唯一といっていい貿易品は、この村だけでしか採れない〝チコの実〟だ。この実をすりつぶしてお湯にとくと、咳せきに驚おどろくほど効く薬となる。その香りも良く、外界では香水としても重宝されている。チコの実は都会に流れ出し、パロースに多くの富をもたらすのだ。




「!?」

　おじいちゃんの家に着くや否いなや、シュプルは驚きに目を瞠みはった。

　どうやら家の手伝いをサボってまた遊びに来たらしく、ソファーにアロワが座っている。そのこと自体は特に珍しくも何ともないのだが、彼女の手には分厚い本が広げられていた。これにはお母さんもびっくりしたようで、すぐさまアロワに問いかける。

「アロワちゃん、何の本を読んでいるの？　アロワちゃんが本を読むなんて、とっても珍しいじゃない」

　アロワは顔を上げて、「これ？」と本を少し持ち上げると、うふふと笑って言った。

「これはね、占うらないのご本よ。昨日きのうお家うちのお掃そう除じを手伝ってたら出てきたの」

「占いの本……」

　それを聞き、シュプルは何だか納得した。アロワが本を熱心に読む姿は想像できないのだが、女の子たちが好きな『占い』の本であれば別だ。アロワが熱中して読んでいても不ふ思し議ぎじゃない。

「ねえねえシュプル、ちょっとこっち来て」

　アロワがソファーの上でおいでおいでをする。シュプルは言われるままにアロワの許もとに行くと、隣となりに腰を降ろした。アロワは占いの本の開けたページを指差しながら、笑え顔がおで言う。

「あのねシュプル、このご本に載ってる占いの通りだと、わたしとシュプルは相あい性しようぴったりなんだって！」

「え？　そう……なの？」

　シュプルはあまりピンと来ないので、歯切れの悪い返事をする。占いを信じないというわけではないのだが、興きよう味みが薄うすくてよくわからないのだ。

　もっといい反応を期待していたらしく、アロワが不満げなジト目をよこす。

「……何よ。もっと嬉うれしそうにしたっていいじゃない。シュプルのばか。もう知らない」

　アロワはついと顔を逸そらした。シュプルが困惑していると、お母さんが好奇心に満みち溢あふれた瞳ひとみで話に加わってくる。

「ねえアロワちゃん、その本で私の今日きようの運勢を占ってくれない？」

「おば様の運勢？　うん、いいよ」

　アロワは嬉しそうに返事をする。やっぱり占いは女の人の方が興きよう味みがあるらしい。シュプルとおじいちゃんは蚊か帳やの外となり、お互いに顔を見合わせる。

　占いをするためだろう、アロワが質問した。

「ねえおば様、歳としはいくつ？」

「歳？」

　お母さんは人差し指を立て、それを可愛かわいらしく僅わずかに傾けると、にっこりと笑え顔がおで言った。

「二は十た歳ちよ？」

　それを聞き、シュプルは目をぱちくりさせる。おじいちゃんは呆あきれ顔がおでお母さんを見やった。占うらないの本に熱中しているアロワだけが何の疑問も抱かず、「二十歳ね。それじゃあ、おば様の血液型は？」などと、次の質問を投げかけている。お母さんは悪びれたふうもなく、うふふと笑いながらアロワの占いの結果を心待ちにしている。

　おじいちゃんが眉み間けんに手をやり、溜ため息いき混じりに言った。

「──おい。もう時間がないぞ？　早く行かないと、また村の皆に迷惑をかけるぞ？」

「え？　でも、まだ占いの結果を聞いてないんですよ？」

　拗すねるように言うお母さんに対し、おじいちゃんはぼそりと呟つぶやく。

「年ねん齢れいをさば読んでおいて、占いの結果も何もないだろうが……」

　その呟き声は熱心に本を読んでいるアロワには聞こえなかったようだが、お母さんには届いたらしい。お母さんはちろりと舌を出し、シュプルに向き直っていつもの科白せりふを紡つむぐ。

「それじゃあ、お母さんは畑に行ってくるから。シュプル、いい子でお留守番してるのよ？　おじいちゃんに迷惑をかけちゃ駄だ目めよ？」

「うん」

　シュプルは素直に返事をした。アロワが本から顔を上げ、慌あわてて訊たずねる。

「おば様、まだ占いの結果を言ってないよ？　聞かなくていいの？」

「時間がないから後で聞くわね？　ごめんね、アロワちゃん？」

　そう言って、お母さんは急ぎ足で畑へと出かけて行った。

「──つまんない」

　アロワはふてくされたように、ソファーに占いの本を置く。

　シュプルはちょっと後ろめたく思いながらも、いつものように宝箱へと駆け寄った。占いも悪くないのだが、やっぱりお話をする方が好きなのだ。シュプルが宝箱へ近寄ったのを見て、おじいちゃんとアロワも傍そばにやって来る。

　シュプルは宝箱の中身をガサゴソとあさり、やがて手に触れた物を取り出してみる。

　それは大人おとなの握にぎり拳こぶしほどはある、球形のガラス玉だった。澄すみ切ったガラス玉は向こう側が透すけて見え、ぐにゃりと曲線に彩いろどられた世界がシュプルの目に飛び込んでくる。

「ねえおじいちゃん。綺き麗れいなガラス玉だね？」

　シュプルがそう問いかけようとした、そのとき──。

「わあ！　綺麗な水晶!!」

　アロワが明るい声を上げ、瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせた。

「──え？　水晶？」

　シュプルがオウム返しに訊たずねると、アロワは得意になって言う。

「そうよ。水晶。シュプル、知らないの？　占うらない師しさんはね、こんな水晶で色んなことを占うのよ。あのご本にもちゃーんと載ってるんだから！　ねえおじいちゃん。どうしておじいちゃんが水晶を持ってるの？　もしかして、おじいちゃんって昔は占い師さんだったの？」

　アロワが期待に満ちた眼まな差ざしで問いかける。おじいちゃんは、「ああ、いや、その……」と、少し困った様よう子すだ。

　シュプルは、思う。

　──うん、そうかもしれない。

　これは占い師が使う水晶で、おじいちゃんは昔、占い師だったのかもしれない。だとしたら、きっと大勢の人たちを占いで幸せにしてきたことだろう。何たって、シュプルの自慢のおじいちゃんなのだから。

　シュプルは本が好きだ。物語が大好きだ。幼いがゆえに発達した想像力を目一杯に活用し、何も語らない水晶から、澄ちよう明めいなストーリーを紡つむぎ出す。

「そうだ。これはね──」

　おじいちゃんがどんな人生を歩んできたかは知らない。どんな思い出を飼っているかは知らない。

　けれど。

　想像することはできる。語ることはできる。

　シュプルは語り出す。自分自身が主人公、おじいちゃんに成り代わって。

　そう。これはおじいちゃんが偉大な占い師だった頃ころの物語だ──。
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「ちょっと！　相あい性しようが最悪って、それいったいどういうことよ!!」

　思いがけず大きな声で叱しつ責せきされ、シュプルはびくっと首をすくめた。目の前には頭に黄き色いろい大きなリボンをつけたお客さんがおり、シュプルをじっと睨にらみ据すえている。

「ど、どういうことって言われても……僕、占うらないに出た通りのことを言ってるだけだよ？」

　シュプルはおずおずとそう言うが、客である女性は納得しかねるとばかりに眉まゆを吊つり上げた。

「占いに出た通りですって？　フンッ！　こんなインチキ占い師に占ってもらった私がバカだったわ！　二度と来るもんですか!!」

　女性はそう言うと椅い子すから立ち上がり、憤ふん懣まんやるかたなしといった体ていで、大股でその場から歩き去って行った。

　シュプルはその後ろ姿をしばらく眺めたあと、ほうと深く溜ため息いきをつく。シュプルは道みち端ばたで占い師をしている。椅子の上にちょこんと座り、目の前にある水晶を相手にうんうん唸うなりながら占うのだ。ここで占いをするようになってからまだ短い期間しか経たっていないのだが、シュプルは自分の腕に自信を持っている。しかし、先のように占いにケチをつけるお客さんも珍しくない。占い師も楽じゃないのだ。

　シュプルが水晶に漫然と視線をやっていると、そこにふと影が落ちた。

「今の客、やけにご立腹だったじゃないか。シュプル、何を言ったんだ？」

　そう声をかけられて顔を上げると、そこにはムルカの姿があった。

　ムルカは道路を挟んだ向かい側の道端で、自分で作った銀細工を売っている。彼の作る銀細工はどれも精せい緻ちで人気が高く、そのうえ『幸せを呼ぶ銀細工』として町の若者の間で流は行やっている。シュプルとムルカを隔へだてる道路はこの町のメインストリートであり、中央には路面電車も走っている。道幅は広いのでお互いのお客さんとのやりとりは聞こえないが、その様よう子すは見て取れる。先ほどのお客さんとシュプルの様子を目にしてからかいに来たのだろう。その証拠に、ムルカの口くち許もとには茶ちや化かすようなうっすらとした笑みが浮かんでいた。

「……ムルカには関係ないでしょ」

　シュプルは口を尖とがらせてそう言うが、ムルカは特に意に介したふうもない。シュプルの対面に置かれた椅子に座って煙草たばこをくゆらせ始めると、笑みを浮かべたまま言う。

「まあそう言わず話してみろよ。別に威い張ばるつもりはないが、俺は商売の先せん輩ぱいでもあるんだ。相談して損はないぞ？」

「………………」

　シュプルはしばらく思案していたが、やがて一つ溜息をつく。確かにムルカの言うことも一理ある。ムルカはシュプルがここで占いを始めるずっと前から商売をしているし、実際に成功している。反してシュプルの占いは閑かん古こ鳥どりが鳴いている状態だ。ムルカに助言をもらうのも悪くないだろう。

　シュプルは「それじゃあ……」と、先のお客とのやりとりを話し出す。

「えとね、さっきのお客さん、好きな人ができたんだって。それでね、僕のところにやって来て、その人との相あい性しようを占うらなってって言うんだ」

「へぇ、相性占いか。それで？」

「うん。それでね、言われた通り、その人との相性を占ってみたんだ。だけどその相性が最悪って出て……」

「おいおい。まさか正直に『相性は最悪です』だなんて言ったんじゃないだろうな？」

　ムルカが眉まゆ根ねを寄せて訊きいてくる。シュプルはきょとんとして、

「え？　そうだけど？」

　と言った。ムルカは煙草たばこの煙を大きく吐き出すと、天を仰ぐ。

「……そりゃ怒るわけだ。シュプル、もう少し考えてから口にしろよ。そんなことを言われたら、客も気分を害するってわかるだろ？」

　その言葉を聞き、シュプルは頰ほおを膨ふくらませ、すぐさま反論した。

「でも、占いにそう出たんだもの。ムルカは僕に噓うそをつけって言うの？」

「噓をつけとまでは言わないさ。ただ、言い方ってもんがあるだろうってことだ。占いの結果は千差万別だろうが、占いを頼みに来る人間はいい結果を望んでいるもんだ。『相性は最悪です』って占いに出ても、言葉を選んで伝えるなり、あるいは相性を良くする方法を占ってアドバイスするなり、他ほかに方法はいくらでもあるだろ？　正直なのはいいことだが、商売としてやってるんだから少しはココを使わないとやっていけないぞ？」

　ムルカはそう言い、自分の頭をちょんちょんと指差す。

「そんなこと言っても……」

　シュプルは少しだけ眉を曇くもらせた。ムルカの言っていることはわかるのだが、そういうことはあまり得意じゃないのだ。シュプルが腕を組んで悩んでいると、ムルカがははっと軽く笑った。

「そんなに深く悩むようなことじゃないさ。要するに、占いに出たことを素直に告げるだけじゃなく、もっとサービス精神を働かせればいいってことさ。まっ、お互いに頑張ろう」

　ムルカはそう言うと椅い子すから立ち上がった。

「え？　もう戻るの？」

　シュプルが訊たずねると、ムルカは背後をちらりと見やり、ひそめた声で言う。

「ああ。もう少し話していたいところだが、どうやらお客さんが来たようだからな。商売の邪じや魔まをしちゃ悪いし、俺は戻るよ」

「え？」

　シュプルは眉を上げ、身体からだをちょっとずらしてムルカの背後を見た。ムルカの身体に隠れて見えなかったが、歩道の隅っこで順番待ちをしているらしい女性がいる。

「じゃあなシュプル。さっき言ったことも頭に入れておくんだぞ？」

　ムルカはウィンクをよこして踵きびすを返した。話が終わるのを待っていたであろう女性に軽く会え釈しやくして、車が途と切ぎれたのを見計らって道路を横断して行く。シュプルはその姿をしばらく見守っていたが、やがてはたと我に返り、女性へと声をかけた。

「あの……占うらないですか？」

「え？　あっ、は、はい」

　女性は少し慌あわてたように返事をすると、おどおどした様よう子すでシュプルと対面する椅い子すに腰掛けた。手にしていた小さなバッグを膝ひざ元もとに置くと、そこに視線を落としてうつむく。シュプルはその女性を少し観察してみた。年ねん齢れいは二は十た歳ちそこそこといったところだろうか。栗くり色いろの髪は三みつ編あみに結ゆわえられ、胸元へと垂れている。気弱そうな目め許もとは、かけられた眼鏡めがねのためかよりいっそう大人おとなしげな印象を与える。頰ほおの辺りに少しそばかすが浮いているが、純朴な感じがする彼女に何だかとてもよく似合っていた。

　彼女はこちらを盗み見るようにちらりと視線を上げたが、すぐさまうつむいてしまう。どうやら恥ずかしがり屋さんらしい。それでも一いつ生しよう懸けん命めいといったふうで、早口で言葉を並べる。

「あの……わたし、パネラって言います。その──と、友とも達だちに、良く当たる占い師さんがいるって聞いて、それでやって来たんです。えと……シュプルさん、ですよね？」

　彼女はもう一度、眼鏡の奥でちらりと視線を上げて訊たずねてきた。シュプルは得意になる。やっぱり、シュプルの占いの腕は確かなのだ。わかる人にはわかるし、こうして人づてに訪ねてくる人もいる。シュプルはえっへんと胸を反そらして応こたえた。

「うん、そうだよ。僕は占い師のシュプル。パネラ、よろしくね？」

「こ、こちらこそよろしくお願いします」

　パネラはそう言い、深々と頭を下げる。

「それで、今日きようは何を占いに来たの？　恋愛について？」

　先の女性客のこともあったので、シュプルは試しにそう訊ねてみた。すると、目を伏せがちにしていたパネラの顔がみるみる赤く染まっていく。どうやら図ず星ぼしだったらしいが、ここまでわかりやすい反応をするお客さんも珍しい。

「わかった。恋愛についての占いでいいんだね？」

　シュプルが確認のため訊ねると、パネラは顔を伏せたままコクコクとうなずく。

「えーと、好きな人はもういるの？　その人との相あい性しよう占いとか？」

　重ねて問いかけると、パネラはさらに顔を赤く染め、コクコクコクと勢いよくうなずいた。シュプルは少し可お笑かしくなってくすくすと笑うが、すぐさま気を引ひき締しめ、オホンと咳せき払ばらいする。シュプルの占いに頼ってきたのだ。真剣にやらないと失礼だ。

「パネラ、相手の人の名前はわかる？」

　パネラはぴくりと身じろぎし、その名前を口にするだけでも幸せだというふうに、温かい微笑を口くち許もとに浮かべた。

「あの……オルバーさんって言うんです」

「わかった。オルバーだね。ねえ、名前以外に何かわかることはない？　写真とかあればもっといいんだけど？」

「あ、写真ならあります。えっと……」

　パネラはわたわたと慌あわてた様よう子すで、膝ひざ元もとに置いていた小さなバッグの口を開ける。そしてその中から一枚の写真を取り出した。優やさしげで真ま面じ目めそうな青年の横顔が写っている写真だ。しかし、その写真は少し様子が変だった。どこか喫茶店のようなところで撮影されているのだが、被写体はオルバーというよりも、むしろ店内の様子を撮とったという構図だ。オルバーは知らずに写り込んでしまったという感じで、隅っこに写っている。

　こちらが何か訊たずねたというわけでもないのに、パネラは必死で、言い訳するように言葉を紡つむぐ。

「えと、その写真はわたしが撮ったんじゃないんですよ？　横顔しか写ってないですけど、別にこっそり写したとか、そういうんじゃないんです」

　そこまで一呼吸で言い切って、パネラは眼鏡めがね越ごしにこちらを窺うかがう。

　シュプルは少し意地悪がしたくなって、疑わしそうな視線を送り返してみた。するとパネラはひどく慌てて、紅潮した顔で身振り手振りも交えながら力説する。

「その、彼は地方新聞の記者をやってるんです。それであのあの、わたしはこの近くにあるカフェで働かせていただいているんですけど、そのお店に彼が取材に来て、その時にその、彼のことが……す、好きになったんですね。それで──あの、えと、何の話でしたっけ？　そ、そう。写真ですよね。だからほら、その時の取材の記念にって、店を写した写真を店長がいただいたんです。その中に彼が……その写真があって、それでわたし、その写真を店長にお願いしていただいたんです。えと、だからその…………そ、そういうことです」

　何だか要領を得ないが、パネラは説明しきったとばかりに手を膝の上に置き、赤い顔のままうつむいてしまう。

　シュプルは途中から膝をつねって我慢していたのだが、とうとうぷっと吹き出してしまった。パネラの必死な様子が可愛かわいらしくもあり、同時にとても可お笑かしかったのだ。シュプルがくすくすと楽しげに笑っていると、パネラがちょっとだけ恨うらめしそうな目でこちらを見やり、「そんなに笑わないでください……」と、ぽそりと呟つぶやいた。

　シュプルは「ごめんね」と笑え顔がおで謝あやまると姿勢を正す。

「それじゃあ、パネラとオルバーの相あい性しようを占うらなうね？」

「は、はい。よろしくお願いします」

　シュプルは受け取った写真を手前に置くと、水晶に両手をかざして占いを始めた。眉み間けんに小さな皺しわを寄せて、シュプルは懸けん命めいに占いをする。

　水晶の中で影が揺らめく。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

「………………出た」

　シュプルは水晶を覗のぞき込む。それにつられるようにしてパネラも身を乗り出すが、怪け訝げんそうに小首を傾かしげてしまった。それも当然だ。水晶に出た占うらないはシュプルにしか見えない。

　シュプルは水晶に現れた結果を見て、目を大きく見開いた。

「──すごい！　相あい性しようぴったりだよ！　僕、色々な人たちの相性占いをしてきたけど、こんなにぴったりなのは初めて!!」

「えっ、本当ですか!?」

　パネラが嬉うれしそうに声を弾ませる。シュプルは笑え顔がおで言った。

「うん！　すごいね！　ねえ、こんなに相性ぴったりな相手のこと、何て言うか知ってる？」

　唐とう突とつな問いかけにパネラは目をぱちくりさせると、ふるふると頭を振った。シュプルは満面の笑みで答えを披ひ露ろうする。

「えとね、〝運命の人〟って言うんだよ？」

　パネラはその言葉を聞き、真まっ赤かに染めた顔を恥ずかしそうにうつむかせる。シュプルはそんなパネラの様よう子すを笑顔で見守っていたが、やがてはたと気付いた。

　そうだ。

　占いの結果こそ良かったものの、ムルカの助言のこともある。もっとサービス精神を働かせて、お客さんを喜ばせなければならない。占い師も楽じゃないのだ。

「ねえ、ついでにパネラのラッキーカラーも占ってあげるよ」

　シュプルのその申し出に、パネラは虚きよをつかれたように顔を上げる。

「え？　わたしのラッキーカラーですか？」

「うん。サービスだよ？」

　シュプルはそう言うと、先さき程ほどと同じように水晶に手をかざし、占いを始めた。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

「────うん、わかったよ。パネラのラッキーカラーは赤だね」

「赤……ですか？」

「そう。何か赤いものを身につけていたら、運気が上昇して、きっといいことが起こるよ？」

　自信満々でそう言うが、パネラは困惑気味に答える。

「で、でも……わたし、赤とか派は手でな色はちょっと……」

「大丈夫だよ。赤いリボンやブローチとか、そういった小物でもいいんだ。僕の占いを信じて、明日あしたから身につけてみてよ」

　パネラは少し思案していたようだが、こくりと素直にうなずいた。

「わかりました。赤ですね。試してみます。……あの、今日きようはどうもありがとうございました。何だか元気が出ました」

「ほんと？　よかった！」

　パネラはオルバーの写真を大事そうにバッグにしまうと、占うらないの代金を払って席を立った。シュプルにぺこりとお辞じ儀ぎをして、駅の方へと歩いていく。パネラは道の途中で何度かこちらを振り返り、その度たびにぺこぺことお辞儀をよこす。シュプルはくすくすと笑いながら、その都つ度ど手を振って応こたえた。

　パネラが見えなくなってしまうと、シュプルはまた暇ひまになってしまった。今度は順番待ちをしているお客さんもなく、通りを歩いていく人波をぼんやりと眺めるだけとなる。シュプルは微かすかに欠伸あくびを洩もらし、通りの向こう側へと視線をやった。ムルカの様よう子すはどうだろうと、ふと気になったのだ。

　ムルカのところには一人のお客さんが来ていた。こちらに背を向けているので顔は見えないが、どうやらまだ若い男性らしい。シュプルが何とはなしにそちらを見ていると、男性がちらりと横を向いた。シュプルははっとなる。その男性の横顔には見覚えがあったのだ。つい先さき程ほど、写真で見た人物──オルバーだ。

　シュプルは椅い子すからすとんと下りると、車道を横切って向こう側に行こうとした。しかし、こういう時に限って車列がなかなか途と切ぎれない。途切れた頃ころ合あいを見計らって車道へと足を踏み出すが、中央を走る路面電車に危うく轢ひかれそうになった。シュプルは慌あわてて道を譲ゆずり、路面電車が通り過ぎるまでその場ではやくはやくと足踏みする。

　やっとの思いで車道を渡り終えると、ムルカの前にはオルバーは既すでにいなかった。辺りをきょろきょろと見渡してみるが、人込みに紛まぎれた後では到底見つからない。

「──シュプル、何をしてるんだ？」

　歩道の隅に腰掛けているムルカが声をかけてきた。ムルカの前には紫色の大きな布が敷しかれ、そこには銀細工が所狭しと並んでいる。

　シュプルは諦あきらめの溜ため息いきをつき、ムルカの傍そばに行くとその前に座り込んだ。

「ねえムルカ。さっきのお客さんだけど……」

「ん？　オルバーがどうかしたか？」

　ムルカの口からあっさりと紡つむがれたオルバーの名前に、シュプルは驚おどろきの声を上げる。

「えっ!?　ムルカ、あの人のこと知ってるの？」

「ああいや、知っているというほどでもないんだが……オルバーは地方新聞の記者でな。地元で流行している物や店などを取材して回ってるそうなんだ。俺の銀細工も取材させてくれないかって、最近頼みに来るんだよ」

「取材!?　ムルカ、すごいじゃない！」

「いやいや、それほどのもんじゃないんだが……ところでシュプル、オルバーがどうかしたのか？」

「うん、それがね……」

　シュプルは先ほど来た客のことを話した。ムルカは黙だまってその話を聞いていたが、やがて難むずかしい顔になって腕を組む。

「……どうしたの、ムルカ？」

　シュプルがそう問いかけると、ムルカはうーんと一つ唸うなり、言う。

「そのパネラという女性の恋、成じよう就じゆするのはなかなか難しそうだぞ？」

「え？　何でさ？　僕の占うらないじゃ、〝運命の人〟って出たんだよ？」

　シュプルはむくれて言った。何だか自分の占いを信用されていないみたいで、ちょっと不ふ機き嫌げんだ。

　そんなシュプルを見やり、ムルカは口くち許もとに苦笑を浮かべる。

「いや、シュプルの占いを信じないわけじゃないんだが……オルバーの奴やつ、もう好きな人がいるみたいなんだ」

「え？　そうなの？」

「ああ。ついさっきのことだが、オルバーの奴、自分も一つ銀細工を買って行くと言い出してな。俺おれは『一つ買うから取材させてくれ』ということかと思って、そういう理由なら買ってくれなくて結構だと言ったんだ。そうしたら『そうじゃなくて、ある女性にプレゼントしたいんだ』って言ったんだ」

「プレゼント……」

　シュプルは眉まゆ根ねを寄せる。ムルカが売っているのは『幸せを呼ぶ銀細工』だ。恋人に贈おくるのが町で流は行やっていると聞く。

　ムルカは続けた。

「まだ片思いの状態らしいが、真剣に選んでたからな。ありゃ相手にそうとう入れ込んでる感じだぞ？　パネラさんが入り込む余よ地ちがあるかどうか……」

　ムルカはお手上げだというふうに、肩をすくめて見せる。

「そうなんだ……せっかく占いで〝運命の人〟って出たのに…………」

「まあ、運命ってやつは往おう々おうにして気き紛まぐれだからな」

「そうだね……」

　シュプルは憂うれうように視線を落とし、ほうと溜ため息いきをつく。布の上に並べられた銀細工の数々が、陽光を浴びて美しい銀光を発している。

「──ねえムルカ。オルバーさん、どんな銀細工を買って行ったの？」

　ふと興きよう味みが湧わいてシュプルはそう訊たずねた。しかしムルカは静かにかぶりを振る。

「いや、買って行かなかったよ。というより、俺が止めたんだ」

「え？」

　シュプルは頓とん狂きような声を発してムルカを見やる。ムルカは銀細工の一つを取り上げ、掌てのひらで弄もてあそびながら言った。

「プレゼントする銀細工を決めかねてるみたいだったから、贈る相手のことを少し訊たずねてみたんだ。そうしたら、どうやら相手の女性はあまり装飾品とかつけないタイプの女性らしいんだよ。それなら、銀細工を贈おくるより、相手の服装とか髪型とかを誉ほめてやれって助言してやったのさ」

「せっかく売れそうだったのに、そんなこと言ったの？　何だかもったいない……」

　シュプルが素直な感想を洩もらすと、ムルカは口の端を上げてこう言った。

「なに、これもサービス精神ってやつさ」




　──翌日。

　今日も客足は途と切ぎれ途と切ぎれで、シュプルはとても退屈だ。椅い子すの上で足をプラプラさせながら、次のお客さんがやって来るのを待つ。太陽はぽかぽかと暖かい陽ひ射ざしを投げてよこし、期せずして欠伸あくびが洩れてしまう。とても平和な昼下がりだ。

　シュプルが今日きよう何度目かになるかわからない大きな欠伸を洩らしていると、道の先からパネラがやって来るのが見えた。パネラはシュプルと目が合うと、ぱたぱたという感じで急ぎ足でこちらに駆け寄る。傍そばまで来ると息を整えながら「ど、どうもこんにちは」と挨あい拶さつしてぺこりと頭を下げた。

「こんにちは。パネラ、今日も占うらないに来たの？」

「は、はい」

「それじゃあ、椅子に座って」

　シュプルが促うながすと、パネラはいそいそと対面の椅子に腰掛けた。シュプルが「今日は何について占う？」と訊ねようとすると、彼女は唐とう突とつに深々と頭を下げた。

「あ、あの、昨日きのうはどうもありがとうございました」

「──え？」

　シュプルがわけがわからずにいると、パネラはとても嬉うれしそうな笑え顔がおを浮かべたまま、その胸元につけられた、親指ほどの楕だ円えん形けいのブローチを触さわりながら言葉を紡つむぐ。

「あの……昨日言われた通り、これをつけてみたんです。わたしのラッキーカラーの、赤いブローチ。そ、そうしたら……そうしたらですね、」

　パネラは顔を赤く染めて、「えへへ」と幸せそうに笑った。自分の三みつ編あみを手でいじくり、もじもじしながら言う。

「これをつけて店に行ったら、その……オルバーさんが、お客さんとしてまた店に来てくれたんです！　それで、それでですね──わたしのこのブローチを見て、『よく似合ってるね』って！　そう言ってくれたんです!!」

　パネラは紅潮しきった頰ほおを両手で覆おおった。この世の春が来たとばかりに、その表情はいきいきと輝かがやいており、とても幸せそうだ。その姿を見ているとシュプルも嬉うれしくなって、えへんと胸を張って言う。

「ほらね！　僕の占い、とってもよく当たるでしょう!!」

「はい！　驚おどろきました!!　……あの、それでですね、また占ってもらいたいんです」

「いいよ。今度は何を占うの？　何でも占ってあげるよ」

　シュプルは得意になってそう言った。パネラは眼鏡めがねの奥から期待に満ちた眼まな差ざしをシュプルに送る。

「あの、昨日きのうと同じように、何か運気を上げるようなものを占ってもらえませんか？　何でもいいんです。わたし、占い通りにしますから！」

「運気を上げるもの？　うーん、そうだね。昨日はラッキーカラーを占ったから……今日は、運気を上げる方角を占ってあげるよ。それでいい？」

「はい！　よろしくお願いします！」

　シュプルはおっほんと一つ咳せき払ばらいをすると、厳げん粛しゆくな動作で水晶に手をかざし、いつものように占いを開始する。

　水晶の中で影が揺らめく。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

「………………出た」

　シュプルが呟つぶやくと、パネラが身を乗り出してきた。

「どの方角です？」

「えっと、こっちの方角だね」

　そう言って、シュプルは左の方を指差す。

「北……ですか？」

「うん、そう。北がパネラの運気を上昇させてくれる方角だよ」

　それを聞き、パネラは勢いよく立ち上がった。両りよう拳こぶしを握り、興こう奮ふんした様よう子すで決意表明するように昂こう然ぜんと言う。

「北ですね？　わかりました！　わたし、これからは北の方角を意い識しきするようにします！　家を出たらまずは北に向かいます！　おばあちゃんはダメって言ったけど、枕まくらも北向きにします!!　絶対そうします!!」

　これにはシュプルの方が面食らってしまい、なだめるように声をかける。

「え？　いや、そこまでしなくても……」

「いえ、そうします！　わたし、シュプルさんの占い信じてますから!!　シュプルさんの占い、本当にすごいです!!」

　そこまで言われるとちょっと気恥ずかしい。シュプルはぽりぽりと頰ほおを搔かく。

　パネラは自分でもちょっと興こう奮ふんし過ぎたと感じたのか、はたと我に返り、少しずれた眼鏡めがねを正して恥ずかしそうにうつむく。やがて、

「あの……それじゃあ、わたしはこれで帰ります。お昼休みに抜け出して来てるんです」

　パネラはちろりと舌を出し、「どうもありがとうございました」と丁てい寧ねいに礼を言って代金を払うと、有言実行とばかりに北へ向かって歩き出した。途中、昨日きのうと同じように何度も何度も振り返り、その都つ度どぺこぺことお辞じ儀ぎする。シュプルはくすくす笑いながらその姿を見送った。

　パネラが人込みに紛まぎれて見えなくなってしまってから、シュプルははたと思い至った。シュプルの表情がみるみる翳かげる。

　そう言えば、ムルカの話ではオルバーは既すでに好きな人がいるということだった。パネラの幸せに満みち溢あふれた笑え顔がおを前にして、すっかりそのことを忘れていた。

　シュプルはパネラが消えていった方角を見やる。彼女に幸運を導みちびく、北へと延びる道だ。パネラの笑顔が思い起こされる。彼女の僅わずかな曇くもりさえない笑顔。あの純真で清らかな笑顔を崩したくはない。

　けれど。

　ムルカの言葉通り、運命は往おう々おうにして気き紛まぐれだ。彼女の〝運命の人〟が運命に逆さからい、他ほかの人を好きになる──それもまた、気紛れな運命なのかもしれない。

　シュプルは一つ沈ちん鬱うつな溜ため息いきをついて、視線を正面に戻す。すると、ムルカのところから立ち去ろうとしているオルバーの姿が目に映った。

「！」

　シュプルは慌てて椅い子すから下り、車道を横断しようとする。しかし昨日と同様、車列はなかなか途と切ぎれない。ようやく車道を渡り終えると、既にオルバーの姿はなかった。シュプルはムルカに話しかける。

「ねえムルカ。オルバー、今日は何て？」

「ん？　ああ、こいつを持って来てくれた」

　ムルカはそう言い、長方形の箱を見せてくれた。シュプルはその箱に見覚えがある。シュプルも大好きな、クッキーの入った箱だ。

「俺おれ一人じゃ食いきれない。シュプル、一いつ緒しよに食うか？」

「本当!?　いいの!?」

「ああ、もちろんだ」

「やった!!」

　シュプルは弾んだ声を上げた。ムルカの正面にいるとお客さんが来た時に邪じや魔まになるだろう。今日はムルカの隣となりに行き、ムルカがクッキーの箱を開けるのを瞳ひとみをらんらんに輝かがやかせて待つ。やがてクッキーを受け取り、もぐもぐと三つばかり食べたところでふと気付く。

「……ねえ。このクッキー、どうしてもらったの？」

「ああ、何か昨日きのうのお礼らしい」

「え？　どういうこと？」

「ほら、昨日アドバイスしたって話したろ？　あれからオルバー、そのアドバイス通りに好きな女性が身につけてたブローチを誉ほめてみたんだそうだ。そうしたら彼女、手放しで喜んだらしい。彼女の嬉うれしそうな笑え顔がおを見れたお礼だって、これを持って来てくれたんだ」

「ふーん……」

　何だかどこかで聞いたような話だ。シュプルが頭を捻ひねっていると、ムルカが言う。

「シュプル、まだクッキーあるぞ。好きなだけ食べろよ」

「うん!!」

　シュプルは元気に応こたえ、四つめのクッキーに手を伸ばす。何か思い出しそうだったのだが、すぐさま甘いクッキーに心奪われてしまった。シュプルはクッキーを頰ほお張ばりながらムルカに話しかける。

「でも、アドバイスのお礼にわざわざクッキーを持って来てくれるなんて、オルバーっていい人だね？」

「そうだな。いい青年だ。だが、けっこうしたたかでもあるぞ。どさくさに紛まぎれて、取材の約束もしっかりさせられちまった」

「えっ、取材を受けることにしたの？　すごいじゃない！」

　シュプルは興こう奮ふんして言うが、ムルカはおざなりにかぶりを振る。

「まあ、取材を受けるのは光栄なことだが……この銀細工は俺おれ一人で作ってるものだからな。人気が出すぎたら商品が間に合わない状況になりかねないんだが──まっ、今回は銀細工もお買い上げいただいたことだし、断れないよなぁ。本当にしっかりしてるよ、オルバーの奴やつ」

　そう言ってムルカは苦笑する。シュプルは怪け訝げんに思って訊たずねた。

「えっ？　オルバー、銀細工を買っていったの？　でもムルカ、オルバーの好きな人って、装飾品とかあまりつけたがらないって……」

「ああ。だから極力目立たない、イルカを象かたどった小さなネックレスを買っていったよ。これくらいなら彼女もしてくれるだろうってな」

「イルカのネックレス？」

　シュプルは布に並べられた銀細工を見やる。一番目立つところに、そのネックレスがあったのであろう空白のスペースがあった。しかし──

「……ねえムルカ」

　シュプルは半はん眼がんになってムルカを見やり、幾いく分ぶん責めるような口く調ちようで言う。

「昨日はここに、イルカのネックレスなんて置いてなかったよね？」

「よく覚えてるな、そんなこと」

「僕も常連さんだからね」

　シュプルが言うと、ムルカは口の端を上げながら、悪びれる様よう子すもなく言う。

「いやいや、あの銀細工、地味すぎてなかなか売れなかったんだよ。オルバーが来た時に、たまたま目立つところに置いてたら、あいつが買ってくれたんだ。いや、よかったよかった」

「………………」

　シュプルはほうと溜ため息いきをつく。ムルカの方が断然したたかだ。




　今日きようもお客さんはまばらだ。シュプルはいつもの如ごとく暇ひまを持て余していた。机の上に顎あごを乗せ、ぼんやりと水晶を覗のぞき込む。水晶に映る自分の顔は妙にぐにやぐにゃしている。少し頭を動かしただけでグニョーンと伸びたりするので、見ていると飽きないのだ。

「シュプルさん」

　出し抜けに声が掛かり、シュプルは頭を持ち上げる。いつの間にか、パネラが目の前にやって来ていた。その手には大きな紙袋が提さげられている。

「あっ、パネラ。今日も来てくれたの？」

　シュプルはそう言いながら、対面にある椅い子すを勧める。パネラは椅子に座ると、少しばかり興こう奮ふんした様子で言う。

「シュプルさんの占うらない、本当によく当たりますね！　びっくりしました!!」

　パネラらしからぬ大声にシュプルはちょっと戸と惑まどい、目を瞬しばたたかせる。

「え？　あの……何かいいことあったの？」

「ええ！　あ、そのお話をする前に、えっと──」

　パネラは横に置いていた紙袋をごそごそとあさり、中から綺き麗れいに包装された長方形の箱を取り出した。その箱をシュプルへと差し出して、笑え顔がおで言う。

「あの、これ、どうぞ受け取ってください。お礼の気持ちです」

　シュプルは驚おどろき、ぶんぶんと頭を振る。

「えっ!?　そんなのいいよ。だって僕、ちゃんと占いのお金もらってるし──」

「いいんです。受け取ってください。わたし、その……何と言っていいかよくわからないんですけど……そ、そう！　感動！　感動です！　わたし、感動しました!!　シュプルさんの占いのおかげで、こんなに幸せな気持ちになれたんです！　本当にわたし、嬉うれしくて嬉しくて──お願いです。その、つまらないものですけど、どうぞ受け取ってください！」

　ぺこりと頭を下げて、パネラが箱をさらに前へと押し出す。シュプルは困惑しながらもそれを受け取った。

「そこまで言うんだったら──」

「ああ、よかった!!」

　パネラはぱっと顔を輝かがやかせる。いつも自信なさげにうつむいているパネラだが、笑うととってもキュートで可愛かわいい。

「……あの、中を見てもいい？」

　シュプルは上うわ目め遣づかいにちらりとパネラを見やり、そう訊たずねた。中に何が入っているのか、実は興きよう味み津しん々しんなのだ。

「ええ、もちろんです」

　パネラの言葉を聞き、シュプルは包装紙を破る。その中身は──クッキーだった。しかも、昨日オルバーがムルカにあげたのと全く同じだ。さすが〝運命の人〟。考えることも一いつ緒しよだ。

　シュプルが無言でいると、パネラは慌あわてたように言った。

「えっ、あの、もしかして甘いものとか苦にが手てですか？　あのその、す、すみません。わたし、てっきりお菓子とか好きなんだと思い込んでて……」

　今にも泣き出しそうなパネラの声こわ音ねに、シュプルはすぐさまかぶりを振る。

「ううん、そんなことないよ。僕、このクッキー大好き。ありがとう！」

「本当ですか!?　よかったぁ……」

　ほっと息をつくパネラに、シュプルは問いかける。

「ねえパネラ、いったいどんないいことがあったの？　僕にも教えてよ」

　パネラはほんのりと上じよう気きさせた顔に笑みを浮かべたまま、襟えり元もとへと手を伸ばした。そしてそこから細いチェーンを引っ張り出し、「えへへ……これです」と、少し照れたように首にかけているネックレスを取り出す。

　シュプルはそのネックレスを見て目を瞠みはった。視線を釘くぎ付づけにしたまま、確認するように言葉を紡つむぐ。

「イルカ……だね」

「ええ、イルカさんです」

「オルバーから貰もらったの？」

「ええ！　そうなんです！」

　パネラは気恥ずかしそうに、しかしこれ以上ないほど幸福そうに何度もうなずく。結ゆった三みつ編あみが、彼女の胸元で嬉うれしそうに躍おどっていた。

「本当にシュプルさんの占うらないはよく当たりますね。シュプルさんの占い通りにしてたら、いいことばっかり！　わたし、すごく幸せです！」

「………………」

　シュプルは呆ぼう然ぜんとした体ていでパネラの手にあるネックレスを眺める。その口くち許もとにじんわりと笑みが浮かんできた。やがてシュプルはお腹なかを抱え、可お笑かしそうにくすくすと笑い出す。

「え？　あの……そ、そんなに似合いませんか？」

　どうやら勘かん違ちがいしたらしく、パネラがひどく不安げな声で訊ねる。シュプルはかぶりを振り、笑みをこぼしながら応こだえた。

「ううん、そんなことないよ。とってもよく似合ってる。自分で驚おどろいてるだけ。僕の占うらない、ほんとによく当たるなって」

　自分でもびっくりだ。さすが占いで〝運命の人〟と出ただけはある。パネラとオルバーは、お互いに相手のことを好きなのだ。二人ともまだそのことに気付かず、色々と試し行こう錯さく誤ごしているようだが、その姿が健けな気げであり同時に何だか微笑ほほえましい。

　パネラは似合っていると聞いて安あん堵どしたらしく、ほっと一つ息をついた。両手を膝ひざの上に置くと、いつものように少しうつむきがちになって、シュプルへとおずおずと訊たずねる。

「あの、それでですね。わたし、オルバーさんに何かお返しをしなくちゃいけないと思うんです。それでシュプルさんに、どんなものをプレゼントしたらいいかを占ってもらいたいんですけど……」

「うん、いいよ。占ってあげる」

　シュプルは快かい諾だくすると、水晶に手をかざす。身を乗り出すパネラの顔が、水晶に小さく映った。その顔は、一点の曇くもりも迷いもなく、シュプルの占いに全ぜん幅ぶくの信頼を寄せている。

　パネラのその表情を見て、シュプルははたと思おもい止とどまった。

　シュプルは、知っている。

　彼女の今のような表情を知っている。

　占い師としてやって来て、これまで何度も目にしている。占いへの、過度の依存。過度の期待──。

　占ってしまえば、彼女は救われるだろう。出てきた結果を告げれば、彼女の不安も霧きりのようにすぐ晴れる。彼女はプレゼントを手に彼の許もとへ。彼はすぐさまそれを受け取る。それも、とびっきりの笑え顔がおで。

　占わなくてもすぐわかることだ。何せ、好きな人からのプレゼントだ。どんな物をもらっても喜ぶ。だが、パネラはそうは思わないだろう。占いのおかげだと、そう思うに違いない。そしてまた、彼女は占いに縋すがる。

　幸せになるために。

　拭ぬぐえぬ不安を払うために。

　どんな些さ末まつなことでさえ、占いへと頼り始める。

　──選ぶべきことは、占わなくてもすぐわかる。

　シュプルは占い師だ。

　パネラはお得意様だ。

　簡かん単たんなことだ。

　単純なことだ。

　占いに全すべてを委ゆだねるなんて──そんなこと、あっちゃいけないことだ。

　シュプルは水晶にかざしていた両手をそっとどけた。いつもと様よう子すが違うことに気付いたのか、パネラが眼鏡めがねの奥から不安げな瞳ひとみを覗のぞかせる。

　シュプルは、言った。

「──ごめんねパネラ。やっぱり僕、占うらなえないや」

「えっ!?　ど、どうしてですか！」

　パネラは捨てられた仔こ猫ねこのように、縋すがるような眼まな差ざしでシュプルを見やる。シュプルは教え諭さとすように、静かに告げた。

「パネラ。占いはね、人を幸せにするきっかけを作るものに過ぎないんだ。占い師の僕が言うのは変かもしれないけど……占いは、ただのおまじないだよ。幸せになるためのおまじない。僕のおまじないが効いて誰だれかが幸せになるのはすごく嬉うれしいけど、その誰かの幸せが僕のおまじないによるものだけだとしたら──僕は、それはすごく悲しいことだと思うんだ」

　パネラは神妙な面おも持もちでシュプルの言葉を聞く。意い識しきに浸透させるための間を置く。

　しばらく経たったあと、パネラは寂さびしく脆もろい瞳でシュプルを見返し、口を開いた。

「……シュプルさんの仰おつしやりたいことはわかります。あの、わかるつもりです。でもわたし、不安なんです。占いに頼らなくなったら、オルバーさんはわたしのこと、見向きもしなくなるんじゃないかって。そうなったら、わた……わたし──」

　言葉が途と切ぎれたかと思うと、パネラは両手で顔を覆おおい、その場でしくしくと泣き出した。シュプルは驚おどろき、急いで言う。

「パネラ、泣かないでよ！　大丈夫だよ！　占いに頼らなくったって、きっと上う手まくいくよ!!　それに、かつての偉い大だいな詩人はこう言ったでしょう？　『愛は、君の勇気だ』って。パネラも占いに頼るんじゃなくて、もっと勇気を出さなきゃ!!」

　しかしパネラはうつむいたまま、無言でしゃくり上げるばかりだ。シュプルは困り果てる。道みち端ばたを往来する通行人の目がすごく痛い。

　シュプルはとうとう折れて言った。

「そ、それじゃこうしよう？　プレゼントはパネラが選んだ方がきっと気持ちが伝わるから、何を贈おくったらいいかなんてことは占えないけど──代わりに、他ほかのこと何か一つだけ占ってあげる。それでいいでしょ？」

　パネラは赤くなった目でちらりとシュプルを見やると、無言でコクコクとうなずく。

「今回だけ特別だよ？　あの、もう来ちゃダメとは言わないけどさ、占いは一週間に一回にするとか、あまり頼りにしちゃダメだよ？」

　パネラはコクコクとうなずく。

「それじゃ、何か他のこと占うね。始めるね？」

　パネラはコクコクとうなずき、か細い声で「あのその、ごめんなさい。お願いします」と呟つぶやいた。シュプルはほうと溜ため息いきをつく。

　占うらない師しも楽じゃない。




　オルバーが取材に来る時間はわかっていたので、シュプルはムルカのところに見学に行くことにしていた。新しいお客さんの相手をしていたので少し遅くなったが、シュプルは水晶を両手に抱えて車道を渡る。

　シュプルが道路の反対側に辿たどり着いた頃ころには、もう取材は始まっていた。

　オルバーはメモを片手に、ムルカに色々と質問していた。どれくらいの年ねん齢れいの客が多いかとか、『幸せを呼ぶ銀細工』と呼ばれていることに対してどう思うかなどのことだ。ムルカはそれらの質問に淀よどみなく答えていく。取材現場を見るなんて初めてだ。ムルカがちょっと羨うらやましい。

　取材が終わると、少し離れた場所で見学していたシュプルに気付き、ムルカが声をかけてきた。

「シュプル、そんなところにいないでこっち来いよ」

　シュプルが言われた通りにムルカの許もとに行くと、取材用の道具をしまい終えたオルバーが、シュプルの手にある水晶を見ながら興きよう味み深ぶかそうに訊たずねる。

「ムルカさん、こちらの方は？」

「ああ、そう言えば初対面だよな。紹介しよう。通りの向こう側で占い師をやっているシュプルだ。こちらは──まあ、取材のことも話したし、もちろん知ってるだろうが──新聞記者のオルバーだ」

　オルバーは得とく心しんがいったというふうにうなずき、握手を求めてきた。シュプルは水晶を片手で抱えるように持つと、小さな手で握手を交わす。

「どうも初めまして。この近所に腕のいい占い師がいるとは聞いていましたが、シュプルさんと仰おつしやるんですね。よろしくお願いします」

　シュプルは少しくすぐったい気持ちになりながらも「オルバー、よろしくね！」と、元気に挨あい拶さつした。

　ムルカはシュプルの手にある水晶に目をやると、ニヤリとした笑みを浮かべて言う。

「そうだ。オルバー、ついでだからシュプルに何か占ってもらったらどうだ？」

「え？」

　オルバーは虚きよをつかれたように目をぱちくりさせる。シュプルはムルカに目め配くばせし、にっこりと微笑ほほえんだ。

　実は、最初からオルバーを占うために水晶を持って来ていたのだ。パネラとの相あい性しようがバッチリだと知れば、二人の仲ももっと親密になるだろう。そうなればパネラだって不安から解消される。それに、上う手まくいけば、シュプルの占いだって取材してもらえるかもしれない。新聞に載ればお客さんだって増えるだろうし、ここはムルカのしたたかさを見習って、一石二鳥を狙ねらうのだ。占うらない師しも楽じゃない。

「いや、しかし…………いいんですか？」

　最初こそ呆あつ気けにとられていたふうだったが、オルバーも興きよう味みはあるようだ。純粋な期待の眼まな差ざしでシュプルに訊たずねる。

「うん、いいよ！　特別サービスで占ってあげる!!　オルバー、何について占う？　相あい性しよう占いとかどう？」

　シュプルの言葉にムルカも乗る。

「そいつはいいな。オルバー、色々と悩んでるようだし、例の彼女との相性を占ってみたらどうだ？」

「なっ……ム、ムルカさん！　茶ちや化かさないでくださいよ!!」

　オルバーは狼ろう狽ばいしながらもそう言うと、一つ咳せき払ばらいをしてシュプルに向き直る。

「あの……それじゃあせっかくなんで、仕事運を占ってもらえますか？」

　その言葉に、シュプルは慌あわてて言った。

「えっ？　あの、恋愛運とかじゃなくていいの？　気になる人がいるんでしょ？」

　オルバーは照れ隠しのためかアハハと笑い、頭を搔かく。

「いや、確かに好きな人はいるんですが……彼女のことに関しては、占いとかに頼りたくないんですよ。……あっ、いや、占いを信じてないとか、そういうことじゃないんですよ？　ただ、その──ほら。かつての偉大な詩人もこう言ったじゃないですか。『愛は、君の勇気だ』って。彼女との関係は、僕が自分の勇気を振り絞って進展させていきたいって、そう思うんですよ」

　そう言い切ったあと、オルバーはもう一度あははと笑い、恥ずかしそうに後頭部を搔いた。

「……ああ、ちょっとクサかったですね。すみません」

　ムルカは驚おどろいたように僅わずかに眉まゆを上げていたが、やがてふっと笑うと悠ゆう然ぜんと両手を叩たたく。

「いやいや、立派な考えだと思うぞ。驚いたな。ほんの数日前までは、泣きそうな顔して俺おれに恋愛の相談を持ちかけてたくせに……どうやら上う手まくいってるみたいだな。安心したよ」

「だから茶化さないでくださいって」

　オルバーは少しばかり赤くなって言う。

　──うん。これなら大丈夫だ。

　シュプルたちが余計なことをしなくても、パネラとオルバーならきっと上手くやっていけるだろう。占いよりも確かな予感が、シュプルに優やさしい笑え顔がおを運ぶ。

　シュプルは明るい声で言う。

「うん、わかった！　それならオルバーの仕事運を占ってあげる!!」

　銀細工を置いている布の上を少しばかり整理してもらい、開いたスペースに水晶を置く。ムルカとオルバーが覗のぞき込むなか、シュプルは占いを始めた。水晶の真ん中に、静かに陽かげ炎ろう立ち上る。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

「………………出た」

　シュプルがそう言うと、ムルカとオルバーが身を乗り出してくる。シュプルは顔をぱっと輝かがやかせて、占うらないの結果を言う。

「すごい！　あのねオルバー、近いうちに、仕事で大転機が訪れるって！　そのチャンスを逃さなければ、仕事は大成功を収めるよ!!」

「本当ですか!?　それは嬉うれしいなあ！」

　明るい笑え顔がおをこぼすオルバーの横で、ムルカが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。ムルカはオルバーの背中をバシッとどやしつける。

「よかったじゃないか！　出世したら、パネラに胸を張って告白できるぞ？」

　オルバーはゴホゴホと咳せき込み、顔を上じよう気きさせて言った。

「だ、だから茶ちや化かさないでくださいって！」

　シュプルは笑う。

　ムルカも笑う。

　オルバーだけが苦にがい顔。

　風が吹く。

　夕ゆう陽ひが覗のぞく。

　明あ日すもきっと、いい天気だ。




「──シュプル、このごろ毎日遊びに来るな」

「だって、暇ひまなんだもの。パネラも最近は全然来ないし……」

「おいおい。シュプルが来るなって言ったんじゃなかったのか？」

　呆あきれ顔かおで言うムルカに対し、シュプルは渋じゆう面めんになって応こたえる。

「それはそうだけど……でも、遊びに来ちゃダメだよとは言ってないよ？　たまには顔を出してくれたらいいのに」

　パネラが最後にやって来てから、もうはや一週間が経たっている。シュプルの占いは相変わらずお客さんがまばらだし、暇を持て余しているのだ。

　ムルカは肩をすくめる。

「やれやれ。シュプル、そんなに暇なんだったら俺おれの隣となりで占いをやるか？　うちの客は若者が多いから、占いにも興きよう味みを示すかもしれないぞ？」

　その甘い誘ゆう惑わくにシュプルは一いつ瞬しゆんなびきそうになるが、すぐさまぶんぶんと頭を振り、ついと顔を逸そらした。

「ダメだよ。僕にも占うらない師しとしての誇りがあるんだからね！　ムルカのところに来るお客さん目当てで隣となりにいるなんて、そんなことできないよ!!　そんなことしなくても、いつかびっくりするほどのお客さんの行列を作って、ムルカを悔しがらせてあげるからね!!」

「ほう、それは楽しみだな」

　そう言って、ムルカはニヤリと笑う。

「──ムルカさん」

　横合いから声が掛かったのはその時だ。シュプルたちはそちらに首を巡めぐらせた。するとそこに、大きな旅行カバンを引いたオルバーがいた。

「あっ、オルバー。こんにちは！」

　シュプルは元気に挨あい拶さつするが、オルバーは精彩を欠いた微笑で「こんにちは」と挨拶を返す。

「どうしたんだ、オルバー。元気がないじゃないか。それに、その大きな荷物……どこか旅行にでも行くのか？」

　ムルカの問いかけにオルバーはかぶりを振り、静かに告げる。

「実は……今日きようはお二人にお別れを言いに来たんです」

「!?」

　シュプルとムルカは同時に顔を見合わせる。ムルカが逸いち早はやくオルバーに向き直り、勢い込んで訊たずねた。

「お別れって……おい、それはいったいどういうことだ？」

　オルバーは穏おだやかに言葉を紡つむぐ。

「実は、他ほかの街に引っ越すことになったんですよ」

「引っ越し？　それはまた急な話だな。どうしてだ？」

「それが……ある大手出版社の編へん集しゆう長ちようをしている方がいらっしゃるんですが、その方が先日、僕の記事を読んでくださったそうなんです。それで、なかなかいい記事を書くから、うちの出版社で働いてみないかと声をかけられまして」

「本当か!?　それはすごいじゃないか！　引き抜きってやつだな」

　ムルカが興こう奮ふんした口く調ちようで言う。シュプルも「すごいすごい！」と手を叩たたくが、実はよくわからない。

　オルバーは笑って言う。

「いや、そんな大たい層そうなものじゃありませんよ。その編集長、うちの社長とも懇こん意いにしてるみたいで、こういうことはたまにあるみたいなんです。上司には『引き抜きというよりも、皆で修業のチャンスをやるんだ。これまで以上に頑張ってこい！』なんて、最後の説教まで食らって送り出されました。……まあ、そういった事情があって、その出版社があるオノムという街に発たつことになったんです」

　オルバーの説明を聞き終わると、ムルカは納得したようにうなずいた。

「そうか。……いや、何だか寂さびしくなるな。オルバー、向こうに行っても頑張れよ？」

「はい。ムルカさんもお元気で。それと、シュプルさん」

　オルバーはシュプルの方を向き、驚きよう嘆たんした様よう子すで言う。

「シュプルさんの占うらない、本当によく当たりますね。これがシュプルさんの言ってた『仕事の大転機』ってやつでしょう？　占い通り、大成功するかはまだわかりませんが……そうなるよう、僕も精一杯に努力します。ありがとう」

　シュプルは少し照れながらも、えっへんと胸を反そらして「うん、頑張ってね！」と、激げき励れいの声をかける。しかし、ふと気付いたことがあり、オルバーに訊たずねた。

「ねえ、オルバー。そう言えばさ、パネラのことはどうするの？」

「え？　どうしてその名前を……あっ、ムルカさん。勝手に喋しやべりましたね？」

　オルバーはそう言って苦笑を浮かべるが、その声には何だか力がない。仕事で大チャンスが巡めぐってきたというのに、どこか浮かない顔をしていると思ったら、やはり彼女のことが気掛かりらしい。

　シュプルたちはオルバーの次の言葉を待つ。しかし、オルバーが発した言葉は、シュプルたちが予想だにしなかったものだった。

「……パネラのことは、もういいんです。もう、終わったんです」

「!?」

　シュプルは目を大きく見開き、オルバーの顔をまじまじと見る。彼の口くち許もとには、諦てい念ねんに彩いろどられた静かな笑みが浮かんでいる。

「おい、どういうことだ？　まさかお前、パネラに思いも告げずに諦あきらめちまったのか？」

　ムルカが詰きつ問もん口く調ちようで鋭するどく言い放った。オルバーは未いまだ静かな笑みを口許に刷はいたまま、ゆるりとかぶりを振る。

「いいえ。この思いはどうしても知ってもらいたくて、昨日きのう、彼女に告白したんです。オノムに行くことは言いませんでしたが、いい返事がもらえれば、いつか一いつ緒しよにオノムで住もうと思っていたんです。だけど……」

　オルバーは眉まゆ尻じりを下げてアハッと笑うと、寂しそうに言った。

「……見事にフラれちゃいました。彼女、他ほかに好きな人がいるそうなんです」

「ええっ!?」

　シュプルは驚おどろきの声を上げる。ムルカも眉び宇うをひそめ、シュプルに「どういうことだ？」とばかりの視線を振る。しかしシュプルにもわけがわからない。パネラはあんなにもオルバーのことを慕したっていたのに……。

「──ですから、彼女のことはもういいんです。僕と彼女は結ばれる運命じゃなかったんですよ。……ああ、もうこんな時間だ。汽車の時間があるので僕はもう行きますね？」

　腕時計を見やってそう言うオルバーに、シュプルは息せき切って言った。

「ち、ちょっと待って！　オルバー、出発を明日あしたに延ばしたりできないの!?」

　占うらないでは、二人は〝運命の人〟と出た。パネラだって、オルバーのことをずっと好きだったのだ。彼女の真意を問いたださずに二人が離はなれ離ばなれになるなんて、そんなこと、あっちゃいけない。そんなこと、させられない。

　オルバーは困ったように言う。

「明日に……ですか？　それはちょっと難むずかしいですね。仕事の関係もありますし、今日きよう中じゆうには発たってないと……」

「それじゃあさ、もっと遅い便にするのはできる!?　夕方の便とかで間に合う!?」

「え？　ええ。まあ、それはできなくもないですけど……どうしてですか？」

　怪け訝げんな顔で問いかけられて、シュプルは言葉に詰まる。パネラが相談を持ちかけていたことを話そうかとも思ったが、彼女の今の気持ちがわからない限り、そんなこともできない。シュプルが口くち籠ごもっていると、ムルカが助け舟を出すように言った。

「占いにそう出たんだろ？　そうだよな、シュプル？」

　シュプルははっとなり、こくこくとうなずく。

「そう！　そうなんだ！　占いにそう出たの！」

「占い？　いつの間に占いなんて……」

「いいから、シュプルの言う通りにしろよ。シュプルの占い師としての腕はわかってるだろ？」

　ムルカが少し強い口く調ちようでそう言うと、オルバーはまだ釈然としない顔つきながらも、素直にうなずいた。

「そうですね。シュプルさんの占いは本当によく当たりますし、占いでそう出たんなら、夕方の汽車に乗るようにします」

　シュプルとムルカはお互いに目め配くばせし、上う手まくいったとばかりにうなずいた。

「……それじゃあ、少し時間もできましたし、知人にお別れの挨あい拶さつをしてきます。ムルカさん、シュプルさん、どうもお世話になりました。お二人ともお元気で」

「ああ。お前も元気でやれよ？」

「はい」

　オルバーは荷物を持つと歩き出す。彼は途中、一度だけこちらを振り返り、にっこりと微笑ほほえむと会え釈しやくして立ち去って行った。

　オルバーが消えて行った方角に視線を馳はせたまま、ムルカが独白するように呟つぶやく。

「……行っちまったな」

「うん。行っちゃったね」

「それで？　これからどうするんだ、シュプル？」

「もちろん、パネラに会いに行くよ」

　シュプルは即座に断言した。パネラに直接会って、どういうことか聞き出すのだ。

「……それが一番だろうな。で、パネラはどこで働いているんだ？」

「あっ…………」

　シュプルはしまったとばかりに声を上げ、そろりとムルカを見上げる。ムルカは呆あきれ顔がおでシュプルを見やり、言った。

「おいおい。知らないのか？」

「ご、ごめん。ムルカはオルバーから聞いてない？」

「この近くのカフェで働いてるとは言ってたが、店の名前までは聞いてないぞ？」

　それを聞き、シュプルに焦しよう燥そう感かんが募つのる。

「ど、どうしようムルカ？」

「落ち着け。もう見えなくなっちまったから捕まるかどうかわからないが、俺おれはオルバーを追いかけて店の名前を聞き出してみる。シュプル、お前はお前でこの付近のカフェを徹てつ底てい的てきに調べてくれ。オルバーが捕まらなかったら、俺たちだけでパネラを見つけ出さなきゃならないからな。取とり敢あえず、一時間後にここに集まろう。それでいいな？」

　シュプルがこくりとうなずいた、そのとき──

「──シュプルさん？」

　ふいに声が掛かり、シュプルは背後を振り返る。するとそこには、探し求めていたパネラの姿があった。

「ああ、やっぱりシュプルさんだ。よかった。ちょうどシュプルさんのところに行こうと思ってたところだったんです」

「パネラ！　よかった！　僕もパネラのこと探してたんだ!!」

「え？」

　きょとんとするパネラに、シュプルは勢い込んで言った。

「あのねパネラ、オルバーのことで話があるんだけど──」

　パネラはオルバーの名前を聞くと、ぴくりと身体からだを硬直させた。そして、ぎこちない笑みをその口くち許もとに浮かべる。

「……オルバーさんのことはもういいんです。もう、終わったんです」

　パネラもオルバーと同じことを言う。シュプルは目を丸くし、捲まくし立てるように訊たずねた。

「何で？　何でさ？　パネラはオルバーのこと好きだったんじゃないの？　それなのに、何でそんなことを言うのさ？　──もしかして、他ほかに好きな人ができたの？」

　パネラはとんでもないとかぶりを振る。

「そ、そんなことありません！　わたしはオルバーさんのこと、その……だ、大好きです。はい。その気持ちは変わりません」

　少しうつむきがちの彼女の頰ほおは、ほんのりと赤く染まっている。その様よう子すはいつもの恥ずかしがり屋の彼女であり、噓うそをついているような気け配はいは微み塵じんも見られない。

「え？　じゃあ何でオルバーの告白を断ったの？」

　その問いかけに、パネラは顔を真まっ赤かに染めて目を剝むく。

「なっ……ななな、何でそのこと知ってるんですか!?」

　──しまった。

　シュプルは慌あわてて両手で口を塞ふさぐが、もちろん遅すぎる。パネラは、

「え？　え？　何で？　どうして？　ええええっ!?」

　と、わたわたしながら上じよう気きした頰ほおに両手をやり、目を白黒させている。

　ムルカがふっと笑い、そして言った。

「占うらないに出たんだ。そうだろう、シュプル？」

「え？　う、うん。そうなんだ。占いに出たの」

　シュプルがそう言うと、パネラは信じられないとばかりに目を瞠みはる。

「ええっ!?　そ、そんなことまでわかっちゃうんですか!?」

「う、うん」

　シュプルがぎこちなくうなずくと、パネラは心底感心した様よう子すでいたが、すぐさま赤い顔でうつむく。彼女は三みつ編あみの髪を手先で弄もてあそびながら、視線を泳がせて言った。

「あの……そ、そうなんですよ。わたし、オルバーさんに告白されちゃったんです。えへへ。あのオルバーさんにですよ？　わたし、すごく嬉うれしかったです」

　その時のことを思い出したのか、パネラは押さえきれないといった感じで、明るい笑え顔がおをこぼす。シュプルはわけがわからずに訊たずねた。

「え？　でも、オルバーの告白は断ったんだよね？　どうしてさ？」

　その言葉に、パネラのあどけない笑顔が、どこか達たつ観かんしたような寂さびしげなものに取って代わる。パネラは静かに続けた。

「……わたし、今夜この街を出ることになったんです。ですから、オルバーさんの気持ちには応こたえられないんです」

「この街を出ちゃうの？　何で？　どうしてさ？」

　シュプルが矢や継つぎ早ばやに問いを投げかけると、パネラは穏おだやかな口調で言を継いだ。

「わたしが働いてるカフェなんですけど、来週から他ほかの街に支店を出すことになってるんです。それでわたし、そこのチーフになって後こう輩はいの指し導どうをすることが急に決まって……オルバーさんとは離はなれ離ばなれになっちゃうんです。オルバーさんはそのことを知らずに告白してくれたんでしょうし──だからわたし、オルバーさんの思いには応えられません」

「そんな……」

　シュプルは沈ちん鬱うつな表情でパネラを見る。パネラは自分が一番辛つらいだろうに、シュプルを心配させまいと気き丈じように振ふる舞まう。

「あの、そんな顔しないでください。わたしは大丈夫です。へっちゃらです。オノムに行っても元気でやれます！」

「──え？」

　シュプルは我が耳を疑った。まさかと思い、慌あわてて訊たずねる。

「パネラ、今なんて言ったの？」

「え？　ですから、わたしは大丈夫ですと……」

「そうじゃなくて、そのあと！」

「えっと……オノムに行っても、元気にやれますと言ったんですけど──」

「オノム!!」

　シュプルは大きな声を上げてムルカを見上げる。ムルカも驚おどろいたような顔をしてシュプルと顔を見合わせる。シュプルの口から自然と笑みがこぼれた。その笑みはムルカにも伝染し、やがて二人して大きな声で笑い始める。

「え？　あのその……わたし、何か変なこと言いましたか？」

　困惑した面おも持もちでそう訊ねてくるパネラに、笑みを張りつけたままのムルカが横合いから訊ねた。

「パネラさん。幸運な偶然が重なって起こることを、人は何と呼ぶか知ってますか？」

　初対面となるムルカからの唐とう突とつな問いかけに、パネラは少しばかり虚きよをつかれたようだったが、しばらくすると上うわ目め遣づかいにおずおずと答えた。

「あの…………〝奇跡〟、でしょうか？」

　しかしその答えにムルカはかぶりを振る。

「いやいや。奇跡というものは人が望んで起こすものですよ。予期せぬ偶然が重なることを、人はこう呼ぶんです。──〝運命〟ってね」

　そう言って、ムルカは優やさしく微笑する。

　パネラはムルカの言わんとすることがわからず、戸と惑まどいの表情を見せた。そんなパネラに、シュプルは笑え顔がおで話しかける。

「ねえパネラ。パネラの運気を上昇させる方角、覚えてる？」

「え？　ええ、もちろんです。北ですよね？」

「うん、そう！　ところでさ、オノムって、どっちの方角にある街かな？」

「えっと、オノムは…………──あっ！　北ですね!!」

　パネラは気付き、ぱっと顔を輝かがやかせる。

　シュプルは弾んだ声で言った。

「そう！　パネラに幸運を運んでくれる方角にあるんだ!!　だからさ、パネラ──心配しなくてもいいよ？　きっと、北の街オノムでも幸せになれるよ？」

　シュプルのその言葉に勇気づけられたのか、パネラが滲にじむような微笑を浮かべる。

「そうですね。そうですよね。わたし、オノムでも頑張ります。幸せになってみせます。……あの、シュプルさん。これまでどうもありがとうございました。お元気で」

　パネラはそう言い、深々と頭を下げる。

「うん。パネラも身体からだに気を付けてね？　風か邪ぜなんかひいちゃダメだよ？　ああ、それと……占うらないに出てたんだけどさ、今日きよう発たつなら夕方の汽車に乗るといいよ。きっと幸せなことが起こるからさ」

　パネラは顔を上げると、慌あわてたように言う。

「え？　そ、そうなんですか？　大変！　それじゃ、急いで支し度たくしなくちゃ!!　あのその、本当にお世話になりました。ありがとうございました！」

　パネラはもう一度ぺこりとお辞じ儀ぎをした。ムルカにも頭を下げると、急いで踵きびすを返す。シュプルの占い通り、夕方の汽車に乗るつもりなのだろう。

　急ぎ足で駆けて行くパネラの背中に向かい、シュプルは確認するように声を投げた。

「ねえパネラ！　この前に占った、パネラのラッキーナンバーもちゃんと覚えてるよね!?」

　オルバーに贈おくるプレゼントを占う代わりに、パネラに占ったラッキーナンバー。パネラは振り返り、もちろんですと断言した。

「それじゃあ、汽車のどの席に座るかも決めてあるよね!?」

　その問いかけにパネラは即答する。

「ええ！　３号車の３番の席に座ります！　３はわたしのラッキーナンバーですから!!　きっと……きっといいことが起こりますよね、シュプルさん!!」

「うん!!　絶対、絶対にいいことが起こるよ!!　僕の占い、よく当たるんだから!!」

　シュプルはえっへんと胸を反そらす。パネラは笑え顔がおを見せるとぺこりと頭を下げ、急いで駆けて行った。後ろに流れた三みつ編あみが、背中でぴょんぴょんと跳ねている。

　シュプルの占いはよく当たる。

　乗るなら進路を北に取る汽車がいい。

　夕ゆう陽ひでラッキーカラーに染まった空が、君を優やさしく見送ってくれるだろう。

　数ある空席を無視して、目指すは３号車の３番の席。

　そこで君は思わず大きな声を上げる。

　君の指差す先にいるのは──




　〝運命の人〟







「……次の人、どうぞ」

　シュプルは順番待ちをしているお客さんにそう声をかけると、水晶に手をかざす。

　最近は何だかとても忙しい。つい先日まで閑かん古こ鳥どりが鳴いていたというのに、急きゆう激げきにお客さんの数が増えたのだ。シュプルは占うらないをしながら、ちらりと通りの向こうを見やる。ムルカのところもお客さんでごった返している。ムルカの作る銀細工は以前から人気があったが、あんなにもお客さんがいるのは見たことがない。一体全体、どうしたというのだろう？

「次の人、どうぞ」

　シュプルはそう言い、次のお客さんを促うながし──そして、「あっ」と声を上げる。

　順番待ちをしていたのは、大きなリボンを頭につけた女性だった。シュプルはそのお客さんに見覚えがある。忘れたくても忘れられない。パネラがお客さんとして初めてやって来るその前に、シュプルに『このインチキ占い師！』と罵ば声せいを浴びせて帰って行ったあのお客さんだ。

　また何か文句を言われるのだろうか？　シュプルはびくびくしながらもリボンの女性を上うわ目め遣づかいに窺うかがう。

　彼女は何も言わず、手にしていた雑誌をぽんと机の上に置いた。記事を読めということだろうか、ページが開かれている。

　シュプルはリボンの女性客を気にしながらも、恐る恐る雑誌に視線を移す。そして、驚おどろきに目を瞠みはった。

　開かれたページには、ある結婚式の写真が印刷されていた。教会の外でライスシャワーを浴びている少し緊きん張ちよう気味の新郎と、気恥ずかしそうにうつむいている新婦の姿が写っている。その二人には見覚えがあった。パネラとオルバーだ。

　シュプルは身を乗り出して、写真横に載っている記事に目を這はわせる。記事はオルバーが書いているらしい。見出しには『運命の人』とあった。

　その記事には、自分たちがこうして巡めぐり合えたのは、ある銀細工職人と占い師のおかげだと書かれていた。そして、ムルカの銀細工が『幸せを呼ぶ銀細工』、シュプルの占いが『運命を手た繰ぐり寄せる占い』として、それぞれ特集されている。

　その記事を読んで、シュプルはやっと得とく心しんがいった。最近は妙にお客さんが多いと思っていたが、この記事を読んだ人が押し寄せて来ていたのだ。

　シュプルはもう一度、雑誌にある結婚式の写真に目をやった。パネラとオルバーはとっても幸せそうだ。二人のこれからの未来にも、きっと溢あふれんばかりの幸福が満ちているに違いない。

　それも当然だ。

　だって二人は、〝運命の人〟なのだから……。

　シュプルが幸せな気持ちでニコニコしていると、雑誌を持って来た女性客が口を開いた。

「雑誌に紹介されるくらいなんだもの。あなたの占い、とってもよく当たるんでしょう？」

　シュプルはびくっと首をすくめる。そうだった。目の前のお客さんのことをすっかり忘れていた。シュプルは彼女の顔色を窺いながら、小さな声で答える。

「う、うん。よく当たる方だとは思うけど……」

　すると彼女は即座に言った。

「でも、『猿も木から落ちる』って言うし、何かの間違いが起こることもあるわよね？」

「──え？」

　シュプルが小首を傾かしげていると、彼女は高たか飛び車しやな態度ではっきり言った。

「この前の占うらない、何かの間違いよね？　もう一度、私のことを占ってよ。今度は失敗しないでよ？」

　シュプルは目をぱちくりさせる。

　先日の占いは失敗でしょう、と勝手に決めつけるなんて失礼な話だが、たまにこういうお客さんはいるのだ。自分の気に入る占いが聞けるまで満足しないのだろう。

　シュプルは困り果て、道路の向かいにいるムルカにちらりと視線をやる。すると、ちょうどムルカと目が合った。ムルカは「何事だ？」とばかりに少し眉まゆをひそめたが、シュプルの前に座るお客さんの大きなリボンに見覚えがあったらしい。くくっと笑うと、上う手まく言ってやれよとばかりに口の端を上げる。

（人の気も知らないで……）

　シュプルはほうと溜ため息いきをつくと、目の前の女性客に向き直って言う。

「……うん、わかった。もう一度占うよ」

「ええ、お願いするわ」

「えーと、占うことは前と同じで……ムルカとの相性占いでいいんだよね？」

　女性客はちょっとだけ頰ほおを染め、こくりとうなずく。

「ええ、そうよ。彼ってとっても格好いいもの。それに、『幸せを呼ぶ銀細工』を作ってるなんて、とってもステキ。何だか運命を感じちゃうわ」

　シュプルは気付かれないよう、もう一度小さく嘆たん息そくした。そしておもむろに水晶に手をかざし、占いを開始する。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

「………………」

「どうしたの？　何て出たの？」

　女性客が両手を胸の前で組み、瞳ひとみを輝かがやかせて訊きいてくる。シュプルは困り果てて眉み間けんに小さな皺しわを寄せると、独白するように呟つぶやいた。

「……もうちょっと待って。正直に言っていいかどうかを占うから」

「──え？」

「う、ううん。何でもない」

　シュプルは慌あわててそう言うと、もう一度占い始める。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　占い師も、楽じゃない。










「すごい！　おじいちゃんって占うらない師しさんだったんだ!!」

　アロワは歓声を上げ、「すごいすごい！」とはしゃぐ。とそのとき、お母さんが畑から帰ってきた。

「──あら、アロワちゃん。どうしたの？　やけに嬉うれしそうじゃない」

「あっ、おば様お帰りなさい！　ねえねえ聞いておば様。おじいちゃんってね、すっごく良く当たる占い師さんだったのよ！」

「──え？　お父さんが占い師？」

　お母さんは初耳だというふうに、小首を傾かしげている。

　アロワは興こう奮ふんした口く調ちようで続けた。

「あっ、そうだ！　おば様、まだ占いの途中だったでしょう？　おじいちゃんに占ってもらったら？　すっごくよく当たるんだから!!」

「なっ……」

　おじいちゃんは絶句するが、お母さんは気乗りした様よう子すで微笑を浮かべる。

「あら、それなら占ってもらおうかしら。お願いできますか？」

「おじいちゃん、おば様の次はわたしね？」

　おじいちゃんはどうしたものかとばかりに視線を泳がせていたが、やがて細く溜ため息いきをついた。シュプルの手から水晶を受け取ると、机の上に載せる。おじいちゃんは椅い子すに腰掛け、そしてアロワがしたのと同様に、占う前にお母さんへと訊たずねた。

「あー…………お前は今こ年としでいくつになった？」

　お母さんは顔を少し傾け、笑え顔がおで答える。

「十九です」

　今度ばかりはアロワも不ふ審しんに思ったらしく、「あれっ？」と声を上げる。おじいちゃんはぴくりと眉まゆを動かして眉び宇うをひそめるが、何事もなかったように水晶に手をかざす。その姿は何だか本格的だ。シュプルはどきどきしながら占いの結果を待つ。お母さんとアロワも息を吞のみ、黙だまって水晶を凝ぎよう視しする。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　……やがておじいちゃんは水晶にかざしていた手を下ろした。お母さんが身を乗り出して訊きく。

「何て出ました？」

　おじいちゃんは一つ空から咳せきをすると、ニヤリと笑って言った。

「……まあ待て。正直に言っていいかどうかをこれから占うとしよう」

　シュプルは重い溜ため息いきをつく。

「お母さん、かわいそう」

　アロワも残念そうにかぶりを振る。

「おば様、元気出してね？」

　わけがわからないお母さんだけが、

「え？　なに？　どういうこと？」

　と、困惑の表情を見せた。
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　シュプルたちが帰ったあと、おじいちゃんは宝箱へと手を伸ばし、中を探り始めた。

　おじいちゃんはやがて、宝箱の奥に入っているある物を取り出す。それは異国の生物『龍りゆう』を象かたどった置き物だ。おじいちゃんはその置き物を机の上に載せた。とぐろを巻くようなその身体からだのてっぺんには窪くぼみがある。その窪みの部分におじいちゃんは水晶を載せる。水晶はそこにぴったりと収まった。実はこの水晶、龍の置き物の一部なのだ。

「……占うらないの水晶か。ばあさんも占いは好きだったからな。そういうことにしておけば、こうしてわざわざ宝箱の中にしまっておく必要もなかったかな？」

　おばあちゃんも占いは好きだった。しかし、身体の長い生物──つまり、蛇とかは大の苦にが手てだった。骨こつ董とう屋やの店先で一ひと目め惚ぼれして購こう入にゆうしたこの龍の置き物だが、家に飾ろうとしたらおばあちゃんに猛反発された。

　蛇じゃないのに。

　カッコイイのに。

　高かったのに……。

　本物の水晶なのだ。『龍の置き物』としてではなく、『水晶占いの道具』とでも言っておけば、おばあちゃんも家の中に飾るのを承しよう諾だくしてくれたかもしれない。まあ、今となっては詮せん無なきことだ。

　おじいちゃんはふぅと息を洩もらして水晶に目をやる。すると、水晶越しにソファーの上に置かれた本が見えた。アロワが持って来た、あの占いの本である。どうやら持って帰るのを忘れたらしい。

「占いか……」

　おじいちゃんはその本を手に取ると、ぱらぱらとページをめくる。占いを信じないおじいちゃんからすれば、どうしてこんなものに夢中になれるのかわからない。シュプルがしてくれたお話のように、外の世界では水晶を使った占い師を道みち端ばたでよく見かけた。しかし、おじいちゃんからすれば、適当なことを言ってお客さんを喜ばせたり不安がらせたりしているだけに見えるのだ。

　そんなことを思い出しながら占うらないの本をおざなりに読み飛ばしていると、水晶占いに関するページがあった。『簡かん単たんにできる水晶占い』として、ご丁てい寧ねいにやり方まで記してある。

「……フンッ」

　おじいちゃんは鼻で笑うと、そのページを開いたまま机の上に置いた。椅い子すに腰掛けると、ページを目で追いながら、龍りゆうの置き物の上にある水晶に手をかざす。熱心さなど欠片かけらもない様よう子すで、本の通りに占いを始めた。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

　ゆあ～りゆあり。ゆあ　ゆあり。

「………………おぉっ!?」
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　シュプルの住む村は〝パロース〟と呼ばれている。パロースとは古い言葉で〝新芽〟であり、生命の息吹いぶきが連れん綿めんと繫つながっていくさまを示している。

　パロースは四方を山に囲まれた小さな村だ。外界との接点はほとんどなく、この村だけは世界の歯車から外れ、時間もゆるりゆるりと進んでいく。唯一といっていい貿易品は、この村だけでしか採れない〝チコの実〟だ。この実をすりつぶしてお湯にとくと、咳せきに驚おどろくほど効く薬となる。その香りも良く、外界では香水としても重宝されている。チコの実は都会に流れ出し、パロースに多くの富をもたらすのだ。

　アロワがシュプルと初めて出会ったのは、あれはいつのことだったろう？　今よりもずっと小さかったので、よくは覚えていない。ただ、『シュプル君と仲良く遊ぶんだぞ？』と言ったお父さんの声だけは、今でもなぜか鮮せん明めいに覚えている。

　年ねん齢れいが同じだし、家も近い。アロワはシュプルとすぐに友達になり、一いつ緒しよに遊ぶようになった。

　けれど。

　アロワはちょっとだけ不満だった。だってシュプルはとても大人おとなしくて落ち着いていて、大きな声で笑ったりすることもほとんどないのだ。いつも遊びの主しゆ導どう権けんを握っているアロワとしては、それが何だか気に入らなかった。アロワより先に字を覚えたことにも不満を覚えた。アロワには何が書いてあるのかさっぱりわからない本を、瞳ひとみを輝かがやかせて読むシュプル。あんなに嬉うれしそうでいきいきとした顔、アロワの前ではほとんど見せないのに。

　──他ほかの子と遊ぼうかな？

　そう思ったこともある。でも、近所の子供といったら、他には悪戯いたずらっ子であるモールたちしかいない。モールたちとはたまに一緒に遊ぶことはあったが、あんまり楽しくはないのだ。だから、アロワはいつもシュプルと一緒だった──。




「それじゃあ、お母さんは畑に行ってくるから。シュプル、いい子でお留守番してるのよ？　おじいちゃんに迷惑をかけちゃ駄だ目めよ？」

「うん、いってらっしゃい」

　シュプルは足早に畑へと向かうお母さんを見送ると、すぐさまおじいちゃんの宝箱へと駆け寄った。おじいちゃんはロッキングチェアに腰掛けたまま、のんびりとパイプをふかしている。アロワの姿は見当たらない。この時間帯に来てないということは、お父さんに捕まって、家の手伝いをさせられているのかもしれない。

　宝箱の中身をごそごそと探っていると、やがて指先に触れるものがあった。シュプルはそれを引っ張り出してみる。新品同然の、曲がった形のパイプが姿を現した。

「ねえおじいちゃん、このパイプはなに？　これは使わないの？」

　シュプルがパイプを手にしたままそう訊たずねると、おじいちゃんは僅わずかに目を見開き、シュプルの傍そばにやって来て腰を下ろす。

「いや、このパイプか。懐なつかしいな……」

　おじいちゃんがそう言って、シュプルの手からパイプを受け取ろうとしたそのとき、ドアをノックする音が響ひびいた。

　シュプルたちはドアの方を向く。返事をする前にドアは開き、そこからアロワが姿を現した。アロワはシュプルたちが宝箱の傍にいるのを認めると、少し慌あわてた様よう子すで問いかける。

「シュプル、もうお話してるの？」

「ううん、まだだよ。これからしようと思ってたところ」

　シュプルがそう応こたえると、アロワは安あん堵どしたように吐息する。

「ほんと？　よかった」

　アロワはシュプルの隣となりに来てしゃがみ込むと、瞳ひとみを輝かがやかせて訊きく。

「ねえ、シュプル。今日きようはどんなお話をするの？　あっ、そのパイプがおじいちゃんの宝物？　見せて見せて！」

　アロワはパイプを手に取ると、それを目の高さまで持って来て、様々な角度から見やる。そんなアロワの様子を眺めていたおじいちゃんが、感心したように言った。

「アロワや、今日はちゃんと家の手伝いをしてきたみたいだね。偉いぞ。草むしりは疲れたろう。お茶でもいれてあげようか？」

　アロワはパイプを眺めながら、

「うん、喉のどカラカラ。ありがとう、おじいちゃん」

　と言ったあと、はたと気付いたように顔を上げた。アロワはびっくりしたような顔をして、おじいちゃんをまじまじと見つめる。

「──おじいちゃん、どうしてわたしが草むしりしてたってわかるの？　わたし、そんなこと一言もいってないのに……」

　おじいちゃんは「ん？」と眉まゆを上げ、至極当然とばかりに言った。

「なに、簡かん単たんなことさ。ほら、そのスカートの裾すそだ」

　指差された箇所をシュプルとアロワは同時に見やる。アロワのスカートの裾に、僅かにだが土がついていた。

「その丈たけのスカートに土がつくとしたら、こうやって地面に長い間しゃがみ込んでいなきゃならない。そう考えると、草むしりをしていたんじゃないかと容易に想像できるだろう？　それに、その手だ」

　おじいちゃんは今度はパイプを持っているアロワの手を指差し、続ける。

「手の爪つめの部分が少し黒くなっている。草むしりをした時に、土が爪の中に入ったんだろう。花好きのアロワのことだ。どこかの花畑で花を摘つんでいたとも考えられるが──アロワはとてもきれい好きだからな。もし花畑で花を摘んでいただけだったら、適当な時間に切り上げて、手をきちんと洗った上に汚れた服も着替えてくるだろう？　手を充分に洗わず、汚れた服も着替えない。シュプルがするお話を聞くために急いで支し度たくしたからだろうが、そんなに急がなければならなくなった理由は一つだ。家の手伝いの草むしりが終わるまで、外出することができなかったからだろう？　急いでやって来たんだ。喉のどがカラカラなのも当然だ。シュプルの分も持って来てあげるから待ってなさい」

　そう言って台所へと向かうおじいちゃんの後ろ姿を、シュプルとアロワは目をぱちくりさせながら見送る。

　啞あ然ぜんとした様よう子すのアロワがぽろりとパイプを取り落としてしまった。シュプルはそれを拾い上げると、もう一度じっくりと観かん察さつする。やがてシュプルはそのパイプを口に咥くわえてみた。シュプルには大き過ぎて、ちょっと重い。

　おじいちゃんが台所から帰って来るのを視界の隅に捉とらえると、シュプルは物語を紡つむぎ始める。

「これはね──」

　おじいちゃんがどんな人生を歩んできたかは知らない。どんな思い出を飼っているかは知らない。

　けれど。

　想像することはできる。語ることはできる。

　シュプルは語り出す。自分自身が主人公、おじいちゃんに成り代わって。

　そう。これはおじいちゃんが名探偵だった頃ころの物語だ──。
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　暖だん炉ろに入れたばかりの火が、ゆっくりと室温を上げている朝早くのことだった。シュプルはペエハー街にある古巣の部屋で、キャラバッシュの曲がりパイプを口に咥くわえたまま、肱ひじ掛かけ椅い子すに腰掛けていた。パイプはシュプルの小さな口には大き過ぎるものだが、そのパイプは先ほどから上下にぴこぴこと動いている。これはシュプルが思案している時に見せる癖くせである。暖炉を挟んで反対側にある椅子では、ムルカがタイムスの新聞を広げ、中の記事をじっくりと読んでいるところだった。

「──フム」

　口で上下させていたパイプの動きがふと止まった。それに気付き、ムルカが新聞から顔を上げる。

「どうしたんだ？　何かわかったのか？」

　シュプルはもう一度「フム」と声を発すると、ムルカの方を見てえっへんと胸を反そらして言った。

「ムルカ君。謎なぞは全すべて解けたよ」

「そうか。それはよかったな。それで、今回の事件の犯人はいったい誰だれだったんだ？」

　シュプルは肱掛椅子からすとんと下り、咥えたパイプに手をやりながら得意げな様子で木製の丸テーブルへと向かう。

「まあまあ、ムルカ君。そう急せかさなくても真相は逃げないよ。それよりも先に一息入れよう」

　そう言うと、テーブルにあったポットで紅茶をいれる。紅茶の中にジャムを一ひと匙さじ入れようとするが、ジャムの入っている瓶びんのフタがなかなか外れない。シュプルは口に咥えていたパイプを取り出し、咥える側の細い部分を瓶のフタにある隙すき間まに差し込み、テコの要領でぱかっと開けた。実はシュプルはパイプを吸わないのだが、こういう時に便利なので手放さないのである。

　シュプルはパイプを咥え直すと、紅茶の入ったカップを手にしたまま、ちよっと気取って問いかける。

「ムルカ君、今回の事件も実に単純なものだったよ。事の真相は明後日あさつて、依い頼らい主ぬしの家に行った時に話すとして……世の中では何か面おも白しろい事件でも起こってたかね？」

　ムルカは新聞に目をやって応こたえた。

「なべて世はこともなし……と言いたいところだが、そういうわけにもいかないらしい。大きな事件でいえば、最近巷ちまたを騒さわがしている窃せつ盗とう団だんがまた現れたらしいな。今回は中央美術館から美術品が数十点盗まれたそうだ。どうだシュプル？　名探偵としては気になるところじゃないか？」

　シュプルはパイプをぴこぴこと上下させると、かぶりを振った。

「いやいや、ムルカ君。大きな事件というものはえてして単純なものさ。ほんの小さな、ささいな事件にこそ複雑怪奇な謎が隠れているものだよ。窃盗事件の担当は……確かメアルルード警けい部ぶだったね？　彼女は優ゆう秀しゆうだから、地じ道みちな捜査の果てに窃せつ盗とう団だんを捕まえることだろう。僕としては、もっと複雑で面おも白しろい謎なぞのお相手をしてみたいものだ」

「小さな事件ねぇ……ああ、こんなのもあるな。領主の息子イホップの結婚式の最中に、花はな嫁よめが失しつ踪そうしたらしい。イホップと言えば、確か前の結婚式では花嫁を他ほかの男に奪い去られてたよな。世の中にはツイてない奴やつがいるもんだ。見つけ出した者には百万パールの賞金が出るそうだぞ」

「ホウ！　それは面白そうな事件だね。機会があればぜひ調査してみたいものだ」

　シュプルは口からパイプを離すと、紅茶を一口啜すする。しかしすぐさま「熱っ！」と声を上げ、むぅと困った顔をして紅茶を啜るのを中断した。眉まゆ尻じりを下げたまま、ふーふーと息を吹きかけて紅茶を冷ます。シュプルはあんまり熱いお茶は飲めないのだ。

　ふーふー。

　ふーふー。

　ブ────────ッ。

　シュプルが息を吹きかけていると、唐とう突とつに玄関のブザーが鳴った。

「……誰だれか来たようだな」

　ムルカがそう言うと、シュプルはこくりとうなずいた。

「フム、そうみたいだね。誰かと約束した覚えはないから、新しい依い頼らい主ぬしかな？」

　ムルカが椅い子すから立ち上がり、ドアを開ける。そこにはずんぐりとした体型の中年男がいた。立派な口くち髭ひげを生やしているのだが、丸まる眼鏡めがねの奥にある小さな目は気き忙ぜわしげにきょろきょろ動いている。どうやらかなり急ぎの用件らしく、その額ひたいに浮かんだ汗をハンカチでせかせかと拭ふいていた。男はシュプルとムルカを見比べるように眺めると、すぐさま縋すがるように言葉を発した。

「おおっ、あなたが音に聞こえた名探偵、シュプルさんですね!?　お願いします、どうぞ私をお助けください!!」

　男はそう言って──両手で、ムルカの手をはっしと摑つかんだ。

「──俺おれ？」

「ええ、そうです！　ああ、噂うわさに違たがわず立派な方だ！　あなた様ならきっと私の窮きゆう地ちを救ってくださるに違いない!!」

　一人で盛り上がっている男に、シュプルは手にしていた紅茶を置いて、憤ふん然ぜんとなって言う。

「ちょっと！　シュプルは僕だよ！　ムルカ君は僕の助手なの!!」

「……えっ？」

　その言葉に心しん底そこ驚おどろいたのか、男は目をまん丸にしてシュプルとムルカを交互に見やった。男は「本当ですか？」といったふうに、ムルカに問いかけるような眼まな差ざしを送る。ムルカは一つうなずき、シュプルの言葉を肯定する。

　男はバツが悪そうにムルカから手を離すと、シュプルに向き直った。

「ああ、失礼。あなた様がシュプル名探偵でしたか。いやはや、噂うわさに違たがわず……」

　男は誉ほめるところを必死で探すように、ぶかぶかの服を着たシュプルを頭のてっぺんからつま先まで舐なめるように見て──やがて言った。

「い、いいパイプをお持ちで」




　男はジョンソンと名乗った。ジョンソンは勧められた椅い子すに座り、シュプルとムルカは彼に対面する位置の椅子に腰掛ける。暖だん炉ろの火がぱちぱちと爆はぜ、冬の足音を少しでも遠ざけようと奮ふん闘とうしている。

「──それで、ご用件は？」

　シュプルはパイプを上下させ、気取った口振りに戻って問いかけた。ジョンソンはああっと嘆なげき、言葉を紡つむぐ。

「シュプルさん。私は港近くの街角で、小さな質屋を営いとなんでいる者です。この不況で店の経営は思わしくないものの、これまで真ま面じ目めにつましくやってきました。しかし……ああ、何と言うことでしょう！　つい先ほどのことですが、私の店の品が盗み出されてしまったのです！　お願いですシュプルさん。お礼ははずませていただきますので、あなた様のお力で、どうか盗ぬすっ人とを捕まえてください!!」

「窃せつ盗とう事件か……それなら、警けい察さつの力を借りた方がいいんじゃないですか？」

　ムルカが横合いから言うと、ジョンソンはすぐさまかぶりを振った。

「警察がいかほどの働きをしてくれましょうか？　特に今は例の窃盗団のことで手一杯で、私の話などまともに取り合ってはくれますまい。それに……盗まれた品ですが、何としてでも今日中に取り戻してもらいたいのです」

「今日中に？　ジョンソンさん、それはいくらなんでも──」

　ムルカの言葉を強い口く調ちようで遮って、ジョンソンは言う。

「無理は承知です！　しかしどうしても今日中に取り戻していただきたいのです！　こんなことをお願いできるのは名探偵のシュプルさんしかおりません。お願いしますシュプルさん！　どうかお力をお貸しください！」

　膝ひざの上でぎゅっと両手を握にぎり締しめ、唾つばを飛ばしながらジョンソンは頼み込む。その必死な様よう子すには鬼き気き迫せまるものがあり、よほど貴重な物が盗まれたのだろうと想像できた。

　シュプルは「フムフム」と呟つぶやいたあと、訊たずねる。

「なるほど。ご用件はわかりました。それで、盗まれた品というのは？」

「は、はい。盗まれた品というのは……」

　そこでジョンソンは少しだけ言いい辛づらそうに視線を逸そらしたが、ぼそりと続けた。

「……ミジェール金貨の、レプリカです」

『ミジェール金貨のレプリカ？』

　シュプルとムルカは同時に反復する。ムルカは拍子抜けしたように背もたれに身体からだを預けたが、シュプルは逆に興きよう味みを持ったように身を乗り出した。

　この国の最南端に、ミジェールと呼ばれる都市がある。人口三万人足らずの小さな都市だが、二十年ほど前、そこから世界中の考古学者を唸うならすような巨大な遺い跡せき群ぐんが見つかった。そしてその遺跡群の中央、かつては神殿があったとされる場所から掘り出されたのが、ミジェール金貨と銀貨である。

　この金貨と銀貨は対ついになっており、金貨には太陽を象かたどった模様が、銀貨には月を象った模様が彫られている。世界で一番美しい硬貨として人気が高く、見本となるレプリカは星の数ほど出回っている。

「そうです。私は先ほども言いましたように、質屋を営いとなんでいます。それで古い貨か幣へい等なども扱う時があるのですが、その関係で金貨の見本……つまりレプリカも店に置いていたのです。それが盗み出されてしまったのです」

「フム。盗まれたのはそれだけですか？　他ほかの商品は盗まれていませんでしたか？」

「え、ええ。金貨のレプリカが盗まれたことに気付いたあと、めぼしい商品は急いでチェックしましたが──他の品は無事でした。お願いですシュプルさん、私の金貨を取り戻してください！」

　話を聞いていたムルカが、散さん漫まんな口く調ちようで問いかけた。

「レプリカをなぜそれほど必死に探すんです？　ミジェール金貨のレプリカなら、行くとこに行けばすぐにでも手に入るでしょう？　ミジェールではお土産みやげ品ひんとしても売り出してますしね。逆に言えば、ミジェール金貨を見つけ出したとしても、あなたが盗まれたものだと証明することは困難だ」

「私には盗み出されたあのミジェール金貨が必要なんです。それに、盗まれたミジェール金貨には特徴がありますので、私が盗まれたものかどうかは一目でわかると思います」

「特徴？　いったいどんな特徴です？」

「はい。盗まれたレプリカの金貨は、真ん中で半分に割れているのです。その半分に割れた片割れだけを私が所有していたのですが、それが盗まれてしまったのです」

「──フム！」

　シュプルは口に咥くわえたパイプをぴこぴこと上下させ、興きよう味み津しん々しんといった体ていで問いかける。

「半分の金貨ですか。なかなか面おも白しろそうな事件ですね。その金貨が盗まれた時の状況、詳しく話していただけますか？」

　シュプルがこの事件に興味を示したことが意外だったらしく、ムルカは眉まゆを微かすかに上げた。ジョンソンは大きくうなずき、話を続ける。

「ええ。金貨が盗まれたのは今け朝さのこと──つまり、つい一時間ほど前のことです。私は起床するとまずは顔を洗い、次に店の方へと向かいました。住居兼店てん舗ぽとなっていますので、居住スペースと店はドア一枚で隔へだてられているのです。この時点ではミジェール金貨はまだ盗まれておらず、いつもの場所にありました。ミジェール金貨はいつも店のカウンターの上に置いてあり、店に通じるドアを開けるとすぐ目につきますので間違いありません。

　私がこの時に店に向かったのは、表にある郵便受けから手紙を取るためです。郵便受けにある手紙を取り、それを書斎でじっくりと読んでから朝食を摂とる、というのが私の朝の日課なんですが…………ああっ！　郵便物を取ったあと、店のドアに鍵かぎをかけなかったのがそもそもの間違いでした!!　今日きようは店は定休日でして、その旨むねの張り紙も窓ガラスに普ふ段だん通どおり貼はり出しておりましたので、店内に足を踏み入れる者などいないと思い込んでいたのです！

　私は旧友からの手紙を郵便受けから取ると、いつものように書斎に行って封を開けました。そしてちょうどその手紙を読み終わる頃ころ、セフィから──ああ、このセフィとは家で雇っている召し使いの名前です。無ぶ愛あい想そうでがさつなところがありますが、根は真ま面じ目めでよく働いてくれます。私は妻も子もいない天てん涯がい孤独の身。セフィは唯一の家族のようなものですな。そのセフィから、朝食の用意ができたと告げられたのです。私は朝食を摂るためにテーブルにつきました。しかしそのとき、店の方から何やら物音がしたのです。私は何か嫌いやな胸むな騒さわぎを覚えまして、すぐさま店の方へと行ってみました。すると、表の方から店の中を覗のぞいている、顔に傷きず痕あとがある赤髪のホームレスと目が合ったのです」

「傷痕のある赤髪のホームレス？」

　シュプルが眉まゆをひそめる。ジョンソンは大きく何度もうなずいた。

「ええ。そうです、そうです。ひどく薄うす汚よごれた、三十過ぎぐらいの男でした。ぼさぼさの赤髪で、顔の右側にひどい傷痕がありました。その男は私と目が合うと、逃げるようにしてその場から立ち去って行ったのです。私が表に出てみましたら、掃そう除じ用ようのバケツがいつもと少し違う場所に移動していました。先の物音はあのホームレスがこれを蹴けり飛ばしてしまったんだろうと想像がつきましたが、バケツは端に寄せていますので、道を普通に歩いていて蹴飛ばすことはまずありません。店に何か用があって、ホームレスが傍ぞばまでやって来ていたに違いないのです。それで私は不安になり、ミジェール金貨を置いていた場所に行ってみますと……」

「あるべき場所に金貨がなかったんですね？」

　それまで黙だまって話を聞いていたムルカが、言葉を引き取るようにして言った。ジョンソンは神妙にうなずき、シュプルに懇こん願がんする。

「シュプルさん、名探偵と謳うたわれるあなた様のお力を借りたいのです！　あのホームレスが私の金貨を盗み出したに違いありません！　あの男を捕まえて、金貨を取り戻してください!!　お願いします!!」

　ムルカが「どうする？」とばかりの視線をシュプルに振る。シュプルはパイプをふかしているような仕し草ぐさをしてみせると、フムフムとうなずいた。

「……わかりました。ムルカ君、これはなかなか面おも白しろそうな事件だよ。こういった小さな事件にこそ大きな謎なぞが隠されているものだ。すぐさまその現場に行って、事件の調査をしてみようじゃないか」

　そう言って、シュプルはドアの傍そばにかけていたコートを羽は織おると、鹿撃ち帽デイアストーカーを頭に被かぶる。パイプと鹿撃ち帽は『名探偵シュプル』のトレード・マークなのだが、どちらもシュプルには大き過ぎる品だ。ぶかぶかの鹿撃ち帽を何度も被り直し、火もついていないパイプを咥くわえているシュプルの姿は──何だかちょっぴり頼りない。

「よし。準備は整った。それじゃあ行きましょうか、ジョンソンさん？」

　シュプルはコートの裾すそを引きずりながらも意い気き揚よう々ようと歩き出すが、その後ろ姿を見ていたジョンソンはぽそりと呟つぶやいた。

「…………不安だ」




　二頭立ての四輪馬車が事件のあった店の前へと辿たどり着いた。シュプルは慎重に馬車から下りると、オッホンと一つ空から咳せきをして、パイプを口に咥えたまま周囲をぐるりと見渡してみる。店の周りには寂さびれた様よう子すの町並みが広がり、傍そばには話通り、港があった。ジョンソンが見たという怪しいホームレスの姿を探してみるが、目の届く範はん囲い内ないには人影すら見えない。

　店の方に視線を転じてみる。ドアの横に郵便受けが吊つられており、店の窓の傍には掃そう除じ用ようのバケツが置いてあった。どちらもジョンソンの話に出てきた通りである。

「さっ、中へどうぞ」

　ジョンソンが店の中へと二人を促うながす。先にムルカが、続いてシュプルが店の中へと足を踏み入れた。

　店内はとても猥わい雑ざつとしていた。店としては小さい部類に入るというのに、商品の数がその狭さに反して多い。商品の中には目を引くような綺き麗れいなランプや絵画もあるというのに、その傍にわけのわからない壺つぼやヘンテコな銅像などがあり、ごちゃごちゃとした印象ばかりが目立つ。掃除も行き届いてないらしく、人が歩かない床ゆかの端の方はもちろん、商品の多くにもうっすらと埃ほこりが溜たまっていた。

　シュプルが店内の様子を窺うかがいながら、ぴこぴことパイプを動かす。シュプルの瞳ひとみはすでに名探偵のそれに変へん貌ぼうしており、鋭するどく細められている。頭に被った鹿撃ち帽がずり落ちて視界の上半分を塞ふさぎ、結果的に瞳を細めているように見える──なんてことではない。ああ、決してない。

「──フム」

　そう呟いたシュプルは傍にあった商品に手を伸ばし、つつつと人差し指を這はわせた。その指を目の前に持って来てじっくりと観察すると、もう一度「フム、フム」と呟く。そして今度はその隣となりの商品に同様にして指を這わせた。さらに隣の商品、もう一つ隣の商品にも同じように腕を伸ばして触れていく。

　ジョンソンがしびれを切らしたのか、シュプルに声をかけた。

「シュプルさん、盗まれた金貨を置いていた場所はこちらです。ご案内しますので、どうぞ」

　シュプルは商品に触れるのを中断してうなずいた。珍しい物ばかりでわくわくしたので、興きよう味み本ほん位いにぺたぺたと触さわっていた──なんてことではない。ああ、決してない。

　ジョンソンは店の奥へと進み、店番をする時にいつも腰掛けているであろうカウンター席に辿たどり着いた。そのさらに奥にはドアが一つあり、こちらは居住スペースへと繫つながっているらしい。ジョンソンはカウンターの上に置いてある小さなケースを手にした。そのケースは上部のフタの部分だけガラス製であり、後は木製だった。中には綿わたが敷しき詰められており、その綿のクッションの上ではミジェール銀貨のレプリカが横になっている。銀貨は話にあった金貨とは違い、半分に割れてなどなく、丸くて完全なものだ。その隣となりにミジェール金貨のレプリカが納まっていたのであろう、空白の部分があった。

　ムルカが「ほう」と声を洩もらす。

「銀貨とセットだったんですね。レプリカとはいえ、実物を見るのは初めてですよ。金貨もこの銀貨と同じくらいの大きさなんですか？」

「対ついになるものですからね。彫られているものが違うだけで、厚さや大きさは同じです」

　シュプルがぴこぴことパイプを上下させ、澄すました感じで訊きいた。

「ジョンソンさん、その銀貨のレプリカの方ですが、見せてもらっても？」

「えっ、銀貨の方をですか？　ええ、それは構いませんが……」

　小首を傾かしげながらもジョンソンはケースを開け、中の銀貨をシュプルに手渡す。シュプルはいつも持ち歩いているルーペを取り出し、まずは銀貨の表をじっくりと観かん察さつする。次に銀貨を裏返し、そこで「フム！」と興味深そうに声を上げた。ムルカが何事かと声をかける。

「どうしたんだシュプル？　何か見つけたのか？」

　シュプルは得意げな口く調ちようで言った。

「見てくれたまえムルカ君。これはなかなか面おも白しろいよ。銀貨の裏側だが……縁ふちの部分が何かと擦こすり合わせたかのように削られている。ケースの中に入っているというのにおかしいね。ジョンソンさん、この銀貨はケースからよく取り出したりするんですか？」

「え？　いいえ、そんなことはしませんよ。おかしいですね……それよりシュプルさん、そのことが金貨を見つける手掛かりになるんですか？」

「えっ………………」

　シュプルが何も応こたえられないでいると、ジョンソンは苦にが笑わらいを浮かべながらも言葉を続けた。

「ああいや、やはりそう簡かん単たんにはいかないものでしょう。それより、せっかくですから奥へどうぞ。大事なお客様ですからね。何か飲み物でもお出ししますよ」




　カウンター奥のドアを抜けると、ちょっとした居間へと続いていた。右手には台所へと通じるドアが、左手にあるドアはジョンソンが書斎として使っている部屋へと繫つながっているらしい。

「セフィ、いま帰ったぞ」

　ジョンソンがそう声をかけると、台所に通じるドアが開き、奥から気き難むずかしそうな召し使いのおばさんが姿を現した。セフィと呼ばれたその召し使いは、シュプルたちを無ぶ愛あい想そうに一いち瞥べつしたあと、ジョンソンに向き直って問いかける。

「旦だん那な様さま、盗まれたと仰おつしやられていた品は戻って来ましたか？」

「いいや、まだだ。だが心配には及ばんさ。名探偵のシュプルさんがきっと取り戻してくださるからね」

「名探偵のシュプル？　……ああ、あの方がそうなのですか？」

　そう言って、あまり興きよう味みなさそうにセフィは視線を動かす。その視線はまず間違いなくムルカの方に向いていた。シュプルはむぅと口を尖とがらせる。

　ジョンソンがおほんと空から咳せきをして、ぼそりと呟つぶやいた。

「……その隣となりの方だ」

　セフィの眉まゆが僅わずかにぴくりと動くが、それ以外には特に目立った反応は見せなかった。ジョンソンの「お客様にお茶を」の一言に、すっと台所へと戻ってしまう。

「えーと……どうぞソファーにおかけになってください」

　促うながされて、シュプルたちは隣合ってソファーに腰を落ちつかせる。ジョンソンはテーブルを挟んだ反対側に腰を下ろすと、不安げに訊きいた。

「シュプルさん、どうですか？　何とかなりそうですか？」

　シュプルはパイプを咥くわえると、思い出したように気取った口く調ちようで言う。

「フム。何とか取っ掛かりになりそうなものは見つけましたね」

　その言葉に、ジョンソンの目が驚おどろきに大きく見開かれた。ジョンソンは唾つばを飛ばしながら必死で言う。

「本当ですか!?　それで犯人は誰だれなんです？　やはりあの赤髪のホームレスなんでしょう！　あいつを見つけ出すことはできますか？　早く盗まれた品を取り戻してください!!」

　興こう奮ふんした口調で喚わめくジョンソンをなだめるように、シュプルが掌てのひらで制する。

「まーまー、落ちついて。ジョンソンさん、早はや合が点てんが過ぎますよ。僕は取っ掛かりになりそうなものを見つけたと言っただけで、犯人の有力な手掛かりだとは言ってませんよ。それに、その赤髪のホームレスを犯人と決めつけるのも早すぎます」

「いやしかし……」

　ジョンソンがさらに言いい募つのろうとしたとき、台所からセフィがトレイを持ってやってきた。トレイの上にはコーヒーの入った三人分のコップと、平たい皿にざっくばらんに盛られたクッキーが載せてある。セフィはコップを乱暴な手つきで三人の前に置いていく。皿を置く時など、中のクッキーが二、三個テーブルにこぼれ落ちた。セフィは用事を言いつけられるのを待つつもりか、トレイを抱えたまま、数歩下がった場所でふてくされたように突っ立っている。

「さあ、シュプルさんにムルカさん。ご遠えん慮りよなさらず召しあがってください」

　ジョンソンが手で「どうぞどうぞ」と勧すすめる。ムルカはそれに応こたえてコーヒーに口をつけるが、シュプルは黒い液体を見つめたままだ。

「──どうかされたんですか、シュプルさん？」

　ジョンソンが怪け訝げんな顔で問いかける。シュプルの隣となりに座るムルカが、はたと気付いたように声を洩もらした。

「あ、そうか。忘れてた。シュプルはコーヒーは苦にがいから飲めないんだよな？」

　その言葉には茶ちや化かすような響ひびきがあり、言外に「お子様だなぁ」といった含みがある。シュプルはそれに気付き、ぷりぷり怒って言う。

「違うよ！　僕はコーヒーより紅茶が好きなだけなの!!」

　そんなやりとりは、セフィの音高い足音に断ち切られた。ずんずんと大おお股またでこちらにやって来たセフィは、ひったくるようにしてシュプルの前にあったコップをトレイに戻す。

「……紅茶ですね？」

　セフィが睨にらむようにしてそう問いかけてきたので、シュプルは反射的にコクコクとうなずいた。セフィが踵きびすを返して台所へと足を向ける。彼女がドアの傍そばに行ったところで、シュプルはおずおずと声をかける。

「あ、あの……ジャムがあったらもらえるかな？　僕、紅茶に垂らして飲むのが好きなの」

　セフィの足が一いつ瞬しゆん止まった。しかし振り返ることもなく、返事代わりにバタンッ！　と勢いよくドアが閉められる。

「………………怖い」

　そうシュプルが呟つぶやくのを聞いて、ジョンソンが弁べん護ごするように言った。

「ああいや、確かに彼女は無ぶ愛あい想そうで乱暴なところがありますが……仕事はさぼりませんし、生き真ま面じ目めな人間なんですよ？」

　コーヒーを啜すすっていたムルカが、コップを手にしたままふと訊たずねた。

「そう言えば、犯行は家にいたセフィさんにも充分に可能だったと思われますが……ジョンソンさん、そのことについてはどう思われますか？」

　ジョンソンは目をぱちくりさせると、面おも白しろいジョークを聞いたように唐とう突とつに笑い出す。

「セフィが犯人？　ははっ、ありえませんな。セフィを雇うようになって十年はゆうに超します。店の商品を盗む機会なら数え切れないほどあったでしょうが、これまでに店の品が盗まれたということはありませんでした。犯人は私が目もく撃げきした、傷きず痕あとのある赤髪のホームレスに違いありません。ですからシュプルさんにはその証拠を摑つかんでいただき、しかるのちにあのホームレスを見つけ出し、ミジェール金貨を取り戻していただきたい……とまあ、そう考えておるのです」

　とそのとき、台所からセフィが戻ってきた。手にしたトレイには、香り立つ紅茶がなみなみと注がれたティーカップと受け皿。そしてフタがずらされ、すくうためのスプーンがその隙すき間まから中に刺さっている、ジャムの瓶びんが載せられていた。セフィはそれらをシュプルの前に置いていく。半ば叩たたき付けるようにして置くので、紅茶は少し受け皿にこぼれた。ジャムのフタはころんとテーブルに落ちる。しかしセフィは気にしたふうもない。

　そしてそれはシュプルも同様だった。ジャムを目にした瞬しゆん間かん、その瞳ひとみがぱっと輝かがやく。

「わあっ！　これ、ララム島で限定生産されてるジャムじゃない!!」

　ジョンソンはおやっというふうに目を見開いた。

「ええ、その通りです。ご存知なんですか？」

「うん！　僕は自分が使うものに関しては、詳細に研究するからね。ジャムはいつも紅茶に垂らすから詳しいよ。一目見ただけでどこで生産されたものかとか、すぐわかっちゃうんだから！　これ、すごく美お味いしいんだよね？」

　それを聞き、ムルカが呆あきれたように言う。

「シュプル、お前の知ち識しきはほんと偏かたよってるな。名探偵としてそれでいいのか？」

　シュプルはむくれて応こたえた。

「いいの。昔の名探偵だって、知識は偏ってたんだよ？　愛煙家だったその名探偵は煙草タバコを吸うだけじゃなくて、煙草に関する論文まで書いちゃったんだから」

「昔の名探偵？　その名探偵って、いったい誰だれだ？」

「え？　えっと──モームス？　じゃなくて……ホームス？　あれっ、これも何か違うね？」

　ここに来て初めて、ジョンソンの頰ほおが緩ゆるんだ。

「──おお、嬉うれしいですね。限定品で入手しにくい品ですから、身近にこのジャムの良さをわかる者がいなかったのです。ララム島で生産されるこのジャムは世界一ですよ！　あそこで採れる原材料のミラマの質と、中の空気を限りなく抜く瓶びん詰づめの製法が、ここまでの味を保てる秘訣でしょうな。私も朝食のトーストには欠かさずそのジャムを塗って食べているのですよ」

　そこにシュプルは付け加える。

「でも今け朝さは残念だったね。このジャム、一ひと匙さじ分ぶんしか減ってないから今朝の朝食に使われたものみたいだけど……盗とう難なん騒さわぎで、結局ジャムを塗ったトーストは一口も食べれなかったんでしょう？」

「おや!?　どうしてそれがおわかりで？」

「その立派な口くち髭ひげだよ。朝食の時に盗難に気付いて、慌あわてて僕のところにやって来たって言ってたでしょ？　そんなに慌ててたんなら、口くち許もとを丹念に拭ぬぐう暇ひまもなかったはずだよ。それなら、食べた朝食の痕こん跡せきが口髭に全くついていないというのはおかしい。ジャムや、パンくずとかがね。でも、僕のところにやって来たジョンソンさんの口髭は綺き麗れいなものだった。それでとっくに気付いてたんだ。気の毒に、この人は朝食にすらありつけず、こうして僕のところに助けを求めてやって来たんだなって」

　シュプルの言葉を聞き、ジョンソンは目を白黒させて驚おどろく。

「おお、素す晴ばらしい。いや、シュプルさんの仰おつしやる通りです。朝食にもありつけぬまま、こうして困り果てているのです。お願いですシュプルさん。一刻も早く犯人を捕まえてください」

「そのつもりですよ」

　シュプルは口にパイプを咥くわえて短く応こたえると、スプーンでジャムを一ひと匙さじすくって紅茶にたらす。紅茶をスプーンで二、三回かき混ぜたところで、シュプルはふと気付いた。

「……おや？　このスプーン、先っぽが少し削れていますね」

　目の高さに持ち上げられたスプーンの先っぽは、まるで何か硬い物と擦こすり合わせたように、確かに少し削られていた。

「──お取り替えしましょうか？」

　セフィが先ほどと同様、数歩下がったところから、ブスッとした感じでそう声をかける。シュプルはパイプを口から離し、慌あわててかぶりを振る。

「ううん、いいよ。混ぜるのには全然支障はないからね」

　ムルカが隣となりで嘆たん息そくした。

「だったらわざわざ言うなよ。シュプル、細かいことを気にし過ぎだぞ？」

「観かん察さつすることは探偵にとって重要なことなの。昔の名探偵なんか──」

「ああもういい。わかったわかった」

　おざなりに手を振られ、シュプルは少しむくれながらもティーカップを手にする。

「……紅茶はジーク産のものだよね？　僕がいつも飲んでいるものとは違うけど、これも美お味いしいよね。いただきます」

　そう言って、一口啜すする。

「熱ッ！」

「──そんなに熱かったですか？　すみません」

　あまり気持ちの入ってない口く調ちようで、義務のようにセフィが謝あやまった。ジョンソンが何か言いかけたが、ムルカがくくっと笑って言う。

「なに、謝らなくてもいいんですよ。シュプルは苦にがいコーヒーが苦手なら、熱い紅茶も苦手なんです。いつものことですよ」

　シュプルはむぅと口を尖とがらせるが、何の反論もせず、ふーふーと紅茶を冷ます。しかしその目はちらちらとジャムの瓶びんに向けられる。その様よう子すがよほど物欲しそうに見えたのか、ジョンソンが言った。

「シュプルさん、よろしければそのジャム、差し上げますよ？」

「えっ、本当!?」

　ぱっと顔を輝かがやかせるシュプルを、みっともないから止やめろとばかりにムルカが横から肘ひじで突つく。ジョンソンは声を上げて笑った。

「ははっ。ええ、構いませんよ。先ほども話に出ましたが、食たべ損そこねた朝食分しか使ってませんし、どうぞお持ち帰りください」

「でもいいの？　これ、本当に貴重だよ？　今こ年とし輸入された分は当然売り切れてるだろうし、ララム島に買い出しにでも行かなきゃ、もうこの辺じゃ手に入んないでしょ？　それとも、買かい溜だめしてる分がまだあるのかな？　数に限りがある品だから、このジャムを使ってる人は最初に買い溜めしておくって聞いたことがあるけど……」

　そう言って、セフィの方へ視線を振る。食品の管理は彼女がしているに違いないからだ。

　セフィは淡々と答えた。

「買い溜めをしていた最後の分がそれです。後は来年にならないと手に入りません。もうジャムが切れそうだということは以前からお伝えしていたと思うのですが──」

　セフィは「よろしいので？」とばかりに、ジョンソンを見やる。ジョンソンはゆるりとかぶりを振り、シュプルに向き直って笑え顔がおで言う。

「構いませんよ。シュプルさんには盗ぬすっ人とを捕まえていただかなければなりませんし。それに──実は仕事の関係であるつてがありまして。ララム島からジャムを運んで来てくれる人がいるんですよ。新しいジャムは今夜にでも手に入りますから、心配なさらずに受け取ってください」

「本当？　やった！　ありがとう!!」

　シュプルはジャムを受け取ると、テーブルの上に転がっているフタを手にし、しっかりと閉める。それをコートの中にしまう前に、ルーペを取り出してじっくりと観かん察さつ。シュプルはパイプを口に咥くわえると、それをぴこぴこと上下させた。

「フム、フム」

　興きよう味み深ぶかそうにそう呟つぶやいて、ジャムを丁てい寧ねいにコートのポケットに入れる。シュプルは冷ましていた紅茶にはもはや興味を失ったかのように、辺りをきょろきょろと見渡し始めた。床ゆかの上、テーブルの上などを食い入るように見つめると、もう一度「フム」と呟く。

「……掃そう除じが行き届いてますね。埃ほこりがうっすらと積もっていた店内とはえらい違いだ。セフィさん、あなたはお店の中の掃除などはなさらないのですか？」

　急に話を振られたセフィはぴくりと片かた眉まゆを上げたが、すぐさま明めい瞭りように応こたえた。

「はい。お店の商品には手入れの仕方を間違えるとすぐに傷がいくものもあるから、店内のことはしなくてもいいと旦だん那な様さまから言われております。出入りは台所にある勝手口からいたしますし、店内には一月に一度足を踏み入れるかどうかといったところですが……それが何か？」

　シュプルはテーブルの上に視線を落として何やら思案するが、やがてパイプに手をやって顔を上げる。

「──フム。現場を見たのとお話を伺ったのとで、段だん々だんと事件の全ぜん貌ぼうが見えてきました。ジョンソンさん、やはりあなたが目もく撃げきしたという、傷きず痕あとのある赤髪のホームレスが重要なカギを握っているようです。その男を探すのが先ですね。とはいえ、この広い街で一人のホームレスを探し出すなんて、我々だけでは不可能です。今日中に、と期限も区切られていますしね。警けい察さつの知り合いにメアルルードという優ゆう秀しゆうな警部がいますので、彼女の力を借りられるように頼んでみましょう。この近所に電信局はありますか？」

「ええ」

「フム。それはちょうどいい」

　シュプルはメモ帳をポケットから取り出すと、すらすらと何事か書かき綴つづる。そのページをびりっと破ると、セフィに差し出して言った。

「セフィさん、すみませんがこれを電信局まで届けていただけますか？　その内容を一字一句、間違いなくメアルルード警部に伝えるように局員に言ってください」

　セフィはその紙切れを手にすると、書かれた文を一読して目を剝むく。セフィはシュプルに視線を送るが、シュプルは意に介したふうもなく、だいぶ冷めた紅茶に口をつけた。

「──うん、美お味いしい！」

　シュプルはよほど気に入ったらしく、んぐんぐと一気に紅茶を飲み干してしまった。空からになったティーカップに視線を落として眉まゆ尻じりを下げると、まだその場に突っ立ったままのセフィに言う。

「ねえセフィさん。電信局に行く前に、もう一杯紅茶をくれる？　これ、とっても美味しい。紅茶をいれるの上手だね」

　その言葉にはたと我に返り、セフィはうなずく。

「わ、わかりました。ただ今お持ちします」

　セフィはそう言い、空になったティーカップと受け皿をトレイに載せると、何だかそわそわした様よう子すで台所に通じるドアへと消えて行った。

「──シュプル、さっき頼んだ電報だが……いったいどんな内容の電報をメアルルード警部に送りつけるつもりだ？　セフィさんはやけにびっくりしていたが」

　シュプルは端たん的てきに「ヒミツ」と応こたえると、パイプをぴこぴこと上下させる。

　やがてセフィが紅茶を持って来たが、その様子はやはりおかしい。なぜかジョンソンの方をちらちら窺うかがいながら、シュプルの前に静かに紅茶を置いた。

「ありがとう。それじゃあ、セフィさんはさっきの紙を電信局に届けて。大事なものだから、途中で落としたりしちゃダメだよ？」

「は、はい」

　セフィは紙を握にぎり締しめたまま、台所の勝手口から外へと出て行った。

「──フム」

　シュプルは熱いティーカップに触さわらないようにして受け皿を持つと、ソファーから立ち上がる。

「？」

　ムルカとジョンソンが怪け訝げんな顔を見せるなか、その二人にシュプルは言った。

「ムルカ君、ジョンソンさん。少し手伝っていただきたいことがあるんです。なに、そんなに難むずかしいことじゃないから心配しなくてもいいですよ。この紅茶を飲み干すまでにできることです」




「それじゃジョンソンさん、持ち上げますよ？　せーのっ！」

　ムルカとジョンソンが歯を食いしばり、店の中央にあった大きな机を持ち上げた。それをシュプルが指定した箇所へと、慎重に移動させていく。

　シュプルは奥のカウンターの席に座って、その様よう子すを眺めている。時折、舞まい上がる埃ほこりを気にしながらも飲のみ頃ごろの温度になった紅茶を一口ずつ啜すする。ムルカたちは寒さが身にしみる季節になってきたというのに、その額ひたいに汗が浮かぶほどの重労働を強いられているわけだが、優ゆう雅がに一口ずつ紅茶を啜っている限り、確かに『この紅茶を飲み干すまでにできること』だ。

　机を運び終えると、ジョンソンは荒い息をつく。ムルカはふぅと吐息すると、シュプルに問いかけた。

「──シュプル、これでいいのか？」

「うん、それでいいよ。ありがとう」

　シュプルは残りの紅茶を飲み干すと、机を移動させて空いたスペースに行き、辺りをぐるりと見渡す。そしてすぐさま「フム」と一声発すると、満足そうにうなずいた。

「何だシュプル？　俺おれたちはこんなに苦労したのに、もう調べごとは終わったのか？」

「うん。最後にどうしても調べたいことだったんだけど、もう終わったよ。やっぱり僕の思った通りだった。これでもうここには用はないよ。後は赤髪のホームレスを探すだけ」

　シュプルはジョンソンに向き直って言う。

「ジョンソンさん、僕たちはこれからホームレスの足取りを追います。早ければ昼過ぎには事件は解決するでしょう。ジョンソンさんはこちらで吉報を待っていてください」

　ジョンソンは未いまだ荒い息で、それでも嬉うれしそうに応こたえた。

「そ、そうですか。わかりました。よろしくお願いします」

　シュプルはこくりとうなずくと、ムルカを促うながす。

「さあ行こうかムルカ君。もうそれほど時間がないからね」

「あ、ああ……」

　二人は連れ立って店を後にした。




　店を出たところで、ムルカが問いかけた。

「なあシュプル、結局のところ犯人は誰だれなんだ？　やっぱり赤髪のホームレスなのか？」

「まあ取とり敢あえずはそうなるね」

「取り敢えず？　何だか曖あい昧まいだな。どういうことなんだ？」

「それは──」

　シュプルが何事か口にしようとした瞬しゆん間かん、ムルカが急に駆け出した。快速ですぐ先の角を曲がり、シュプルの視界から消える。シュプルもだぼだぼのコートを引きずり、ぶかぶかの鹿撃ち帽デイアストーカーがずり落ちてくるのを直しながらも慌あわてて後を追う。同じく角を曲がると、そこではムルカが赤髪のホームレスの襟えり首くびを捕まえているところだった。

「シュプル、捕まえたぞ！　赤髪のホームレスだ!!」

　ホームレスはじたばたともがき、ムルカの手から何とか逃れようとする。ムルカはホームレスの腕を取ると、自分の身体からだを絞り込むようにして相手の懐ふところに入る。そしてそのまま、一本背負いの要領で相手を投げ飛ばした。ホームレスの両足が弧こを描きながら空くうを搔かく。ホームレスは受け身を取ろうとしたようだったが、反応しきれずにしたたかに身体を地面に打ち付けた。言葉にならない呻うめき声を上げてそれでも逃げようとするが、すぐさま壁かべにもたれかかるようにして倒れ込む。

　ムルカはホームレスの前にしゃがみ込み、言った。

「何だ？　もう一度盗みに入るために、店の様よう子すを窺うかがってたのか？　だとしたら感心できないな」

　ホームレスは苦痛で顔をしかめながらも、途と切ぎれがちの声で言う。

「ま、待ってくれ。何のことを言われているのかさっぱり……」

「言い逃れをするつもりか？　見苦しいぞ」

　そんなやりとりをしている二人の間に、シュプルが慌てて割って入る。

「ちょっと待って。彼は犯人じゃないよ。忘れたの？　ジョンソンさんはこう言ってたでしょ？　傷痕のある赤髪のホームレスを見たって。彼は赤髪だけど、傷きず痕あとなんてないよ？」

　ムルカはその言葉を聞いたあと、ホームレスをまじまじと見て「あっ……」と声を上げた。ホームレスは眉まゆをひそめる。

「赤髪で傷痕のあるホームレス？　犯人？　ちょっと待ってくれ。本当に、いったい何のことを言っているんだ？　こんな目に遭あわされたんだ。聞かせてくれるんだろう？」

　ムルカは問いかけるような眼まな差ざしをシュプルへと送る。シュプルがこくりとうなずくと、ムルカはまず謝しや罪ざいし、自分たちの身分、そして今日きようの事件のあらましをホームレスに話して聞かせた。ホームレスは目を瞠みはる。

「なんと！　あなたがかの有名な名探偵、シュプルさんですか!?　噂うわさに聞いていた通り………………いい鹿撃ち帽をお持ちですね。しかし、あなたほどの慧けい眼がんな方ならわかってくださるでしょう？　私は盗みなどやってない。それに、先ほど話に出た『赤髪で傷きず痕あとのあるホームレス』ですが、実は私の知り合いなんです。ですが誓って言えます。あいつも盗みなんて絶対しない。信じてください」

　シュプルはパイプを上下にぴこぴこと動かしていたが、やがて「フム」とうなずく。

「あなたも、そして知り合いだというそのホームレスも、誓って盗みはしてないと？」

「ええ、もちろんです！　断言できます!!」

「フム。それはもしかして、こういうことですか？」

　そしてシュプルはホームレスの耳元に何事か囁ささやいた。ホームレスは目玉が飛び出さんばかりに目を見開く。

「ええ、ええ！　シュプルさんの仰おつしやる通りです!!　どうしておわかりになったので!?」

「なに、少し考えればわかることですよ。それより、一つだけ答えていただきたいことがあります」

　シュプルはもう一度ホームレスに耳打ちする。ホームレスは答えるべきか逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりを見せたあと、意を決したようにうなずき、シュプルの耳元に何事か囁いた。

「──フム！　なるほど！　それはとても興きよう味み深ぶかい!!　やはりそういうことでしたか!!」

　シュプルは「ご協力を感かん謝しやします」とホームレスと固い握手を交わし、ムルカに向き直る。

「ムルカ君、君は先に家に帰って休んでいてくれたまえ」

「ん？　シュプルはどうするんだ？」

「僕は少しばかり用事があるからね。そうだな──昼の三時にジョンソンさんの店で落ち合おう。いいね？」

　シュプルはそう言い置くと、答えも聞かずに踵きびすを返す。だぼだぼのコートを引きずりながら、ぶかぶかの鹿撃ち帽デイアストーカーを目ま深ぶかに被かぶって、冬の寂さびしい町並みを歩いて行く──。




　午後三時を十分ほど回った頃ころだ。シュプルがジョンソンの店に足を踏み入れると、店の奥ではムルカとジョンソンが世間話をしているところだった。

「少し遅れたね。ごめん。だけど……」

　シュプルはパイプに手をやって店の奥に進むと、その口くち許もとに微笑を浮かべて言った。

「喜んで。犯人を捕まえたよ？」

「なっ……ほ、本当ですか!?」

　ジョンソンが大声を上げる。シュプルはこくりとうなずくと、店のドアを振り返って声をかけた。

「入ってきて」

　その声に促うながされ、店のドアがゆっくりと開いた。姿を現した汚い身なりの人物は、傷痕のある赤髪のホームレスだ。ホームレスはおどおどとした様よう子すで店内へと足を踏み入れるが、店の中央で躊ちゆう躇ちよするように足を止める。ホームレスはそれ以上は奥に進まず、挙きよ動どう不ふ審しんな様よう子すできょろきょろ忙せわしなく眼がん球きゆうを動かしていた。

　ムルカが驚おどろいたように言った。

「何だ、まさか一人で探し出したのか？」

「うん、まあそんなとこだね」

「シュプルさん、それで盗まれた品は？　ミジェール金貨のレプリカはどこです!?」

「ちゃんとここにあるよ」

　そう言って、シュプルはコートのポケットから金貨を取り出した。ジョンソンはシュプルに駆け寄り、金貨を手にする。

「おお、おお！　まさしく盗まれた品です！」

　ジョンソンは小こ躍おどりするばかりに喜んだ。半分しかない金貨のレプリカを握にぎり締しめたまま、シュプルに感かん謝しやの言葉を投げる。

「ああ、本当にありがとうございました！　さすが名探偵のシュプルさんだ!!　お礼はいかほど差し上げればよろしいでしょうか？　ご遠えん慮りよなさらず言ってください。そちらの言い値でお支払いします!!」

　その太っ腹な科白せりふにもシュプルは眉まゆ一つ動かさず、ふるふるとかぶりを振った。

「いや、代金はいりません。ただ、一つだけお願いがあります」

　そこでシュプルはホームレスの男を見やり、そして言う。

「彼を警けい察さつに突き出したりせず、許してあげてください」

　その言葉に、ジョンソンは鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔を見せる。ムルカは「またか」というふうに、肩をすくめてみせた。シュプルが犯罪者を無罪放免することはままあるのだ。

　ジョンソンは我に返って言う。

「あっ、その……それがお望みで？」

「うん」

「はあ、まあ……私としては、二度とこんなことが起きなければ、それでもいいと思いますが──」

「それは大丈夫。僕が約束させるから。もう二度としないよね？」

　シュプルはホームレスに声をかける。ホームレスはあさっての方角を向いていたが、はたと気付いてこちらを見た。そして、しゃがれた小さな声で、頭をぼりぼりと搔かきながら言う。

「え？　あっ、はい。もちろんです。もう二度とこんなことはいたしませんので、どうかお許しください」

　ホームレスはそう言って深々と頭を下げた。ジョンソンは何だか不安げな面おも持もちだったが、ほうと溜ため息いきをつく。

「……わかりました。シュプルさんたっての願いとあらば、私に異論はありません。今日きようのことは全すべて水に流しましょう」

「おおっ、ありがとうございます」

　ホームレスはさらに深く頭こうべを垂れ、シュプルは満足げにパイプをぴこぴこと上下させる。

　無罪放免されたホームレスが店を後にすると、ジョンソンがシュプルに話しかけた。

「シュプルさん、本当にあの男を許すだけでいいのですか？　せめて調査にかかった費用だけでも……」

　シュプルは「いいよ。いらない」と言おうとしてふと口を噤つぐむ。シュプルはパイプを口から離はなすと、笑え顔がおで言った。

「それじゃあ……もう一度、セフィさんがいれてくれた紅茶をもらおうかな？　甘いクッキーつきで！」




「……何だか肩かた透すかしを食らった気分だな」

　馬車でペエハー街へと向かっている途中、ムルカがそう呟つぶやいた。

「ん？　何がだい、ムルカ君？」

「もちろん、今回の事件さ。ジョンソンさんが目もく撃げきした怪しいホームレスがやっぱり犯人だったし、そのホームレスもあっさりと見つかった。こんなことを言うのは不ふ謹きん慎しんだが、全く面おも白しろ味みのない事件だったじゃないか」

　シュプルは「フム」と呟くと、パイプをぴこぴこと動かして言う。

「いやいや、今回の事件もなかなか興きよう味み深ぶかいものだったよ。それに──最後の見せ場はこれからだしね」

「？　それはどういうことだ？」

　小首を傾かしげるムルカに、シュプルはくすくす笑って言う。

「それは後のお楽しみだよ、ムルカ君。それより、夜中にまた出かけることになるから、部屋に着いたら少し仮眠をとっておこう。ああそれと、夜中に出かける時は懐ふところにピストルを忍ばせておいてくれたまえ。少しばかり危険が伴うからね」

「何だ？　いったい何が起こるって言うんだ？」

　皆かい目もく見当がつかないといった体ていのムルカに対し、シュプルは言う。

「──ヒミツ」




　吐く息が白い。夜の空気は鋭するどいほどに冷たくて、歯がガチガチと鳴り出してしまいそうだ。それでもシュプルはじっと我慢し、街角に身を潜ひそめている。

　シュプルの傍そばにはムルカと──そして、ムルカが投げ飛ばした、あの赤髪のホームレスがいる。ホームレスは夜になるとペエハー街の部屋を訪ねて来て、二人をここまで案内してくれたのだ。

　傍そばにいるムルカが、シュプルの耳元に口を近付けて囁ささやいた。とても静かな夜なので、小さな物音も驚おどろくほど響ひびいてしまうのだ。

「……シュプル、これから何が起こるんだ？　それに──」

　ムルカは視線だけをちらりと動かし、言った。

「何でこんな時間、こんな場所に、ジョンソンさんがいるんだ？」

　ムルカの視線の先には、港の船着き場近くのガス灯に寄りかかるようにして、ジョンソンの姿がある。シュプルたちがいる場所からは少しばかり距離があるが、ジョンソンの姿は淡いガス灯の光にやけにくっきりと照らし出されていた。シュプルは潜ひそめた声でムルカに応こたえる。

「──すぐにわかるよ」

　やがて船着き場の方から三人組の男たちが姿を現した。彼らは迷うことなくジョンソンの方へと歩いて行く。ジョンソンも三人組の存在に気付いたらしく、少しだけ身構える。

　三人組はジョンソンのすぐ傍で立ち止まった。彼らの真ん中にいる男が、やおら口を開く。

「……千パール紙し幣へいを両替したいんだが、細かいのあるかい？」

　用意された科白せりふを棒読みしているような口く調ちようだった。男のその言葉を聞き、ジョンソンがほっとしたように息をつく。そして、

「困りましたね。私はいまミジェール金貨しか持ってないんですよ」

　こちらも型通りの文句を言うようにそう応えると、懐ふところからあの半分のミジェール金貨を取り出す。それを見て、中央の男が満足そうな笑みを浮かべた。

　と、次の瞬しゆん間かん──。

「今だ！　取り押さえろ!!」

　乱暴だが、しかし女性のものとわかる澄すんだ声が響いた。それを合図に、暗くら闇やみから大勢の人間が飛び出す。シュプルたちの傍にいた赤髪のホームレスも飛び出し、ジョンソンと三人組の男たちに向かい猛然と駆けて行った。ガス灯が夜の闇と懸けん命めいに戦っているその場所で、無数の怒号が刹せつ那なに飛び交う。

「警けい察さつだ！　無む駄だな抵抗はせず腹ばいになれ!!」

「マトック！　第二班に合図!!　船を確保しろ!!」

「しまった！　一人逃げたぞ！　捕まえろ!!」

　三人組の一人が包囲をかいくぐった。中央を歩いていたあの男だ。シュプルたちと一いつ緒しよにいたホームレスが立たち塞ふさがるが、強烈なタックルを受けて吹き飛ばされてしまう。男はそのまま、シュプルたちの方へと駆けて来た。

「ムルカ君！」

「後でちゃんと説明しろよ!?」

　ムルカが身を潜めていた場所から躍おどり出た。男は舌打ちして腰のベルトに手を伸ばすと、そこからピストルを引き抜く。

　──銃声。

　男の手から噓うそのようにピストルが消える。ムルカの放った銃弾に弾はじき飛ばされたのだと、男は気付いたか否いなか。

　ムルカが男との間合いを一気に詰める。男は必死になって拳こぶしを振るったが、ムルカはそれをかいくぐり、鋭するどい膝ひざ蹴げりを相手の鳩みぞ尾おちに見み舞まった。男の身体からだがくの字に曲がり、その場に崩くずれ落ちると声もなく悶もん絶ぜつする。

「よくやった！　……って、ムルカか？」

　ガス灯のある場所から一人こちらに歩いてくる。その背後では、ジョンソンと男たちが全員組み伏せられていた。それを認めたあと、ムルカは言う。

「聞いた声だと思ったら……やっぱりメアルルード警けい部ぶか」

　夜や気きに晒さらされても色あせることのない赤髪が印象的だ。姿を現したのは、腕も美び貌ぼうも警視庁一と名高い、メアルルード警部だった。

「参ったね。てっきりあたしの部下が犯人を押さえたんだと思ってたんだが……近くにシュプルもいるんだろ？　どこだ？」

「僕ならここだよ」

　シュプルが角から姿を現すと、メアルルードはきまりが悪そうに頭を搔かく。

「有力な情報をもらった上に、犯人逮捕の協力までさせちまったね。ここまでさせるつもりはなかったんだが……いや、すまない」

「ううん、いいよ。それに、実際に犯人を押さえたのはムルカ君だからね。お礼ならムルカ君に言ってよ」

「ああ、そうだな」

　メアルルードはムルカに向き直ると、「オホン」と咳せき払ばらいする。

「ムルカ、手間をかけさせたね。すまない。ありがとう」

「いや、頭を下げる必要なんてないさ。だいたい、俺おれは何をしたのか自分でよくわかってないからな」

「あんたは立派なことをしたのさ。本当に助かったよ。それで、あの……お礼と言っちゃなんだが──」

　メアルルードは顔を僅わずかに赤らめると、ぽりぽりと頰ほおを搔いて言った。

「こ、今度二人で飲まないか？　……いやその、深い意味はないぞ？　ほんと、今日きようのお礼としてさ。ど、どうだ？」

　少しばかり不安げな眼まな差ざしでメアルルードはムルカを見やる。ムルカは最初こそきょとんとした顔を見せていたが、すぐさまふっと口くち許もとを緩ゆるめた。

「──ああ、喜んで」

「ほ、本当か！　約束したぞ!?」

「ああ」

　メアルルードは犯人が逮捕できてよほど嬉うれしいのか、小さくガッツポーズして「よし！　よし！」と声を上げる。それを見ていたシュプルはぴこぴことパイプを上下させた。

　とそのとき、ムルカの膝ひざ蹴げりを受けてうずくまっていた男が、何とか顔を上げて口を開いた。

「くっ……い、いきなり何しやがるんだよ！　俺おれは善良な一般市民だぞ!!」

　その言葉に、メアルルードの整った眉まゆがぴくりと上がる。メアルルードは男を見下ろし、言い放った。

「──善良な一般市民？　世よ迷まい言ごとをぬかしてるんじゃないよ、バルザー船長？」

「なっ……何で俺のことを!?」

　心しん底そこ驚おどろいた体ていのバルザーを目にして、メアルルードの口の端が勝ち誇ったように上がる。

「あたしをなめるんじゃないよ。あんたのことは調べがついてる。あんたは一般の商船に偽装した『メリジェーン号』を使って、表には出せないような商品を輸送している運び屋だろう？　今回の商売相手はジョンソンかい？　なかなか手広くやってるじゃないか」

　バルザーは悔くやしげに歯は軋ぎしりするが、それでも虚勢を張って言いい募つのる。

「な、何のことを言ってるんだ？　俺はたまたまこの港に立ち寄っただけだ。ジョンソン？　商売？　知らねえなぁ。証拠もないのに適当なこと言ってんじゃねえぞ！」

「──忘れたのかい？　あんたのことは調べがついてるって、そう言ったろ？」

　そう冷淡に言ってメアルルードは屈かがみ込むと、バルザーが腰に下げているフラスクへと手を伸ばす。

「こ、これに触さわるんじゃねえ！」

　バルザーはフラスクを守るように腰に手を回すが、メアルルードがその手首を一いつ瞬しゆんで取り、逆に捻ひねった。バルザーは悲鳴を上げる。

「シュプル、悪いがこいつの腰にあるフラスクを取ってくれないか？」

　シュプルは言われた通りに、バルザーの腰にあるフラスクを取る。それを振ってみると、中でカラカラと硬質な音がした。シュプルは「フム」と呟つぶやくと、フラスクを様々な角度から見やり、やがて底の部分へと手を伸ばす。ちょっとした仕掛けがあり、フラスクは底が外れるようになっていたのだ。

　シュプルはフラスクの底を外し、中にある物を取り出してみた。フラスクの中に入っていたのは──半分のミジェール金貨だった。

　メアルルードの口くち許もとに笑みが浮かぶ。

「バルザー。情報通り、大事なものはフラスクの中に隠してるみたいだね。その金貨の片割れ、ジョンソンのとぴったりと合うんだろう？　そいつが取り引きの証拠だ。もう言い逃れできないぞ？」

　メアルルードの言葉を聞き、バルザーは観かん念ねんしたように頭こうべを垂れた。




「──それで？　今回の事件のこと、説明してくれるんだろ？」

　まだ夜明けには少し時間があるらしい。蒼あおい闇やみが世界を満たすなか、ペエハー街へと向かう馬車でムルカがそう訊たずねた。シュプルはパイプをぴこぴこと上下させたあと、「フム」とうなずき、少し気取った口く調ちようのまま言葉を紡つむぐ。

「もちろんだよムルカ君。さて、何から話すべきかな？」

「まずはジョンソンさんだ。なぜ逮捕されたんだ？　何らかの取り引き現場を押さえられたということはわかったが……」

「フム、それじゃあまずはそのことから話そうか。なぜ逮捕されたのかは単純明快さ。ジョンソンさんは巷ちまたを騒さわがせている窃せつ盗とう団だんの一味で、バルザーを使って盗品を国外の仲間のところに送ろうとしていたのさ。その取り引き現場を僕たちが押さえたということだ」

「!?」

　ムルカは目を剝むいて驚おどろく。シュプルはちょっとだけ得意になって続けた。

「順を追って話そうか。今回の事件は、ジョンソンさんがミジェール金貨のレプリカ、しかも半分に割れているものを何としても見つけ出してくれと依頼してきたことから始まったんだよね？　ムルカ君はレプリカと聞いて拍子抜けしていたようだが、僕は逆に興きよう味みを覚えた。半分しかないと聞けばなおさらだ。

　どうして金貨のレプリカをそんなに必死になって探すのか？　しかも半分だけだというのは暗示的だ。そもそも半分の金貨をなくしたと右往左往しているというのに、もう片割れの行方ゆくえには興味を示さないのはなぜか？　そして今日きよう中じゆうに見つけたいと、期限まで区切っているのはどうしてか？

　それらのことを踏まえて考えていくと、ふと思いついたんだ。金貨は半分だからこそ価値があるのではないかとね。もう片割れの行方については興味がないのではなく、その行方を知っているのではないか。そして今日中にと期限を切っている限り、早ければ今夜にでも金貨を何らかの形で使うのではないか。

　そこで僕はある仮説を立てたんだ。半分の金貨は何らかの取り引きの割り符代わりなんじゃないかとね。店は港近くにあると言っていたから、船を使った取り引きじゃないかということまで予想した。ここまでくれば何だか面おも白しろそうな事件に発展しそうじゃないか。僕は金貨探しというよりも、その取り引き自体に興味を覚えて、今回の依頼を受けることにしたんだ」

「なっ……それじゃあシュプル、ジョンソンさんが依頼の話を持って来た時点で、彼が窃盗団の一味だと踏んでいたのか？」

　シュプルはパイプを手にしてかぶりを振る。

「いやいや、取り引きの商品まではわかってなかったからね。ただ、あまり誉ほめられるようなことはしていないだろうとは思ったね。彼が窃盗団の一味じゃないかと思ったのは、最初に店内を見た時さ」

「あの時に？　どうしてそう思ったんだ？」

「フム。僕はね、あの店に入ったとき、埃ほこりに注目したんだ。掃そう除じをほとんどしてないらしく、店のいたるところに埃が積もっていたろう？　だけど、よく調べてみると面おも白しろいことがわかったんだ。商品のいくつかには、全くと言っていいほど埃がついてなかったのさ。ここまでくれば、その商品たちはごく近いうちに、どこか他ほかの場所から運び込まれたんだろうと想像できる。しかも昨夜ゆうべのうちに窃せつ盗とう団だんが現れたとなると、この関連性は無視できないだろう？　ジョンソンさんは何か良からぬ取り引きをしていそうだ、という先の推測もあるからなおさら疑わしい。あの店は盗品を一時的に保管する倉庫の役割を果たしていたんだ」

　シュプルはえっへんと腕を組むが、ムルカは釈然としないといった感じで問いかけた。

「いや、しかし──誰だれかが最近に質入れした商品かもしれないだろう？」

「フム、いいところに気付いたね。確かに、ほんの数点なら、誰かが持って来た品かもしれない。だけどそれにしては品数が多すぎた。言っちゃ悪いけど、店も周囲の町並みも寂さびれてたからね。ここ数日のうちに、そんなにお客さんが来たとはまず考えられない。それに、盗難事件があった翌日に店が休みというのもでき過ぎている。盗みは定休日の前日か、あるいは盗みの翌日を臨りん時じ休きゆう業ぎようとするようにしてたんだろう。個人営業だしあまり繁はん盛じようもしてないみたいだったからね。そういうことに自由はきいただろうし、不ふ審しんに思う者もいないだろう。

　だけど、ね。僕だってそれだけで犯人と決めつけたわけじゃない。確固たる証拠を摑つかまない限り、これまでのことは全すべて推測の域を出ないからね。そこで──僕は、ジョンソンさんが怪しいと言っていた、あの傷きず痕あとのある赤髪のホームレスを利用することを思いついたんだ」

「ああ、あの金貨を盗んだ犯人か？」

　ムルカの言葉を、しかしシュプルはさらりと否定する。

「いいや、彼は金貨なんて盗んでないよ。さらに言うなら、金貨は初めから盗まれてなどいなかったんだ」

「何だって!?」

　ムルカが驚おどろいたように大声を上げる。シュプルはパイプをぴこぴこと動かし、気取った口く調ちようを続けて言った。

「フム、そのことから先に説明しようか。ムルカ君、少し冷静になって考えてみたまえ。ミジェール金貨のレプリカ、しかも半分に割れているものを、誰が好き好んで盗み出す？　人気はいまいちだとはいえ、あそこは質屋なんだよ？　周りには金貨のレプリカより確実に価値のあるものがごろごろとあるんだ。普通盗み出すとしたら、そういった品々だろう？　まあ、ジョンソンさんにとってはなくなるととても困るものだし、彼は早はや合が点てんが過ぎる性格だからね。怪しい人物を見かけたのと金貨がいつもの場所にないのとで、すぐさま『盗まれた』と思い込んでしまったんだ。実際は、セフィさんが少しのあいだ借りるつもりで、見本ケースの中から取り出していたんだよ」

「セフィさんが!?　いったいどういうことだ？」

「それじゃあ、ジョンソンさんの店で今け朝さあったことを、順に話してみようか。これは僕の推測だが、この推測を裏付けることもあったから、まず事実あったことと考えて間違いないよ。

　ジョンソンさんは朝起きるとまず顔を洗い、そして日課通りに店の郵便受けを見に行った。この時には金貨はあったという証言、これも確かなものだろう。何たって、今夜の取り引きに使う大事な金貨だからね。店のカウンターを通り過ぎるついでにきちんと確かめたんだろう。

　ジョンソンさんは郵便受けから手紙を取ると、書斎へ行って中身に目を通す。この時に重要なのは、セフィさんの行動さ。ムルカ君、ここで問題だ。主人が起きてきたら、召し使いはまず何をする？」

　ムルカは顎あごに手をやり、少し考える。やがて、あまり自信なさそうに答えた。

「そう……だな。まずは主人の朝食を作るかな？」

「その通り!!　セフィさんはジョンソンさんが起きたのを認めて、さっそく朝食作りに取りかかった。話にも少し出たけど、メニューはコーヒーとジャムを塗ったトースト。ジョンソンさんが書斎で手紙を読み終わる頃ころにはでき上がるメニューさ。

　ところが、ここで一つ問題が起きた。些さ細さいだが、なかなかに困難な問題さ。初めてのことなら右往左往するところだろうけど、セフィさんにとってみれば日常的な問題で、もうその対処法は完かん璧ぺきだった。セフィさんはその問題を解決するために、店内にある見本ケースからミジェール金貨を取り出したのさ。出入りは勝手口を使うし、店内にはほとんど足を踏み入れないと言っていたセフィさんも、一月に一度くらいは店内に入ると言っていた。今朝がその一月に一度の日だったんだ」

「ちょっと待ってくれ。その、ミジェール金貨を使って解決できる問題って、いったい何だったんだ？」

　シュプルはぴこぴことパイプを上下させると、おもむろにコートのポケットに手を伸ばす。そこから取り出したのは──ジョンソンから譲ゆずってもらった、あのジャムだった。ムルカは呆あつ気けに取られる。

「──ジャム？」

「そう。このジャムだよ。ジョンソンさんも言ってたけど、このジャムがとても美お味いしい大きな理由は二つ。一つは原材料である、ララム島で採れる最高級のミラマ。そしてもう一つは、鮮せん度どを保つために中の空気を極力抜いた瓶ぴん詰づめの製法。しかしこの瓶詰めの製法には一つだけ大きな欠点があるんだ。それは……フタが、とっても開け辛づらいってこと」

　シュプルは瓶を持ってない方の手でパイプを口から離し、続ける。

「いい？　さっきも言ったけど、これはとっても開け辛いんだ。大人おとなの男の人なら素手でも開けられるだろうけど、女性や子供なら普通は──」

　そこでシュプルは、今け朝さ方に自分の部屋でやったように、パイプの口で咥くわえる細い部分を瓶びんとフタの隙すき間まに差し込み、




　パカッ！




　てこの要領で、フタを開けた。

「こうやって、道具を使って開けるんだ。……僕はパイプを使って開けるけど、子供じゃないよ？　この方がやりやすいからだよ？　本当だよ？」

　シュプルは自分は子供じゃないと主張するが、ムルカはそんなことには構わず、なるほどと膝ひざをうった。

「そうか！　瓶のフタを開けるために、ミジェール金貨を使ったんだな？」

「そういうこと。セフィさんも最初あの瓶のフタを開けるのには苦労しただろうね。僕が使ったスプーン、先っぽが削れてたでしょ？　きっとあれ、スプーンで開けようとした時があったからだよ。でも上う手まくいかなかった。瓶のフタを開けるのにぴったりなものはないかと、店の中を探したことがあったんだろうね。そして目に入ったのが、すぐ近くのカウンターの上にある、ミジェール金貨・銀貨のレプリカさ。

　試してみたら厚さがぴったりで、フタを開けるのには次からこれを使おうと思ったんだろうね。銀貨の縁ふちがスプーンと同様に削れていたろう？　あれはフタを開けるとき、摩ま擦さつで少しずつ削られていったんだ。でもそんなことは気にせず、セフィさんはフタを開けるのに使い続けた。セフィさんはあの通り、少し大おお雑ざつ把ばなところがあるし、使っているのはすぐに手に入るようなレプリカだしね。裏側を使ってフタを開けてれば、削られるのは裏側だけだからジョンソンさんもまず気付かないし……。

　でもそのうち、銀貨の縁が削れてきて、フタとの掛かりが悪くなってきた。そこで次に使い始めたのが、厚さと、半分だけど大きさが一いつ緒しよなミジェール金貨の方さ。ジョンソンさんが裏の商売をし始めた頃ころに、金貨は半分になったはずなんだ。セフィさんがそのことを訝いぶかしんでいれば、もしかしたら罪を重ねる前にジョンソンさんを止められたかもしれないけど……世の中、そう上手くはいかないものだね。半分になって見本としての役割を果たせなくなったというのに、買い替えもせずにカウンターに置いてある。これはあってもなくてもいいような、よっぽどどうでもいい品なんだろうと、セフィさんは逆に安心したんじゃないかな？

　セフィさんはジョンソンさんが書斎に行っている時に、金貨をケースから取り出してジャムのフタを開けた。金貨をケースに返す前に、朝食の用意ができたとジョンソンさんを呼んだんだろうね。ジョンソンさんは書斎から出てきて、朝食を摂とろうとした。そのとき、店の方で物音がして、彼は一人で様よう子すを見に行ったんだ。そこで見た怪しいホームレス。そしてなくなっている金貨。ジョンソンさんは『盗まれた』と早はや合が点てんし、セフィさんに店の品が盗まれたということを告げて、僕たちのところに助けを求めにきたということさ。

　セフィさんからすれば、まさかあのレプリカで大おお騒さわぎしているとは夢にも思わないし、店の品が盗まれたということは、店内は犯行現場だからね。もしうっかり犯人の痕こん跡せきを消すようなことがあってはいけないと、金貨を返しに行くこともできなかったんだろう。ジョンソンさんからすれば特別な金貨でも、一般人からすればほとんど価値のない金貨。この認にん識しきの差異が、今回の『消えた金貨』という事件を生み出したのさ」

　シュプルの説明を聞き終えると、ムルカは腕を組み、感心した体ていで呟つぶやく。

「なるほどな。いや、それにしても瓶びんのフタを開けるのに使ったとよくわかったな？」

　シュプルはパイプを咥くわえ直すと、嬉うれしそうにぴこぴこと上下させる。誉ほめられて悪い気はしない。それでもまだ澄すました感じで、言葉を続ける。

「なに、簡かん単たんなことだよ。一般人ならまず盗まない金貨。そしてケースに入っていて傷などつくはずがないのに、なぜか縁ふちが削れている対ついになるミジェール銀貨。フタの開あけ辛づらい瓶は中身が一ひと匙さじ分しか減ってなくて、今け朝さに開けられたものだと容易に想像がつくし──何より、ジャムを譲ゆずり受けた時にルーペで瓶をじっくり観かん察さつしてみたら、フタのところに金のメッキが付着しているのを見つけたからね。これは金貨のものが削れたんだと、すぐわかったよ。そこまでわかれば、ミジェール金貨はフタを開けるために使われたんだと推測できる。そしてなくなったその金貨は、セフィさんがまだ持ってるという結論に辿たどり着く。それにしても──」

　そこでシュプルはジャムを持ち上げ、しみじみと眺めて言う。

「ジョンソンさんが好意でくれたこのジャムが、結果的に彼の首を絞しめることに繫つながったね。金貨のありかを示してくれたうえに、取り引き相手は今夜、限定品のジャムを手て土産みやげに持って来る──つまりは、ララム島を経由して来るという情報まで引き出してくれた。ララム島の港に寄港し、現在ここの港に停泊中の船が取り引き相手。その情報を伝えただけで、メアルルード警けい部ぶは『メリジェーン号』の存在とバルザー船長の細かな経歴まで調べ上げたよ。大したものだね」

「なるほどな。そういうことだったのか……────ん？　待てよ？　しかし金貨は傷きず痕あとのある赤髪のホームレスを連れて来た時に、シュプルが持ってたじゃないか。だから俺はてっきり、犯人はやっぱりホームレスだったのかと……」

「ああ、そのこと？　簡かん単たんだよ。途中でセフィさんに電報を頼んだことがあったでしょう？　あの時に渡した紙には、こう書いてたんだ。『ジョンソンさんが盗まれたと言っている品は、あなたが瓶のフタを開けるために使った金貨のレプリカです。悪いようにはしませんから、僕が紅茶をおかわりした時に、受け皿とティーカップの間に挟んでこっそり渡してください』ってね」

　それを聞き、ムルカが目を瞠みはる。

「なっ……それじゃああの時に、カップの下に金貨があったのか!?」

「うん。だから僕はすぐには手をつけず、受け皿と一いつ緒しよに店の方へ持って行ったんだ。二人が机を動かしてる隙すきに取って、念のために調べてみたけど、やっぱり削れてた部分があったよ」

　平然として言うシュプルを、ムルカは少し啞あ然ぜんとした様よう子すで見やり──やがて嘆たん息そくした。

「いや、参ったな。まさかそんなことになってるとは……そう言えば、俺おれたちが机を動かし終わった場所で、何か調べてたよな。あれは何を見てたんだ？」

「うん。あれはあそこから店内の商品をぐるりと見渡せるかどうか調べてたんだ。店の中央にあったあの大きな机、本当に邪じや魔まだったからね。あそこに傷きず痕あとのあるホームレスを立たせたかったんだ」

「？　どういうことだ？」

「だからさっきも言ったでしょ？　ジョンソンさんは窃せつ盗とう団だんの一味なんじゃないか、という推測はできるけど確証はない。だからジョンソンさんが見たというホームレスを利用して、確証を摑つかもうとしたんだ」

　ムルカはしばらく無言で思案するが、やがて諦あきらめたように肩をすくめた。

「どういうことだかさっぱりだな。だいたい、ジョンソンさんが見たホームレスはいったい何者だったんだ？　俺が取り押さえたホームレス、警けい察さつの人間だったんだろう？　そいつが知り合いだと言ってたんだから、同じく警察関係の人間だったのか？」

「その通りだよ。さすがメアルルード警部だよね。窃盗団が海外で盗品をさばいているということを調べ上げたうえ、商品の輸送に使いそうな怪しい港の目め星ほしまでつけて、ここ数日間、部下をホームレスに変装させて見張らせていたんだ。

　まあ、ジョンソンさんの話を聞いた時からおかしいなとは思ってたんだよ。ホームレスの生活の知恵は驚おどろくべきものだ。ホームレスがこの寒い時期に、冷たい潮風が吹き流れている港にそうそういるとは思えない。そのうえ、ムルカ君が捕まえたホームレス。ジョンソンさんが見たホームレスとは別人だが、同じように赤髪だ。本物のホームレスならまず避さけるだろう場所に、奇妙な共通点を持つ二人のホームレス。赤髪と言えばメアルルード警部が連想できるし、もし赤髪というのが仲間を識しき別べつする目印だとしたらどうだろう？　そう考えて、ムルカ君が取り押さえたホームレスに耳元で問いかけたのさ。君も、そして君と同じ赤髪のホームレスも、決して金貨など盗んでいないと言い切れるその理由は──二人とも刑事だからかい、とね」

　ムルカは参ったというふうにかぶりを振る。

「あの時に警察だと見抜いていたのか？　驚いたな。その後にホームレスに何か訊たずねてたろ？　あれは何て訊ねてたんだ？」

　シュプルは「フム」とうなずいて言う。

「交代時間が来て署に戻ったであろう、今け朝さの傷痕のあるホームレス──彼がジョンソンさんの店を覗のぞいていた理由を訊たずねたんだ。捜査段階のことを洩もらすわけにはいかないんだろうけど、名探偵という肩書きはくすぐったいけど便利だね。こっそりと教えてくれたよ。

　傷きず痕あとのあるホームレスは先日の夕方から港一円、主に倉庫街を色々と探っていたらしいんだけど、今け朝さにジョンソンさんの店の前を通りかかったとき、妙な違い和わ感かんを覚えた。仕事熱心なうえに、その観かん察さつ眼がんは脱帽ものだね。質屋なんてチェックしてなかったから確信はなかったみたいだけど、前日より店の商品が増えているように感じたんだ。彼は気になって店の中を覗のぞき込んだ。その時に店の前にあったバケツをひっくり返して物音を立ててしまったんだね。それでジョンソンさんに見つかり、慌あわてて逃げた。そのことを交代要員──つまりムルカ君が捕まえたあのホームレスに、一応伝えていたんだ。だから交代要員も気にはかけていたんだろう。僕らが店に入る時は見かけなかったが、帰る頃ころには角で店の様よう子すを窺うかがっていた。そこをムルカ君が見つけて取り押さえた、ということさ」

「何だ。そこまで怪しんでいたなら、ジョンソンさんが捕まるのも時間の問題だったんだな」

　シュプルはパイプをぴこぴこと動かすと、異を唱える。

「いやいや、そうとも言えないよ。警けい察さつは確証が持てないと大々的に動くことはできないし、あの時点では疑わしいというよりも気に掛かるというレベルだったろうからね。僕が証拠を摑つかんだから先の大逮たい捕ほ劇げきとなったわけだけど、そうじゃなかったら今回の取り引きに限れば無事に終わっていたろうね」

　腕を組んでムルカはうーんと唸うなる。そして、重ねて問いかけた。

「……そこがわからないところだな。さっき傷痕のあるホームレスを利用して確証を得たとか言ってたが、警察を店に連れて行くだけで何で確証を得たことになるんだ？　その場でジョンソンさんを捕まえて吐かせるならまだしも、そんなことはできないし、しなかっただろう？」

「ん？　僕は警察を店に連れて行った覚えはないよ？」

「……どういうことだ？　傷痕のあるホームレスは警察だったんだろ？　シュプル、お前がその警察を店に連れて来たじゃないか」

「フム。確かにジョンソンさんが見たホームレスは警察だったさ。だけど僕が店に連れて行ったホームレスは警察なんかじゃないよ」

　ムルカの動きが一いつ瞬しゆん止まるが、すぐさま足元に視線を落とし、眉み間けんに手をやる。

「……ちょっと待ってくれ。頭がこんがらがりそうだ。それじゃあ、シュプルが連れて来たホームレスは何者なんだ？」

「美術品の鑑かん定てい士しだよ」

「!?」

　ムルカは弾はじかれたように顔を上げてシュプルを見やるが、シュプルは平然としたまま、パイプをぴこぴこ動かして続ける。

「ジョンソンさんに気付かれず、上う手まく金貨を手に入れたからね。僕はある作戦を思いついたんだ。まず、傷痕のあるホームレスを見つけ出し、背格好の似た鑑定士とすりかえて、金貨を盗んだ犯人として店に連れて行く。そして、店にある品々が盗難にあった美術品かどうか、その場で鑑かん定ていしてもらうのさ。令状もないし店は定休日だから、店内の品が盗品かどうか確かめるにはこれしかないと思ったんだ。いい考えでしょ？」

　シュプルはパイプに手をやり、えっへんと胸を反そらす。ムルカは呆あきれたように呟つぶやいた。

「……大胆な作戦だな。変装がバレたらどうするつもりだったんだ？」

「その点に関してはバレないという自信があったよ。僕は昔の名探偵と同様、変装は得意だからね。他人をそっくりに変装させるなんて朝飯前だよ。心配だったのはむしろ鑑定の方だった。プロが鑑定すると言っても、手に取ってまじまじと見るわけにはいかない。だから机をどけてもらって、店の中央、商品との距離が近く、なおかつ周りの品々を一望できるスペースをムルカ君たちに作ってもらったというわけさ。

　いや、それにしても傷きず痕あとのあるホームレスが身元のすぐわかる警けい察さつ官かんでよかったよ。本物のホームレスだと、探すのはそれほど難むずかしくないが、時間を食ったろうからね。ツキも味方して、作戦は決行。鑑定結果が黒なら頭を搔かいて教えてくれと指示していたんだけど、やっぱり盗品だった。こうして確証を得たわけさ。鑑定士の人にはあらかじめ手紙を持たせていたんだ。盗品だった場合、メアルルード警部に届けるように頼んでね。そこには事件の詳細な情報と、今夜の逮たい捕ほ劇げきに僕とムルカ君を招待してくれるように書いておいたんだ。後は目の前で見た通りさ」

　シュプルの話を聞き終わると、ムルカはふーっと深く息を吐いた。そして、全すべてを理解した、何だか清すが々すがしい表情で言う。

「……なるほど。そんなことになっていたのか。いや、参ったな。シュプルが今け朝さ言ってた通りだな。金貨が消えるという小さな事件の周りに、こんなにも複雑怪奇な謎なぞが隠れていたな」

　シュプルは一つうなずいてパイプを口から離すと、馬車の外へと視線を馳はせる。東の空がうっすらと明るくなっている。

「フム。もうすぐ夜が明けるね。ムルカ君、部屋に着いたら紅茶とトーストで優ゆう雅がな朝食といこうじゃないか。何たって……」

　そこでシュプルは、まだ手にある瓶びんを持ち上げ、笑え顔がおで言った。

「とっても美お味いしいジャムが手に入ったからね？」

　朝あさ靄もや煙けむる町並みを、二人を乗せた馬車が行く──。










「…………………………………………………………………ところでシュプル」

「ん？　なぁに、ムルカ？」

「今回は大だい活かつ躍やくだったよな。俺おれの出番がないくらいだ」

「た、たまにはいいじゃない。いつもムルカがいいところ持って行っちゃうんだからさ」

「まあ、いいけどな」

「いいでしょ？」

「ああ。いいけどな…………」
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　シュプルは物語を紡つむぎ終えると、パイプをもう一度その口に咥くわえ、気取った感じで「フム」と呟つぶやいてみる。何だか自分が名探偵になったみたいで気持ちいい。

「……そっかあ。おじいちゃんって探偵さんだったんだ。だったらわたしが草むしりしてたのを当てても不ふ思し議ぎじゃないよね」

　アロワが納得したようにウンウンとうなずき、「おじいちゃん、すごいね？　カッコイイ！」と、きらきら瞳ひとみを輝かがやかせて言う。

　おじいちゃんは目をぱちくりさせていたが、そのうちにぽそりと呟いた。

「いや、すごいのはおじいちゃんじゃなくて、むしろシュプルなんだが……」

　そう言って視線を振る先では、シュプルが澄すました感じで目を閉じ、パイプを咥えたまま「フム、フム」とうなずいていた──。
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　おじいちゃんは宝箱に入っていたパイプをじっくりと眺めると、具合を確かめるように口にやり、「ふむ」と満足そうに呟いた。

　おじいちゃんは衝しよう動どう買がいをしてしまう癖くせが少々ある。何だかピンと来た物には、ついつい手を出してしまうのだ。龍りゆうの置き物もそうだし、そしてこのパイプもそうだった。

　店で目にしたとき、おじいちゃんは一目でこのパイプを気に入った。ちょっとばかり値が張ったので随分と悩んだが、最後には「ええい」とばかりに購こう入にゆうしていた。その日はおじいちゃんの誕たん生じよう日びであり、自分へのプレゼントだと奮ふん発ばつしたのだ。

　早くこのパイプで煙草タバコをふかしてみたい。そう思いながらウキウキで家に帰ると、おばあちゃんが「お誕生日おめでとうございます」と言って、あるプレゼントをくれた。

　──パイプだった。

　おじいちゃんが今も愛用している、あのパイプだ。

　プレゼントはもちろん嬉うれしかったが、自分で買ったパイプも使ってみたい。しかし、もしプレゼントのパイプを使わなかったら、おばあちゃんはとても悲しむだろう。おじいちゃんはそう思い、それからはプレゼントのパイプで煙草を吸うようになった。裏切るようで嫌いやなので、自分で購入したパイプを陰でこっそり使うようなこともしなかった。それに、プレゼントされたパイプはとても使いやすく、すぐさまおじいちゃんのお気に入りになったのだ。

　プレゼントのパイプを使い始めて一週間ほど経たった頃ころだろうか。自分で購入したパイプは釣り道具をしまっている棚の奥に隠していたのだが、掃そう除じをしていたおばあちゃんに見つけられてしまった。

『このパイプ、どうしたんです？』

　そう訊たずねられたおじいちゃんは、咄とつ嗟さに噓うそをついて何とか誤ご魔ま化かし、そのパイプをこの宝箱にしまった。そしてそのまま、これまで忘れていたのだ。

「……せっかくだから、一度くらいは使ってみるか。いいだろう、ばあさん？」

　おじいちゃんはそう言い、マントルピースの上にあるおばあちゃんの写真を見やる。おばあちゃんはいつものように、優やさしく微笑ほほえんでいた。

　おじいちゃんはパイプ煙草の葉を取り出すと、それをパイプに詰めようとする。と、パイプの煙草を詰める穴に、何か紙が入っているのを見つけた。おじいちゃんは怪け訝げんに思い、その紙を取り出して広げてみる。

「!?」

　おじいちゃんは目を瞠みはった。そこには、おばあちゃんの筆跡で、こう書かれていたのだ。




『気を遣つかってくれてありがとうございます。でも、噓うそをつくのは下へ手たですね？』




　おじいちゃんはしばらく呆ぼう然ぜんとなっていたが、やがてのろのろとおばあちゃんの写真に視線をやった。おばあちゃんは笑え顔がおでこちらを見つめ返している。くすくすという、楽しげで、少しばかり意地悪な笑い声が今にも聞こえてきそうだ。

　おじいちゃんの口くち許もとに自然と笑みが浮かんできた。おじいちゃんはやがてくっくっと可お笑かしそうに笑い始める。曲がった形が印象的な、キャラバッシュのパイプ。宝物というほどの物ではなかったのだが、今この瞬しゆん間かん、おじいちゃんのかけがえのない宝物となった。

　おじいちゃんはパイプに紙を詰め直す。そして、パイプを静かに宝箱へと戻した──。
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[image: 幕間『シュプルとアロワ』]
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　シュプルはお母さんに優やさしく手を引かれ、おじいちゃんの家へと向かっていた。なだらかな草原のつらなりが風の波は紋もんをさわさわと伝える。上空では薄うすく敷しかれた雲が流れ、普ふ段だんよりも淡い青空が広がっていた。

「──？」

　どこからか名前を呼ばれたような気がして、シュプルは丘の上でふと立ち止まる。きょろきょろと辺りを見渡したあと、背後を振り返った。

「？　どうしたの、シュプル？」

　お母さんもその場で足を止め、怪け訝げんそうにシュプルを見る。シュプルは視線を移動させると、丘の下を指差して言った。

「ねえお母さん、あそこにアロワがいる」

　シュプルが指差す先で、アロワが両手を大きく振っている。アロワはシュプルたちが気付いたのを見て取ると、懸けん命めいに丘を駆け登ってこちらにやって来た。アロワはシュプルたちの許もとまで辿たどり着くと、弾んだ息を整えて言う。

「ねえシュプル。これからおじいちゃんの家に行くの？」

「うん。アロワも行く？」

　すぐさま「うん！」という元気な返事がくると思っていたのだが、アロワは開きかけた口を閉じ、迷うようなそぶりを見せた。シュプルが意外に思っていると、アロワはやがて何事かを決心したらしく、無言で一つうなずいて口を開く。

「──ねえねえシュプル。おじいちゃんの家でシュプルのお話を聞くのもすっごく楽しいんだけど……たまにはおじいちゃんの家に行くの止やめて、わたしとどこか遊びに行こう。ねっ？」

「えっ？　でも……」

　シュプルが戸と惑まどっていると、アロワは軽く頰ほおを膨ふくらませて言った。

「いいじゃない。シュプルはおじいちゃんと一いつ緒しよにお魚釣りに行ったでしょう？　今度はわたしと一緒に遊ぼう？　わたし、お花がいーっぱい咲いてるところ知ってるの。とっても綺き麗れいなんだから！」

　アロワはシュプルの腕を摑つかむと、少し強引にぐいぐいと引っ張った。シュプルは困惑し、お母さんへと視線を振る。

　お母さんは困ったような笑え顔がおを浮かべると、アロワへと声をかけた。

「アロワちゃん。前にも言ったけど……」

「わかってるわ、おば様」

　アロワはお母さんの言葉を遮り、自信満々で言う。

「シュプルは身体からだが弱いから、お外で一人で遊んじゃ駄だ目めなんでしょ？　でも大丈夫。わたしがちゃんと見てるからへいきへいき」

「アロワちゃん……」

　お母さんは優やさしく微笑ほほえむが、しかしゆるりとかぶりを振った。

「アロワちゃんはすごくしっかりしてるけど、それでもまだ子供でしょう？　ちゃんと傍そばに大人おとながついてなくちゃ駄目。いい子だからわかって？　ね？」

「えぇー。つまんない…………」

　アロワはシュプルの腕から手を離し、残念そうにうなだれた。肩口でそろえられた髪が流れ、表情に僅わずかな影を落とす。その様よう子すは何だかとても寂さびしげだ。遊びに誘ってもいつもいつも断られるので、気に入らないというよりも少し悲しいのだろう。

　シュプルは気き遣づかうような眼まな差ざしでアロワを窺うかがっていたが、やがて微かすかに吐息した。シュプルは口くち許もとに優やさしい笑みを浮かべ、アロワに言う。

「……わかった。アロワ、外で一いつ緒しよに遊ぼう？」

「えっ!?」

　アロワは弾はじかれたように顔を上げた。驚おどろきに大きく見開かれたその瞳ひとみは、すぐさま期待の色に彩いろどられる。

　お母さんは目をぱちくりさせると、確認するようにシュプルに話しかけた。

「シュプル、外で一緒に遊ぶって……二人だけで？　お母さんは畑に出かけるのよ？　もし何かあったら──」

「心配しなくていいよ、お母さん。走り回ったりしないから大丈夫だよ。それに──」

　そこでシュプルは笑え顔がおをこぼし、はっきりと言った。

「僕の身体はポンコツじゃないもの。アロワと遊ぶくらいへっちゃらだよ」

　これまでならば、そんなことは決して口にできなかっただろう。すぐへばってしまう身体にこつんと拳げん骨こつを落とし、諦あきらめの気持ちでうつむいていたシュプル。悲しませるからお母さんの前では言わなかったが、いつもシュプルは思ってたんだ。

　──僕の身体はポンコツだ。

　どうしてこうなっちゃったんだろう？　前みたいにみんなと遊びたいのに。パロースの草原を駆け回りたいのに。自分の身体をポンコツと決めつけて、そんなことばかり考えてた。

　けれど。

　おじいちゃんは、言ってくれたんだ。シュプルの身体はポンコツなんかじゃないって。みんなよりちょっと繊せん細さいにできてるだけだって、そう言ってくれたんだ。その言葉はシュプルに勇気をくれた。

　まるで魔ま法ほうだ。

　優やさしい魔法。

　おじいちゃんはもしかしたら魔法使いなのかもしれない。あの宝箱の中身は、全すべて魔法のアイテムなのかもしれない。そうだとしたら、おじいちゃんは世界一の魔法使いだ。

　お母さんは驚おどろきに眉まゆを上げる。シュプルがそんなことを言い出すとは思ってもみなかったようだ。お母さんが次の言葉を探しあぐねるように沈ちん黙もくしていると、アロワがすぐさまシュプルの腕を摑つかみ直し、ぐいと引っ張りながら先手を取る。

「それじゃあシュプル、早く遊びに行こう？　ねっ？　おば様、行ってきまーす！」

　シュプルは半ば引きずられるようにして足を踏み出す。それを見て、お母さんが慌あわてて声をかけた。

「え？　あっ、ちょっと待ってアロワちゃん！」

　アロワは立ち止まり、むぅと頰ほおを膨ふくらませて振り返る。シュプルがいいって言ってるのに……と何だか不満顔だ。

　しかし、何とかして引き止めるとばかり思っていたお母さんは、ぱっと瞳ひとみを輝かがやかせてこう言った。

「ねえ、お母さんも一いつ緒しよに遊んでいい？」

『──え？』

　シュプルとアロワは同時に声を発し、顔を見合わせる。お母さんは人差し指を口くち許もとに持っていき、少し拗すねるように言った。

「だって、シュプルが自分から外で遊ぶって言い出すなんて、とっても珍しいのよ？　家じゃ本ばっかり読んでて、お母さんが誘っても遊んでくれないんだから」

「おば様が誘ってもお外で遊ばないの？　おば様がかわいそう。…………シュプルの意地悪」

「えっ!?　僕？」

　シュプルは反論しようとするが、アロワの咎とがめるような視線を受けて何も言えなくなってしまう。

　アロワはお母さんに向き直って言った。

「それじゃあおば様も一緒に遊ぼう？　本当にキレイな場所なんだから！」

「そんなにキレイなの？　ここから近い？」

「うん！　この先に林が見えるでしょう？　そのすぐ傍そばに、お花がいーっぱい咲いてるの！」

「まあ、それは楽しみね。ねえねえシュプル、早く行きましょう？」

　お母さんとアロワは会話を弾ませ、とても楽しそうにしている。シュプルはおずおずと声をかけた。

「あの……でもさ、畑には行かなくていいの？」

「あっ…………」

　お母さんは忘れてたとばかりに声を洩もらすが、うーんと唸うなって悩んだあと、ちろりと舌を出して悪戯いたずらっぽく笑う。

「……ええ、大丈夫。一日くらい休んでも平気よ。それともシュプル、お母さんが一いつ緒しよだと嫌いやなの？」

　拗すねるように口を尖とがらせるお母さんに、シュプルは慌あわてて言った。

「ち、違うよ。ただ……おじいちゃんが知ったら、きっと怒るよ？」

「………………」

　お母さんは急に押し黙だまり、すっとシュプルの前にしゃがみ込んだ。両手をやんわりとシュプルの肩に乗せ、優やさしく笑う。

「──シュプル。お母さんの分まで遊んでらっしゃい」

「ええっ!?　おば様は行かないの？」

　アロワが目を丸くして訊たずねる。お母さんはしゃがんだまま、その場でがっくりとうなだれた。

「……おじいちゃん、怒るととっても怖いの…………」

　アロワは視線を宙にやって思案顔になる。どうやら怒ったおじいちゃんの姿を想像したようで、アロワはぶるりと身を震ふるわせた。どんよりと沈んだ様よう子すのお母さんの頭を、アロワは優しくよしよしと撫なでる。

「おば様がかわいそう。…………シュプルの意地悪」

「ええっ!?　僕？」

　シュプルは釈然としないが、お母さんの落ち込みようを目にして何も言えなくなる。

「おば様。おば様の分まで遊んでくるから、お仕事がんばってきてね？」

「ええ、頑張るわ。おじいちゃんには言っておくから、アロワちゃん、シュプルのことお願いね？」

「うん！　シュプル、行こう！」

「う、うん。お母さん、行ってくるね？」

　シュプルはアロワに腕を引かれ、目的の場所へと足を向ける。なだらかな丘の上に一人残されたお母さんが、少しだけ心配そうに、そしてとても羨うらやましそうに、二人の後ろ姿を眺めていた──。




　アロワに連れられて行った場所は、ミズリーが咲き誇る花畑だった。ミズリーとは四枚のハート形の花弁を持つ花で、僅わずかな期間しか花を咲かさないことで有名だ。アロワが来たがったのもよくわかる。

「ね？　綺き麗れいでしょ？」

　アロワは手を後ろで軽く組んで身体からだを折り曲げ、笑え顔がおでシュプルの顔を窺うかがう。シュプルは「うん」とうなずき、ミズリーの花畑を見渡した。

　そこは想像以上に綺き麗れいな花畑だった。

　シュプルたちの足元を、まるで毛足の長い高級な絨じゆう毯たんが広がるように、黄き色いろいミズリーの花花が埋め尽くしている。その花畑は先にある林まで途と切ぎれず続いており、世界中がミズリーの花で埋め尽くされているような錯さつ覚かくさえ覚える。

　シュプルはその場にしゃがみ込み、ミズリーの花にそっと触れてみる。すると、花弁の色が鮮あざやかな黄色から淡いピンク色へと変わった。

　──これがミズリーの花の特徴だ。

　ミズリーの花は、人が触れるとしばらくの間、黄色から淡いピンク色へと色を変えるのだ。その珍しい特徴から、「ミズリーの花は人に恋をしていて、触れられると花かおに紅がさすのだ」という言い伝えまである。

　シュプルは顔を上げてアロワを見やり、訊たずねた。

「ねえアロワ、何をして遊ぶの？」

　するとアロワは、何をわかり切ったことをとばかりに、腰に手をやって言う。

「ミズリーのお花畑に来たのよ？　もちろん、紅あかいミズリーを探すに決まってるじゃない」

　普通ならば人が触れるとピンク色へと変じるミズリーだが、ごくまれに燃もえるような真しん紅くに変わるミズリーがある。紅い色素が他ほかのミズリーより濃こい変異種だからだそうだが、そんなミズリーは『愛する花』と呼ばれ、見つけると恋が成じよう就じゆするという伝説がある。

「シュプル、探すの手伝って。わたしはこっちを探すから、シュプルは向こうね？」

「う、うん」

　アロワは地面に座り込むと、ミズリーに手を触れながらせっせと『愛する花』を探す。家の手伝いの草むしりなんかだと、「草むしりは嫌きらい。お手々が汚れちゃうもの」と文句を言うくせに、綺麗な花が相手だと気にならないらしい。

　シュプルはほうと溜ため息いきをつくと、アロワに倣ならって『愛する花』を探し始めた。最初こそ気乗りしなかったが、次第に熱中してくる。何だか宝探しをしてるみたいでワクワクするのだ。

　シュプルがもう少し広い範はん囲いを探索しようと、腰を浮かしかけたとき──。

「……見つかんない。つまんない」

　アロワが不ふ機き嫌げんそうにそう呟つぶやき、シュプルに話しかけてきた。

「ねえシュプル、他ほかのことして遊ぼうか？」

「え？　……でも、まだ『愛する花』を見つけてないよ？」

「だってぇ。こーんなに広いんだもの。探してたら夜になっちゃう。それよりもシュプル、一いつ緒しよにおままごとして遊ぼう？」

　アロワは「いい考えでしょ？」とばかりに、にっこりとあどけない笑え顔がおを見せた。

（おままごと…………）

　シュプルが苦にが手てとする遊びだ。以前にもアロワにせがまれ、何度か「おままごと」をして遊んだことがある。しかし、アロワは普ふ段だんとは違う言こと葉ば遣づかいをして何だか変だったし、主しゆ導どう権けんを握られっぱなしであんまり面おも白しろい遊びだとは思えないのだ。

　シュプルがどうしようと悩んでいるうちに、アロワはすでにやる気満々になったようだ。辺りを四角く区切るように歩き、「ここがわたしたちのお家うちね？」と、笑え顔がおで言う。アロワが歩く時に足で触れたミズリーの花は、どれもピンクに変色し、家の範はん囲いを少しでこぼこに縁ふち取どっている。

「それで、わたしが奥さんでシュプルが旦だん那なさん。いいわね？」

　アロワはニコニコ笑顔でそう決める。どうやらおままごとをするしかないようだ。シュプルは嘆たん息そくするのと同時に、わかったとばかりにうなずいた。

　アロワはすぐさまシュプルの手を取ると、家と区切った場所の中央まで連れて行って座らせ、おままごとを始めた。

「あなた、疲れたでしょう？　すぐご飯にしますからね？」

　アロワはそう言って、いそいそと食事の用意をしているような動作をする。やはり、おままごとを始めた途と端たん、アロワの言葉遣いや所しよ作さが変わっている。シュプルは何だか落ちつかず、その場でそわそわしてしまう。

「──はい、あなた。ご飯の用意ができましたよ。たくさん食べてくださいね？」

　そう言って、ご飯を手渡すような仕し草ぐさをする。シュプルはそれを受け取り、一口食べるようなフリをしてみせた。

「……どう？　美お味いしい？」

　アロワが何だかもじもじしながら訊たずねる。上うわ目め遣いのその瞳ひとみは必要以上に瞬まばたきを繰くり返し、普段のアロワとは違って──ちょっと怖い。

　シュプルはどきどきしながら言う。

「ね、ねえアロワ。やっぱり他ほかの遊びしない？」

　アロワは瞬きを止やめると口を尖とがらせ、不満げに言う。

「えー、どうして？　まだおままごと始めたばかりじゃない」

「そ、そうだけど……」

「だいたい、他のお遊びって何をするの？　シュプル、何か面白いお遊び知ってる？」

「えっ……」

　シュプルは言葉をなくした。高熱を出して倒れてからというもの、外ではほとんど遊んだことがない。どんな遊びをしたらいいかなんて、咄とつ嗟さには思いつかない。

「ねえ、他のお遊びって何をするの？」

　アロワがさらに詰め寄ってくる。シュプルはおままごとの代わりになる遊びを必死で考える。そして、

「そ、そうだ！　林の中を探検しようよ!!」

「えー、探検？」

　アロワが不満げな声を洩もらすが、シュプルは勢い込んで言う。

「そう！　きっと面おも白しろいよ！　だからさ、あの林の中を探検して──」

　そうして、背後の少し離れた場所にある林へと視線を向けたところで、シュプルは絶句して固まってしまった。




　葉っぱお化ばけがいた。




　シュプルたちがいる場所と林の間、ミズリーの花畑の只ただ中なかに、大きな大きな葉っぱお化けがいつの間にか出現していた。

　シュプルとアロワはしばらく動きを止めてしまう。葉っぱお化けもシュプルたちの視線が集中しているのに気付いているのか、彫像の如ごとくその場を動かない。

　さわさわと風が渡っていくなか、シュプルがぼそりと声をかける。

「………………………………………………………お母さん？」

　葉っぱお化けはビクッと身体からだを震ふるわせた。一いつ瞬しゆんの空白を挟んだあと、葉っぱお化けはじりじりと後退していき、やがて逃げるようにして林の中へと姿を消していった。心配になって様よう子すを見に来たのだろうか？

　シュプルはほうと溜ため息いきをついた。どんな理由にせよ、いま林の中を探検すれば、お母さんと鉢はち合あわせしてしまうかもしれない。そうなればきっとお母さんは困るだろう。

　だから、シュプルは言った。

「……アロワ、おままごと続けようか？」

「えっ？」

　アロワは葉っぱお化けが消えて行った林からはたと視線を戻し、シュプルに向き直る。そして彼女は、それはそれは嬉うれしそうに返事をした。

「うん!!」




「……ごちそうさま。美お味いしかったよ」

　何とかおままごとの食事が終わった。シュプルが食器を戻すような仕し草ぐさをすると、アロワは食器を洗っているつもりなのだろうか？　手を動かしながら口で「ガチャガチャ、ざー」などと言っている。

　シュプルは手持ち無ぶ沙さ汰たになって、何とはなしに本を広げるような動作をしてみる。いつも本を読んでいるので、実物がなくても自然な感じでできた。するとそれを見ていたアロワが声をかける。

「あなた、またご本を読むの？」

「え？　う、うん。そうなんだ。新しい本が出たから……」

「そうなの。それじゃ、何かご用があったら呼んでね？」

「う、うん」

　そう応こたえて、シュプルは手て許もとへと視線を落とす。何もない、空白の手許へとその瞳ひとみを向ける。

　……いや、違う。

　この手の中には本がある。そう。『ムルカの冒険』の最新刊だ。シュプルは想像の翼つばさを広げ、手にした本をぱらぱらとめくりながら、自分だけの『ムルカの冒険』を読んでいく。食器洗いが終わったらしいアロワは、傍そばでにこにこしながらシュプルを見つめる。

　ぱらぱら。

　にこ　にこ。

　ぱらぱら。

　にこ　にこ。

　ぱらぱら。

　　　　にこ。

　ぱらぱら。

　ぱらぱら──。

「…………………………………………………………………これ、違う」

「えっ？」

　シュプルは現実世界に引き戻され、はたと顔を上げる。アロワは眉み間けんに小さな皺しわを寄せ、憤ふん然ぜんとなって怒ど鳴なる。

「つまんないつまんないつまんない！　これじゃおままごとにならないじゃない！　シュプルのばか───────っ!!」

　そう力の限り叫んで、アロワはぷいっと顔を逸そらしてしまった。

「え？　アロワ？」

　シュプルは呼びかけてみるが、アロワは知らんぷりだ。どうやら完全に機き嫌げんを損そこねてしまったらしい。アロワのために外で遊び始めたのに、これじゃ全くの逆効果だ。シュプルはアロワの機嫌を直すために色々と考えを巡めぐらせてみるが、いい案が思い浮かばない。打つ手の見つからないシュプルは深々と嘆たん息そくし、林の方へとふと視線を動かしてみた。

　そこにシュプルは見た。

　林へと向かい、一本のピンク色の道が延びている。先ほど葉っぱお化ばけが林へと消えていく際に、身体からだに触れて変色したミズリーの花の道だ。その中ほどに、ぽつんと色の違う花があった。燃もえるように紅あかい花。シュプルは目を大きく見開く。

（──『愛する花』だ！）

　シュプルは弾はじかれたように立ち上がった。アロワはその気け配はいに気付いただろうが、こちらに背を向けたままだ。シュプルはアロワに声をかけようとしたが思い止とどまり、アロワの腕を少しばかり強引に取って、『愛する花』のある方へと足を向けた。アロワは驚おどろいたように目を瞠みはり、少しばかり顔を赤らめながら「な、何？　シュプル、どうしたの？」と、戸と惑まどいの声を上げる。

　シュプルは『愛する花』のすぐ傍そばまで行くと、アロワにも花が見えるように身体からだを少し横にずらし、花の方を指差した。アロワは紅あかく染まったミズリーの花を目にすると、「わあっ!?」と驚きの声を上げる。

「──綺き麗れいだね？」

　シュプルがそう言うと、アロワはぱっと花が咲いたように笑い、「うん！」と元気に応こたえた。よかった。『愛する花』のおかげでアロワの機き嫌げんも直ったようだ。

「ねえアロワ、もうそろそろおじいちゃんの家に戻ろうか？　僕、何だか喉のどが渇いちゃった」

「うん!!」

　シュプルとアロワは手を繫つなぎ、おじいちゃんの家へと帰っていった。




　おじいちゃんの家に辿たどり着くと、ロッキングチェアに座るおじいちゃんが、すぐさま声をかけてきた。

「シュプルや、アロワと一いつ緒しよに外で遊んでいたんだって？　どうだい？　面おも白しろかったかい？」

「うん！」

　シュプルが元気に返事をすると、おじいちゃんはほっほと笑う。

「そうかそうか。それは良かった。外で遊んだから喉が渇いたろう？　どれ、おじいちゃんがお茶をいれてあげよう」

　おじいちゃんが「よっこらせ」とロッキングチェアから立ち上がった。と、次の瞬しゆん間かん。

　……ひらり。

　服のどこかについていたのだろうか？

　床ゆかへと落ちゆく、一枚の葉っぱ──。
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　シュプルの住む村は〝パロース〟と呼ばれている。パロースとは古い言葉で〝新芽〟であり、生命の息吹いぶきが連れん綿めんと繫つながっていくさまを示している。

　パロースは四方を山に囲まれた小さな村だ。外界との接点はほとんどなく、この村だけは世界の歯車から外れ、時間もゆるりゆるりと進んでいく。唯一といっていい貿易品は、この村だけでしか採れない〝チコの実〟だ。この実をすりつぶしてお湯にとくと、咳せきに驚おどろくほど効く薬となる。その香りも良く、外界では香水としても重宝されている。チコの実は都会に流れ出し、パロースに多くの富をもたらすのだ。

　アロワがシュプルと初めて出会ったのは、あれはいつのことだったろう？　今よりもずっと小さかったので、よくは覚えていない。ただ、『シュプル君と仲良く遊ぶんだぞ？』と言ったお父さんの声だけは、今でもなぜか鮮せん明めいに覚えている。

　年ねん齢れいが同じだし、家も近い。アロワはシュプルとすぐに友達になり、一いつ緒しよに遊ぶようになった。

　けれど。

　アロワはちょっとだけ不満だった。だってシュプルはとても大人おとなしくて落ち着いていて、大きな声で笑ったりすることもほとんどないのだ。いつも遊びの主しゆ導どう権けんを握っているアロワとしては、それが何だか気に入らなかった。アロワより先に字を覚えたことにも不満を覚えた。アロワには何が書いてあるのかさっぱりわからない本を、瞳ひとみを輝かがやかせて読むシュプル。あんなに嬉うれしそうでいきいきとした顔、アロワの前ではほとんど見せないのに。

　──他ほかの子と遊ぼうかな？

　そう思ったこともある。でも、近所の子供といったら、他には悪戯いたずらっ子であるモールたちしかいない。モールたちとはたまに一緒に遊ぶことはあったが、あんまり楽しくはないのだ。だから、アロワはいつもシュプルと一緒だった──。

　そんなある日、シュプルが高熱を出して倒れてしまった。お医者さんじゃないアロワには、シュプルを助けてくれるようにお星様に祈ることしかできなかった。

『アロワ、何をしているんだ？　もう寝る時間だぞ？』

　──あっ、パパ。もうちょっと待って。今ね、シュプルが元気になりますようにって、お星様にお願いしてるの。

『……そうか。アロワが一いつ生しよう懸けん命めいにお願いすれば、きっとシュプル君も良くなるよ』

　──ほんと？

『ああ、もちろんだ。アロワ、シュプル君のことは好きかい？』

　──うん！

『むっ……そう即答されるとパパとしては気になるところだな。シュプル君のどんなところが好きだい？』

　──え？　えっと…………………………………………全部!!

　そう。

　いつも落ち着いていて、生なま意い気きにも自分より先に字を覚え、本を読んでると返事もしてくれない時があるけど……そんなシュプルが大好きだ。一いつ緒しよに遊べない日が続いて、それがよくわかった。

　だから。

　お星様、お願いです。シュプルが元気になりますように──。




〝チコの実〟が栽培されている畑の方角から、穏おだやかな風が吹いてくる。その風を胸一杯に吸い込みながら、シュプルはおじいちゃんの家を目指していた。隣となりには腕に大きなバスケットを下さげたお母さんがおり、シュプルの手を優やさしく繫つないでくれている。

　シュプルは畑から流れてくるこの風が大好きだ。村のみんなもそうだと言う。チコの実の匂においが仄ほのかに香る風は、何だかとても優しくて、心を落ちつかせてくれるのだ。村の中で大きな諍いさかいが一度も起きたことがないのも、この風が関係しているのかもしれないとおじいちゃんも言っていた。

　のんびりとした歩調で草の道を歩いていると、パロースにはおよそ似つかわしくない、急ぎ足の足音が背後から聞こえてきた。そして、突とつ如じよとして大きな声が掛かる。

「こぉらアロワ！　家の手伝いをサボってどこへ…………あれ？」

　シュプルとお母さんは背後を振り返る。そこにはアロワのお父さんが、何だか困惑した表情で突っ立っていた。

「……あら、こんにちは。どうしたんですか？　そんなに大きな声を出して」

　お母さんが小首を傾かしげて問いかけると、アロワのお父さんは口くち籠ごもりながら言う。

「え？　あ、いや──アロワがまた家の手伝いをサボって、どこかに遊びに行ったんですよ。さっき家の窓から外を覗のぞいたら、あなた方と一緒に歩いているのを見かけたんで、急いでやって来たんですが……」

「アロワちゃんが？　変ですね。今日きようはアロワちゃんを見てませんよ？　ねえ、シュプル？」

　急に話を振られてシュプルはびくっとなるが、「う、うん……」と曖あい昧まいな返事をする。

「そう……ですか。おかしいな。いや、すみません。どうやら私の見間違いだったようです」

　アロワのお父さんは頭を捻ひねりながら、もと来た道を戻っていく。その姿が小さくなった頃ころ、どこからともなく声が聞こえた。

「……おば様、もう大丈夫？」

　お母さんはその問いかけの声にクスリと笑うと、楽しげに言う。

「ええ、もう出てきても平気よ？」

　すると、お母さんのスカートがもぞもぞと大きく波打った。ばっとスカートがめくれ上がり、「ぷはっ」という吐息とともに、アロワが姿を現す。

「おば様、上う手まくいったね！」

　アロワが上じよう機き嫌げんでそう言うと、お母さんも興こう奮ふんした様よう子すで笑みをこぼす。

「ええ、本当ね！　見つかるんじゃないかってドキドキしたわ！」

　そうやってはしゃぐ二人を見て、シュプルはほうと溜ため息いきをついた。




「それじゃあ、お母さんは畑に行ってくるから。シュプル、いい子でお留守番してるのよ？　おじいちゃんに迷惑をかけちゃ駄だ目めよ？」

　お母さんのいつもの科白せりふに、シュプルは「うん」と素直にうなずいた。その返事に満足したのか、お母さんは足早に畑へと向かう。その様子を窓越しに見ていたシュプルは、

「──ねえねえシュプル、今日も宝物のお話をするんでしょ？　どれのお話をするの？」

　と、そう声をかけられて後ろを振り返った。アロワはいつの間にかに、おじいちゃんの宝箱の傍そばまで移動しており、その中身をごそごそと探っている。アロワはやがて、宝箱の中から何かを摘つまみ上げると、小首を傾かしげて言った。

「……何、これ？　首輪？」

　途と端たん、それまでロッキングチェアに座ってくつろいでいたおじいちゃんが立ち上がり、アロワの許もとへと歩を進めた。

「？」

　怪け訝げんな顔で見上げるアロワに対し、おじいちゃんは「アロワ、それを貸してくれないか」と、手を差し出す。

　おじいちゃんはアロワから首輪を受け取ると、それをじっと眺めた。

「……おじいちゃん？」

　シュプルは問いかけ、すぐさまはっとなる。首輪を眺めているおじいちゃんのその目め許もとに、ほんの僅わずかだが涙が浮かんでいるのだ。

「!?　おじいちゃん、どうしたの？　どこか痛いの？」

　シュプルが驚おどろいて声をかけた。アロワもいつもと違うおじいちゃんの様子に、心配げな眼まな差ざしを送っている。

　おじいちゃんははたと我に返ると、眼鏡めがねをずらして目め頭がしらを押さえる。しばらく無言でそうしていたが、やがて手をどけると、少し悲しげな微笑を浮かべて言った。

「……いや、何でもない。ちょっと昔のことを思い出していたんだ」

「昔のこと？」

「ああ、そうだよ。昔のことだ……」

　おじいちゃんはそう言い、もう一度その手にある首輪に視線を落とし、物思いにふけるような静せい謐ひつな表情を見せる。

　シュプルもつられるようにして首輪に目をやった。首輪は赤い色をしており、かなり大きめの物だ。名前だろうか？　首輪の表には『キング』と書かれている。

「………………」

　シュプルはそっとおじいちゃんを窺うかがった。おじいちゃんが涙ぐむところなんて初めて見たので心しん底そこびっくりしたが、宝箱に入っていた首輪なのだ。きっと特別な思い出が込められているんだろう。

「そうだ。これはね──」

　おじいちゃんがどんな人生を歩んできたかは知らない。どんな思い出を飼っているかは知らない。

　けれど。

　想像することはできる。語ることはできる。

　シュプルは語り出す。自分自身が主人公、おじいちゃんに成り代わって。

　そう。これはおじいちゃんと相棒キングとの、昔せき日じつの物語だ──。
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「すごい!!」

　シュプルは大きな歓声を上げ、興こう奮ふんした様よう子すで手を叩たたく。周りからも同じように感かん嘆たんの声が上がり、惜しみない拍手の渦うずが湧わき起こった。

　シュプルが視線を送る先にはステージがあり、そこでは『赤ひげサーカス団』によるパフォーマンスが続いている。はらはらどきどきナイフ投げ。くすくす可お笑かしいピエロのダンス。あっと息吞のむ空中ブランコ。どれもこれも瞬まばたきをする暇いとまも惜しいほど面おも白しろく、サーカスを見るのが初めてなシュプルにとって、赤ひげサーカス団によるステージは鮮せん烈れつな印象と感動をもって胸の中に焼き付いていく。

　やがてサーカスは華やかなエンディングを迎えた。ショーは二時間以上はあったはずだが、シュプルにはほんの僅わずかな時間しか経たっていないように思える。

　赤ひげサーカス団を称たたえる拍手の波が徐じよ々じよに引いていくと、観かん客きやくたちは思い思いに席を立ち、一様に満足げな笑みを浮かべてテントの出口へと足を向ける。シュプルはしばらく夢ゆめ見み心地ごこちで、もはや誰だれもいないステージを眺めていたが、やがてのろのろと席を立った。

　テントの出口にはサーカス団の人達が集まり、観客の帰りを見送っている。どうやらシュプルが最後のお客さんになっていたらしい。シュプルが出口まで行くと、映はえる赤髪と紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみを持つ、勝気そうだがすごく美人な女性が声をかけてきた。パンフレットで彼女のことは知っている。この『赤ひげサーカス団』の団長である。名前は確か……メアルルード。

「あんた、最後までぼーっとステージを眺めてたけど、そんなにあたしらのショーが気に入ったのか？」

　シュプルははっとなり、いささか興こう奮ふん気味に答えた。

「うん、とっても！　すごいよね。僕、感動した!!」

　メアルルードは腕を組んで胸を反そらし、至し極ごく当とう然ぜんとうなずく。

「そうだろうそうだろう。何たってあたしが育て上げたサーカス団だからね。そんじょそこらのへたれサーカスとは一味も二味も違うさ」

「おいおい、サーカス団をここまで大きくしたのは団長の親おや父じ殿だろ？」

　出口の柱に背を預けている、右目に眼がん帯たいをした男が口を挟んだ。パンフレットではロレノアと紹介されていた男だ。

「──うるさいね。文句あんの？」

　メアルルードがロレノアをじろりと一いち瞥べつする。ロレノアはひょいと肩をすくめ、そ知らぬ顔で外へと視線を移した。

　メアルルードはシュプルに向き直ると、その口くち許もとに爽さわやかな笑みを閃ひらめかせた。営業スマイルとは明らかに違う、とても魅み力りよく的てきな笑え顔がおだ。

「まあ、しばらくはここでショーをやってるからさ、また暇ひまがあったらおいでよ。一番いい席に案内してやるからさ」

「ほんと？　うん、ありがとう！　絶対、絶対また来るから!!」

　シュプルが笑え顔がおでそう応こたえると、メアルルードは満足そうにうなずく。

「よーし、約束だぞ？　また来いよ？　今度もすごいパフォーマンスを見せて、あんたをびっくりさせてやるからさ。……っと、あんまり長話して引き止めるのも何だね。さぁ、今日きようはもう帰りな。外は暗いから、足元には気を付けるんだよ？」

「うん!!」

　シュプルは手を振ってテントから出た。サーカス団の面めん々めんも、笑顔でシュプルを見送ってくれる。

　他ほかのお客さんはすでに家路へとついたらしく、テントの周りにはシュプル以外に人影はない。時間の止まったような穏おだやかな村〝パロース〟から出てきたばかりのシュプルにとって、サーカスの興こう行ぎようはとても珍しいものだ。好奇心に導みちびかれるまま足を運んでみたのだが、こんなにも面おも白しろいものだとは思わなかった。シュプルは月明かりに照らされるだけの寂さびしい道を、しかし興こう奮ふん冷めやらぬウキウキした気持ちで進んで行く。

　しばらく行ったところで、シュプルは背後を振り返ってみた。星空の下、ライトアップされた赤ひげサーカス団のテントが煌きらびやかに鎮ちん座ざしている。

　シュプルは夢ゆめ見み心地ごこちのような表情で一つ溜ため息いきをつくと、正面に向き直り、家路へと続く夜道を再び歩き始める。

　──しかし、すぐまた背後を振り返った。そこに屹きつ立りつする、サーカス団のテントに視線を馳はせて再度嘆たん息そくする。

　そうやって、帰り道の途中で何度も何度も背後を振り返る。シュプルが七回目に背後を振り返った時だ。シュプルの胸の中には、ある決意が浮かんでいた。

　テントの中でこそ、シュプルは単なる観かん客きやくでいられた。しかし、こうして暗い夜道を帰りながら、先ほどの赤ひげサーカス団のパフォーマンスを思い返していると、湧わき起こってくる衝しよう動どうを抑おさえられないのだ。

　シュプルは、思う。

（僕も……僕も、赤ひげサーカス団に入れないかな？）

　そして、一流のパフォーマンスを見せ、お客さんをアッと驚おどろかすのだ。今のシュプルと同様に、暗くて寂しい帰り道をも意い識しきさせないほどの、興奮と感動を味わってもらうのだ。

　シュプルはよしっと力強くうなずくと、踵きびすを返して駆け出した。向かう先にあるサーカス団のテントは、皓こう々こうとした月明かりを浴びて巍ぎ然ぜんとして輝かがやいている──。




「入団希望ぉ!?」

　メアルルードが素すっ頓とん狂きような声を上げた。周りにいる団員たちも目をぱちくりさせてシュプルを見やる。

　ここはサーカステントのステージ裏である。ステージと同等はあるだろうと思われる広いスペースに、ショーに使った大小の道具が乱雑に置かれている。ショーも終わって後片付けの真まっ最さい中ちゆうだったらしく、団員たちがそれらの道具を抱えて忙しそうに立ち回っていた。そこにシュプルが顔を出し、入団したい旨むねを伝えたのである。いきなりのことで呆あつ気けに取られるのも仕方ないだろう。

　シュプルは団長であるメアルルードを見上げ、おずおずと訊たずねた。

「あの……ダメかな？」

　メアルルードは眉み間けんに僅わずかな皺しわを寄せ、うーんと唸うなる。

「そうは言ってもねぇ。シュプル……って言ったよね？　シュプル、あんたの気持ちはよくわかったし、入団させてやりたいのは山々なんだが──あたしらはプロなんだ。サーカスで食っていくために、小さい頃ころから色々と辛つらい練習を積み重ねてきた。あんたみたいにショーを見て感動したから入団させてくれ、なんてことで入団を許してもねぇ。この世界、そんなに甘いもんじゃないんだよ？」

「そ、それはわかってるよ！　でもお願い！　僕、何でもするから！　雑用だって何だってするし、その合間に一いつ生しよう懸けん命めいに練習するから!!」

「でもねぇ。雑用は皆で手分けしてやってるから、それほどすることはないし。それに、あんたのそのひ弱そうな身体からだじゃ、何か覚えるといっても、お客さんを満足させるようなパフォーマンスはなかなか見せられそうにないし…………シュプル、すまないけど入団は諦あきらめてくれないか？　悪いね」

「そんな……」

　シュプルはがっくりと頭こうべを垂れた。自分の熱意を伝えれば何とかなるんじゃないかと考えていたが、そう簡かん単たんにはいかないらしい。それに、シュプルは目の前で『赤ひげサーカス団』のショーを見ている。メアルルードの言う通り、シュプルではお客さんを満足させるようなパフォーマンスを披ひ露ろうするのは難むずかしいだろう。そう納得できてしまうほどに、メアルルードたちが見せてくれたショーの数々はレベルが高く素す晴ばらしかったのだ。

　シュプルはうなだれたまま、溜ため息いき混まじりに言う。

「……そう。わかった。ごめんね、無理言って」

「いや、こっちこそ悪いね。力になれなくて」

「ううん。ありがとう」

　メアルルードと団員たちが心配そうに見守るなか、シュプルはとぼとぼとサーカステントの裏口へと向かう。と、そのとき──

『君、ちょっと待ちなさい』

　ふいに声をかけられた。シュプルは顔を上げ、その声が聞こえた方へと首を巡めぐらせる。入って来た時には他ほかの道具の死角になって見えなかったが、そこには大きな鉄てつ格ごう子しの檻おりがあった。その檻の中に、後ろ足を曲げて端たん然ぜんと座る、一頭の雄おすライオンがいた。

　そのライオンは美しかった。

　威い風ふう堂どう々どうとした立派な鬣たてがみに、金こん色じきに輝かがやくしなやかで引ひき締しまった身体からだ。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは透き通っており、見ていると吸い込まれてしまいそうな魅み力りよくがある。勇壮かつ優ゆう美び。世界にはこれほど美しい動物がいるのかと、感かん慨がいすら覚えてしまうほどだ。

「わあっ！」

　シュプルは感かん嘆たんの声を上げ、瞳をぱっと輝かせた。ライオンはシュプルに向かって静かに語りかけてくる。

『君からは懐なつかしい匂においがする。少しこちらに来てくれないか？』

「──え？」

　シュプルは驚おどろき、メアルルードへと問いかけるような眼まな差ざしを送った。しかしメアルルードも困惑した様よう子すを浮かべている。

「キング、どうかしたのか？　懐かしい匂いがするって、いったいどういうことだ？」

　どうやらこのライオン、『キング』という名前らしい。キングは目を細め、優やさしく言葉を紡つむぐ。

『──ああ、懐かしいな。彼からはジャミーの匂いがするんだ…………』

「ジャミーの？」

　メアルルードが眉まゆをひそめた。話の見えないシュプルは戸と惑まどいながらも訊たずねる。

「ジャミーって誰だれ？　僕はそんな人、知らないよ？」

「そりゃそうだろう。ジャミーって言ったら、キングの前の調教師さ。二ヶ月前に交通事故に遭あって、もうこの世にはいない。おいキング、何かの間違いじゃないのか？」

　当惑しながらもメアルルードが声をかけるが、キングはゆるりとかぶりを振る。

『いや、間違いない。君、こっちに来てもっとよく匂いを嗅かがせてくれないか？』

「うん！」

　ライオンを傍そばで見たことなんてない。シュプルは弾んだ声で返事をすると、喜び勇んでキングのいる檻へと近寄る。

　シュプルが檻の傍にやって来ると、キングはゆったりと立ち上がり、その大きな顔を鉄格子にくっつくほどに近付け、くんくんと匂いを嗅ぎ始める。ひくひく動くヒゲが当たってちょっぴりくすぐったい。傍に来て初めてわかったが、キングは赤い首輪をしていた。しかし立派な鬣に隠れてほとんど見えない。

　シュプルたちの様子を思案顔で眺めていたメアルルードが、はたと思い至ったように手を叩たたいた。

「わかった！　シュプル、あんた香水をつけてるだろう!?」

　唐とう突とつな問いかけに虚きよをつかれたが、シュプルはメアルルードに向き直るとかぶりを振る。

「香水？　ううん。僕、香水なんてつけてないよ？」

「そう……なのか？　おかしいね。そのせいに違いないと思ったんだが……」

　顎あごに手をやって頭を捻ひねるメアルルードに、シュプルが訊たずねた。

「ねぇ、それどういうこと？」

「ん？　いや、調教師のジャミーはなかなか優やさしい奴やつでね。ショーの時にキングが緊きん張ちようして失敗しないようにって、キングが一番落ち着くって言う匂においがする香水をいつもつけてたんだ。その香水はバカ高い物だからさ、あたしはつけるの止やめなってあいつにいつも言ってたんだが……ジャミーは、キングが失敗して大おお怪け我がするよりかは断然いいって言って、聞こうとしなかったんだ」

　メアルルードはジャミーのことを思い出したのか、寂さびしげな響ひびきを孕はらんだ声でそう言った。シュプルは「そうなんだ……」と納得の声を洩もらしたあと、何なに気げなく訊ねる。

「──ねぇ。その香水ってどんなもの？」

「ん？　いや、あたしは香水には詳しくないから名前まではわからないんだが、値段を聞いて驚おどろいたのだけは覚えてる。……ああ、確か〝チコの実〟ってやつが原材料に使われてるとか何とか──」

「チコの実!?」

　シュプルは目を丸くして反復する。メアルルードが怪け訝げんな顔をして問いかけてきた。

「何だ？　何か思い当たることがあるのか？」

「うん。僕、〝チコの実〟を栽培してるパロースっていう村から出て来たばかりなんだ」

　メアルルードは眉まゆを微かすかに上げると、得とく心しんがいったようにうなずく。

「あーあー、なるほどね。だからか。あんたの身体からだにまだ〝チコの実〟とやらの匂いがついてたんだろう。だからキングが反応したんだ」

　シュプルとメアルルードがそんなことを話していると、

　──ぺろっ。

　キングが、いきなりシュプルの手を軽く舐なめた。

「わっ!?」

　シュプルは驚いて手を引っ込めたが、キングはそんなことは気にも留めず、今度はシュプルの頰ほおをぺろぺろと舐める。

「わっ、ちょっと！　くすぐったい！」

　シュプルはくすくす笑いながら身を引く。キングの舌は何だかざらざらしていた。

「ははっ。あんた、キングに気に入られたみたいだね」

　メアルルードはそう言って爽さわやかに笑う。檻おりの中にいるキングはそんなメアルルードを見やると、静かに言葉を紡つむいだ。

『……団長。彼の入団を許してはもらえないだろうか？』

　気持ちのいい笑い声が刹せつ那なに途と切ぎれた。メアルルードは勢いよくキングに向き直ると、少しばかり険けんのある声で言い放つ。

「キング！　さっきの話、聞いてたろう！　いくらあんたの頼みでも、客を満足させるパフォーマンスができない奴やつは入団させられない。それとも、あたしの言い分に何か文句でもあるのか!?」

　紅あかい双そう眸ぼうでジロリと睨にらむが、キングは悠ゆう然ぜんとした体ていで言葉を紡つむぐ。

『いや、団長の言葉に異論はない。ただ、私は彼のことが気に入った。彼が入団するなら一いつ緒しよに組んで、またショーに出てもいい』

　その言葉にメアルルードは目を瞠みはる。

「なっ……キング、本気か？」

『ああ』

　キングの返答に団員たちがざわついた。メアルルードはシュプルの入団について再考するように、両腕を組んで押おし黙だまる。つい先ほど入団を拒否したばかりだというのに、いったいどういうことだろう？

　シュプルがわけがわからずに小首を傾かしげていると、ロレノアが薄うす笑わらいを浮かべたまま、飄ひよう々ひようとした感じで説明してくれる。

「キングはジャミーが死んじまってから、ショーに出なくなってたのさ。あいつらは本当に気の合う相棒だったからな。ほら、おたくも観かん客きやくとして見てたんなら、キングがショーに出てなかったのも気付いたろ？」

　言われてシュプルははっとなる。そう言えば、ステージ上ではキングの姿を見なかった。

　ロレノアは続ける。

「そのキングが、新しい相棒を指名したんだ。一度は入団を拒否したとはいえ、団長としては悩むところだろうな」

　シュプルはメアルルードを見やる。彼女はまだ結論を出しかねているようで、柳りゆう眉びを僅わずかにしかめたまま口を噤つぐんでいた。そこにキングの声が掛かる。

『団長。私は家族であるサーカス団の皆と、もう一度同じステージに立ちたいんだ。彼と共にショーをさせてはくれないだろうか？』

「………………」

　メアルルードは組んでいた両腕を解き、ほうと一つ溜ため息いきをついた。彼女は決心がついたのか、口くち許もとに笑みを刷はくと昂こう然ぜんと言いきる。

「キングがまたステージに立つんなら、あたしにも文句はないよ。──よし！　シュプル、あんたをうちのサーカス団の一員として認めてやる。みんな、文句はないね!?」

　ロレノアが肩をすくめて口を開く。

「キングの猛もう獣じゆうショーはうちの売りだったからな。また再開できるってんなら、文句のつけようはないさ」

　他ほかの団員たちも考えは同じらしく、異い議ぎを唱えずうなずいた。それを認めると、メアルルードはシュプルに歩み寄り、握手をするために手を差し出す。

「よしっ、今日きようからあんたもあたしらの仲間だ。仲良くやろう」

「うん!!」

　シュプルは元気に応こたえると、メアルルードと握手を交わした。メアルルードは人を惹ひきつける魅み力りよく的てきな笑みをその口くち許もとに浮かべ、団員たちをぐるりと見渡して宣言した。

「みんな、今日は新入りの歓迎会だ！　ありったけの酒を持ってきな！　夜明けまで飲むよ!!」

　団員たちがワッと歓声を上げる。シュプルは檻おりの中にいるキングに、そっと話しかけた。

「……ありがとう、キング。キングのおかげでサーカス団に入団できたよ」

　キングは優やさしげに目を細める。

『なに、礼には及ばないさ。私も君とならまたステージに立てそうだ。嬉うれしいよ』

　すぐさまシュプルの歓迎会が始まった。団長はお酒にとことん弱くて十分も経たたないうちに寝てしまったが、歓迎会は夜明けまで続いた。

　こうして、シュプルの新しい生活が始まった──。




「──よし。それじゃあこれからショーの練習をするからね。よく覚えるんだよ？」

「うん」

　シュプルがいるのはテント傍そばにある空き地である。手入れもしてないからいたるところから雑草が生はえているが、どうやらここが練習場となるらしい。目の前にはメアルルードがおり、その見事な赤髪を陽ひの下もとに晒さらしている。シュプルの隣となりにはキングが端たん然ぜんと座り、少しだけ眩まぶしそうに目を細めている。

「普通ならキングに色々と芸を仕込むところから始めなきゃいけないんだが……幸いキングはジャミーに一通りの芸を教え込まれてるし、ショーの経験もあるからね。シュプル、あんたには調教師というより、ショーの進行役としての仕事を覚えてもらう。登場の仕方とか演出部分は後で教えるとして、ショーの段取りだけは取とり敢あえず覚えてもらおうか。ショーが始まったら、あんたはまずこれをステージの中央に持って来るんだ」

　そう言って、メアルルードはシュプルの身長ほどはあるだろうという、表面に星をペイントした大きな球を持って来た。

「これ、どうするの？」

「キングが乗るのさ。ライオンの球乗りってやつだ」

　それを聞き、シュプルはぱっと顔を輝かがやかせる。

「えっ！　キング、球乗りできるの!?」

『ああ。私もサーカス団の一員だからな。それぐらいはできる』

「すごい！　見せて見せて!!」

　シュプルが興こう奮ふんした口く調ちようで言うと、キングは笑うように目を細めた。キングは立ち上がって球の傍そばに行き、岩の上にでも乗るような気軽さでひらりと跳ちよう躍やく。転ぶんじゃないかと少し心配したが、キングは見事なバランス感覚で球の上に乗った。

「すごい!!」

　シュプルはパチパチと盛大な拍手を送る。キングはまんざらじゃない様よう子すの表情を見せたあと、優ゆう雅がに地面へ飛び降りた。

　メアルルードがいささか呆あきれ顔がおで言う。

「……シュプル、あんたが観かん客きやく気分でどうするんだ。ステージの上じゃ、あんたがキングにこれをさせるんだよ？」

　シュプルははたと我に返ると、

「わ、わかってるよそんなこと……」

　と応こたえ、誤ご魔ま化かすように口を尖とがらせた。メアルルードは「それならいいんだけどね」と呟つぶやいて続ける。

「それじゃ、次のパフォーマンスだ。シュプル、今度はあの輪っかに火を灯ともすんだ」

　そう言って指差す先には、立てた棒の先端に備え付けられた輪っかがあった。その傍には松たい明まつのような物も置かれている。どうやらあれで火を灯すらしい。

「あの輪っか、どうするの？」

「キングが飛んでくぐるのさ。火の輪くぐりって、知ってるだろ？」

　メアルルードが説明するが、シュプルの耳にはもう届いてない。好奇心に瞳ひとみを輝かがやかせ、弾んだ声で言う。

「キング、そんなこともできるの!?　すごいすごい！　見せて見せて!!」

　シュプルははしゃいで手を叩たたく。メアルルードはその様子を見て、深く深く溜ため息いきをついた。彼女の口から力ない声が洩もれる。

「だから、あんたは観客じゃないんだって……」

　──やがて全すべてのパフォーマンスの段取りを教えてもらった。シュプルは頭の中でショーの進め方を何度も何度も繰くり返し、「うん！」と声を上げる。

「大丈夫！　僕、もう覚えた!!」

「本当だろうね？　ステージからの退場の仕方までちゃんと覚えたのかい？　ショーはパフォーマンスを完かん璧ぺきにこなせばいいってもんじゃないんだ。ステージの裏に消えるまでは一いつ瞬しゆんたりとも気を抜けないんだよ？」

「大丈夫だよ！　僕、ちゃんと覚えたもの!!」

　シュプルは反そらした胸をどんっと叩たたいた。それを見たメアルルードはふっと笑みをこぼす。

「──よし。そこまで言うんだったら信じよう。シュプル、あんたのデビューは一週間後にある公演だ。それまでにいま教えたことをちゃんと練習して、立派にショーを成功させな。わかったね!?」

「うん!!」

　シュプルの元気な返事に満足したらしく、メアルルードはうんうんとうなずくと、「それじゃ頑張りな！」とシュプルの背中をどやしつけ、テントの中へと消えて行った。自分のパフォーマンスの練習をするのだろう。団員たちは各自出番があるので、新入りのシュプル一人にずっと時間を割さくわけにはいかないのだ。

　シュプルは両りよう拳こぶしを握にぎり締しめて「よしっ！」と気合を入れ、キングに元気に話しかける。

「キング！　一いつ緒しよに頑張って、ショーを成功させようね!?」

『ああ、そうだな。私と君とで、お客さんをアッと驚おどろかせるショーを見せよう』

「うん、約束だよ!?　何たって、僕らは相棒パートナーだからね！」

『ああ、約束だ。私たちは相棒なのだから』

　その日から、シュプルたちはショーに向けての厳きびしい練習を始めた。シュプルは慣れないことに戸と惑まどいながらも、一いつ生しよう懸けん命めいに練習を続けた。キングも二ヶ月間のブランクを埋めるように、一心不乱に練習に打ち込んだ。疲れたら木陰で丸くなって一緒に昼寝をした。汗をかいたら一緒にお風ふ呂ろに入った。怪け我がをすればキングが傷口を優やさしく舐なめてくれたし、乱れた鬣たてがみはシュプルが丁てい寧ねいにブラッシングしてあげた。

　出会ってから、まだほんの僅わずかな時間しか経たっていない。

　けれど。

　シュプルとキングは、かけがえのない相棒となっていった──。




　サーカス団のテントがライトアップされ、立ち上る様よう子すが目に見えそうなほどの熱気が観かん客きやく席を満たした。観客数は今年最高だという。公演を告知するビラにライオンによる猛もう獣じゆうショーの追加を大々的に載せたので、それを目当てにお客が集まってきたのだろうとロレノアは言っていた。

　シュプルは観客席からは死角となるステージの袖そでで、進行中のパフォーマンスの様子をどきどきしながら見守っていた。シュプルの服装はピエロのそれに変わっており、左目の部分には星が、右目の下には涙のペイントが施ほどこされている。ピエロが猛獣を扱う、という設定のショーなのだ。

　ステージ上にはメアルルードとロレノアが立っている。これから二人によるパフォーマンスが開始されるのだ。メアルルードはステージ用の、派は手でで露ろ出しゆつの多い衣装を着ている。プロポーション抜群のメアルルードがその魅み惑わく的てきな衣装を着ると、くっきりと浮き出る美しい肢し体たいに男ならずも目を奪われてしまう。実際、男女問わずして、メアルルードの熱狂的なファンは多い。

　メアルルードは少しばかり挑戦的な流し目を客席に送ると、ステージの中央に置かれた板の前に立ち、両腕を大きく広げた。ロレノアがそこから十メートルほど離れた位置で仁に王おう立だちする。その手には冷たい光を放つ投とう擲てき用ようのナイフが握られていた。

　ロレノアの十お八は番こ、ナイフ投げである。

　メアルルードが一つうなずき、合図を送った。瞬しゆん間かん、ロレノアが予備動作もなくナイフを投じる。ナイフは銀糸のような軌跡を残し、メアルルードの顔のすぐ右に音高く突き刺さった。

　客席からワアァッと歓声が湧わくと同時に、ロレノアは腰のベルトから新しくナイフを二本引き抜き、両手で一度に放つ。二本のナイフはそれぞれ、左腕の下、右胸の横へと突き刺さった。客席からは指笛と盛大な拍手が送られる。

　メアルルードが板から離れると、二人は客席へと静かに一礼。メアルルードはシュプルのいる側のステージの袖そでへ、ロレノアは反対側へと姿を消した。

　シュプルはこっちにやって来たメアルルードに興こう奮ふんした口く調ちようで話しかける。

「団長、大成功だね！　僕、すごくドキドキした!!」

　しかしメアルルードはうつむきがちのまま横を通り過ぎ、道具が乱雑に積んである場所できょろきょろと辺りを見渡す。

「？」

　シュプルが怪け訝げんに思っていると、メアルルードがほんのり頰ほおを染めたままこちらを振り返り、訊たずねた。

「おいシュプル、ここにあったマントを知らないか？」

「マント？　それならキングのところに持って行ったよ。出番まで昼寝するって言ってたから、上にかけてあげたの」

　それを聞き、メアルルードは明らかに狼ろう狽ばいした。

「ば、バカ野郎！　あれはあたしが上から羽は織おるためにここに置いてたんだ！　今すぐ持って来い!!」

「え？　でも、そんなことしたらキングが起きちゃうよ。それに団長、テントの中はライトと観かん客きやくの熱気のせいですごく蒸し暑いって、さっき言ってたじゃない」

「う、うるさいね！　それとこれとは別だよ！　さっさと持って来るんだ！」

　そう言うメアルルードの様よう子すは何だかおかしい。視線を泳がせながら、身体からだの前に両手をやってもじもじしてるのだ。

「……ねえ団長。もしかして、その格好してるの恥ずかしいの？」

　ふと思ったことを口にしてみたのだが、どうやら図ず星ほしだったらしい。メアルルードはみるみる顔を染め、大きな声で怒ど鳴なった。

「う、うるさい！　文句あるか!?　いいからさっさと取って来い!!」




『──何だ？　もう出番が来たのか？』

　シュプルが檻おりの前に立つと、その気け配はいに気付いたらしく、キングが片方の目を開けて訊きいてきた。

「ううん。まだもう少し時間はあるよ」

『ふむ。ショーはどこまで進んでいるんだ？』

「えとね、ついさっきナイフ投げが終わったところ」

『そうか。それでは私たちの出番ももうすぐだな。どれ、そろそろ起きるとするか』

　そう言って、キングは大きな欠伸あくびをする。さすがライオンと言うべきか、太くて鋭するどい牙きばが口から覗のぞいた。

「もうすぐ出番かぁ……」

　そう呟つぶやいてしまうと、何だか実感が湧わいてきてドキドキしてきた。ともすれば足が震ふるえ出しそうで、シュプルは膝ひざ頭がしらを慌あわてて押さえる。

『何だ？　緊きん張ちようしているのか？』

　キングがいつもの悠ゆう然ぜんとした口く調ちようで訊いてくる。シュプルは素直にうなずいた。

「う、うん。だって僕、お客さんの前でショーをするのは初めてなんだよ？　ドキドキして、心臓が口から飛び出しちゃいそう」

『そんなに緊張しなくても大丈夫だ。いざとなったら私が上う手まくフォローする。夢を叶かなえる時だろう？　失敗を恐れず、思い切りやればいい』

　シュプルは不安げに眉まゆ尻じりを下げ、キングに言う。

「ほ、本当だね？　僕が失敗したら、キングがちゃんと助けてね。約束だよ？」

『ああ、約束だ。私たちは相棒パートナーだからな』

「うん、そうだね。僕らは相棒だからね」

　キングは優やさしげに目を細めて微笑する。シュプルもぎこちなくだが、えへへと笑みを浮かべ、強がって言った。

「よーし。僕、頑張るからね。キング、安心していいよ。キングがもし失敗しても、僕がちゃんとフォローしてあげる！」

　キングはブランクがあるとはいえ優ゆう秀しゆうで、練習の時でも大きな失敗は皆無だった。ショーの段取りを間違えたり、大きな失敗をするのはいつもシュプルだ。だから、シュプルとしては冗じよう談だんのつもりでそう言った。

　しかし。

『──ああ、よろしく頼む』

　キングはやけに真剣な眼まな差ざしでシュプルを見つめ、そう呟いた。

「……え？　キング？」

　シュプルが怪け訝げんに眉まゆをひそめた、そのとき──。




　すたすたすたすた。




　ほんのり頰ほおを上じよう気きさせたメアルルードが、ステージ衣装のまま早歩きでこちらにやって来た。メアルルードはシュプルの傍そばで立ち止まると、頭にゴツンと拳げん骨こつを落とす。

「痛ッ!!」

　シュプルは殴られた頭を両手で押さえ、むぅと口を尖とがらせた。いきなり殴るなんてひどい。

　しかしメアルルードは、そんなシュプルの無言の抗こう議ぎには構わず、憤ふん然ぜんとなって怒ど鳴なった。

「バカ野郎！　いつまで待たせるんだ!!　それに、もう少ししたらあんたらの出番だぞ!?　用意はできてるんだろうね!?」

「用意はできてるよ。マントだって今から持って行こうと思ってたのに。殴らなくたっていいじゃない……」

「うるさい！　文句あるか!?」

　メアルルードはそう一いつ喝かつすると、おほんと咳せき払ばらいをする。そして、赤い顔のまま、檻おりの中に手を入れて言う。

「……キング。そのマント、あたしによこしな」

『ああ、これのことか。やはり団長のものだったか』

　キングは背中にかけてあるマントを口でくわえた。そのままメアルルードに渡すのかと思いきや、キングはそれを地面に置き、その上にちょこんと座る。

「なっ……キ、キング！　何のつもりだ!!」

　メアルルードは目を瞠みはり、すぐさま檻の中に入る。実はこの檻、鍵かきはかけられていないのだ。キングならば逃げ出したり人に危害を加えたりすることもない。本来ならば檻自体が無用の長物なのだが、テント裏に迷い込んでしまった観かん客きやくやうるさい役所の人間の目を誤ご魔ま化かすため、ショーと練習の時以外はキングはこの中に入るように決めているだけのものだ。

　メアルルードはキングの下から僅わずかに覗のぞくマントの端を摑つかみ、「どけよキング！　どけったら!!」と叫びながら引っ張る。しかしキングの体重は三百キロ近くもあるのだ。マントは引っ張り出せない。

　メアルルードは荒く息をつくと、両手を腰にやって怒鳴る。

「キング！　どういうつもりだ!!　あたしをコケにしようってんなら、いくらあんたでも容よう赦しやしないよ!!」

　真しん紅くの瞳ひとみで睨にらみ据すえるが、キングは悠ゆう然ぜんとしたまま言う。

『団長、前々から思っていたんだが……その衣装、団長にとてもよく似合っている。こんなもので隠す必要はないだろう』

「なっ……」

　メアルルードは絶句した。その顔が、熟うれたトマトのようにみるみる真まっ赤かに染まる。

「キング！　あたしをからかうんじゃない！　このっ!!」

　照れているのか、メアルルードはキングの鬣たてがみを両手で摑つかみ、ぎゅうぅぅと力いっぱい引っ張った。しかしキングにとっては痛くも痒かゆくもないらしい。瞑つぶっているほどに両目を細め、右前足にある大きな肉球をぺろぺろと舐なめて手入れを始めた。

　メアルルードとキングのそんなやりとりを前にして、シュプルはくすくすと楽しげに笑う。




　とうとうシュプルたちの出番がやって来た。ライトが一度消され、暗くら闇やみの中でショーの準備が素早く整えられていく。ステージ上ではショーに使う道具一式が所定の位置に配置された。ステージ奥にはショーの背景となる大きな板が出現する。そこには赤茶けた巨大な台形の岩山と、所々に見える草木が描かれている。サバンナの景色である。

　シュプルたちは背景が描かれたその板の後ろにスタンバイする。赤茶けた大岩の一部分はすだれになっており、シュプルたちはそこからステージに飛び出すようになっているのだ。

　シュプルは緊きん張ちようで喉のどがカラカラだ。隣となりにいるキングが緊張を解くためか、先ほどから何かしきりに話しかけてくるが、シュプルの耳にはほとんど入ってこない。やがてステージにライトが灯ともった。アナウンスが猛もう獣じゆうショーの開始を宣言する。シュプルたちの出番だ。

　シュプルはごくりと息を吞のみ、最初の一歩を踏み出そうとする。しかし、緊張のためか身体からだがうまく動かない。その場で固まっていると、ロレノアがステージの袖そでに姿を現し、「どうしたんだ早く行け」とばかりに手を振って合図をよこす。

　このままではまずいと思ったのか、キングがシュプルの背後に回り込むと、額ひたいで背中を勢いよく押した。

「わっ！」

　シュプルはたたらを踏みながらもすだれから飛び出し、ステージの上にとうとう立つ。観かん客きやく席せきから歓声が上がり、期待に満ちた拍手が巻き起こる。

　──この猛獣ショーには次のようなストーリーがある。

　一人のピエロがサバンナで迷まい子ごになってしまう。迷子のピエロが帰り道を探していると、途中で一頭のライオンに見つかってしまう。ピエロは必死でサバンナを逃げ回るが、とうとうそのライオンに捕まってしまう。死をも覚悟するピエロだが、ライオンは実は遊び相手を探していただけだった。ピエロはそれを知ると、様々な道具でライオンと楽しく遊ぶ。やがて時間が来て、別れを惜しみながらもピエロはサーカスへ。ライオンはサバンナへと帰って行く──というものだ。

　このストーリーに沿ってショーは進む。つまりピエロ役のシュプルはいま、サバンナでライオンから逃げているというシチュエーションなのだ。このままステージの中央まで進むと、次いでキングがステージに登場するという段取りになっている。しかし、シュプルは足がすくんで動けない。立ち尽くしたままのシュプルに、観かん客きやくの一部がざわつき始めた。

　すると、キングが段取りを無視してステージへと姿を現した。他たを圧倒する風格を持つキングの登場に、もう一度観客が沸く。キングは動けないでいるシュプルの背を押し、所定の位置まで連れて行ってくれた。キングは緊きん張ちようしきったままのシュプルに代わり、演技と一体となったショーを進行させるつもりのようだ。ゆっくりと口を開き、練習通りの科白せりふを紡つむぐ。

『そんなに怖がらなくてもいい。独りぼっちは寂さびしくて、遊び相手を探してたんだ。迷まい子ごの迷子のピエロ君、私と遊んでくれないか？』

　シュプルにも科白があったのだが、口が上う手まく動かない。シュプルはぎくしゃくした動きで、何とか一つうなずいてみせる。

『……安心しろ。私が傍そばにいる。さっ、君の出番だ。ステージ中央まで球を持って来てくれ』

　キングがシュプルにだけ聞こえるような小声でそう囁ささやいた。シュプルはもう一度うなずくと、ステージの端に用意された球乗り用の球へと足を向ける。緊張のために右手と右足、左手と左足を同時に出しながら歩くが、お客さんはその滑こつ稽けいな歩き方をピエロの演技と受け取ったらしい。くすくすと笑いが洩もれる。

　シュプルは苦労しながらも球をステージ中央まで運んで来た。後は合図を送りさえすればキングが球に飛び乗り、お客さんに見事な球乗りを披ひ露ろうすることになる。

　しかし──。

　シュプルは頭の中が真っ白で、次にどうすればいいのかをすっかり忘れてしまった。球とキングの間でまたしても固まってしまう。お客さんもしだいに不ふ審しん感かんを募つのらせてきたようだ。ひそひそと周りの者と話を始め、訝いぶかしげな視線をシュプルへと集中させる。

（ど、どうしよう……）

　シュプルは顔を蒼あおざめさせると、ぎゅっと瞼まぶたを閉じた。夢にまで見たステージだというのに、今すぐここから逃げ出したくなる。

　すると、その様よう子すを心配げに見守っていたキングが、動物独特のしなやかな動作でシュプルの背後に移動した。そしてシュプルの衣装の襟えり元もとを咥くわえて持ち上げると──球の上に、シュプルをちょこんと乗せた。

　シュプルは呆ぼう然ぜんとなる。お客さんも呆あつ気けにとられる。球が動かないように左前足で押さえたまま、キングだけが満足そうに目を細めている。

　シュプルははたと我に返ると、キングを振り返って声を張り上げる。

「キング、違うでしょ！　僕じゃなくてキングが球に乗るの!!」

　その一言に、静まり返っていた観客席からドッと笑いが起きた。

「──え？」

　シュプルは面食らい、まん丸に見開いた目を観かん客きやく席せきに向ける。その耳元にキングの声が優やさしく届く。

『……どうだ？　大きな声を出したから、少しは緊きん張ちようが解けただろう。何もショーを完かん璧べきにこなす必要はない。失敗しても、こうして私がフォローする。言っただろう？　私たちは相棒バートナーなのだから』

「キング……」

　キングはシュプルを球から降ろすと、今度は自分が球に飛び乗った。絶妙なバランス感覚で、球乗りしながらステージの上をぐるりと回る。お客さんからは笑え顔がおと拍手の渦うずが起こる。

　キングは球から降りると、

『──さて、今度は何をして遊ぶ？』

　と問いかけてきた。シュプルははっとなり、ステージにある輪っかへと視線を向けた。

　大丈夫。

　先ほどまでの自分なら思い出せもしなかっただろうが、今ならばわかる。次は火の輪くぐりをするのだ。

「こ、今度はあれで遊ぼう？」

　シュプルは科白せりふを言い、輪っかの傍そばに駆け寄る。松たい明まつに火を灯ともすためにマッチをするが、まだ緊張していて上う手まく手が動かない。焦あせりを覚え始めた頃ころ、




　ひらり。




　キングがまだ火の点ついていない輪っかを、優ゆう雅がな一いち躍やくで見事にくぐった。

「あっ……」

　シュプルは絶句する。観客はまたもドッと笑い、キングだけがゆらゆらと尻尾しつぽを振って知らん顔だ。

「ちょっとキング！　先にくぐったら火の輪くぐりにならないじゃない!!」

『そのようだ』

「そのようだじゃないよ！　真ま面じ目めにやってよね!!」

　シュプルはぷりぷりと頰ほおを膨ふくらませるが、実際は怒ってなどいない。キングのおかげでだいぶ余裕が生まれてきたのが自分でもわかる。

　それからのショーは、大きなミスもなく上手く進んでいった。それもこれも、キングがシュプルの危き機きを、機転を利かせて救ってくれたおかげだ。

　やがてショーの終わりに近付いた。シュプルは練習時のメアルルードの言葉を思い出す。ショーはパフォーマンスを完かん璧ぺきにこなせばいいというものじゃない。舞ぶ台たい裏うらに消えるまでは気を抜けないのだ。

　全すべてのパフォーマンスが終わり、シュプルは練習通りにステージの中央に立つ。キングの方を向くと、静かに一礼して言葉を紡つむぐ。

「今日きようはありがとうライオンさん。もっと一いつ緒しよにいたいんだけど、僕はもう帰らなくちゃ」

　キングはそれを受け、後ろ足を曲げてその場に座ると、頭こうべを垂れて同じように言う。

『こちらこそありがとう。私もそろそろ帰るとしよう』

　ショーの終わり。ピエロとライオンの別れのシーンだ。シュプルは踵きびすを返すとステージの袖そでへ。キングは立ち上がり、入場してきた赤茶けた大岩の絵へと向かう。

　鳴り止やまない拍手のなか、シュプルとキングの猛もう獣じゆうショーは幕を閉じた──。




「──こっのバカ野郎！　ハラハラさせやがって!!」

　シュプルがステージから下りると、ステージ袖で様よう子すを窺うかがっていたメアルルードが、安あん堵どの笑みを浮かべたままわしゃわしゃとシュプルの頭を撫なでた。シュプルは初ステージの興こう奮ふんで、言葉もなくされるがままだ。

　やがてキングもシュプルたちのいるステージ袖までやって来た。キングはシュプルを見て嘆たん息そくする。

『やれやれ。今日のショーはどうなることかと思った』

「ご、ごめん……」

　シュプルが素直に謝あやまると、キングはふっと笑い、うつむきがちのシュプルの頰ほおを労いたわるようにぺろりと舐なめた。

『なに、そんなに気にすることはない。誰だれしも失敗はするものだ』

　メアルルードがその言葉に同意するように、うんうんとうなずく。

「その通り。人間だろうがライオンだろうが、失敗する時は失敗するさ。同じ轍てつを踏むかどうかで、成長の度合いがわかるってもんだ。それに──」

　そこで言葉を切ると、メアルルードは客席をちらりと見て口の端を上げる。

「シュプル、あんたにとっては苦にがい失敗でも、お客さんは大満足みたいだよ。それもこれも、キングが上う手まくフォローしてくれたからだね。いい相棒パートナーじゃないか。感かん謝しやしろよ？」

　シュプルはつられて客席を覗のぞき見る。お客さんの顔は一様に明るい。メアルルードの言葉通り、シュプルたちのショーに満足してくれたようだ。

　シュプルは一週間前の自分を思い出す。

　あの客席で、手に汗握ってショーを眺めていた自分。

　ショーをすることで、あの時と同じ感動を、今いるお客さんたちに少しでも与えられたのではないだろうか？　そう思うと、シュプルは嬉うれしさで胸がはちきれんばかりになる。

　シュプルは笑え顔がおでキングに向き直ると、元気に言った。

「キング、ありがとう！　キングのおかげでお客さんも楽しんでくれたみたい。本当にありがとう!!」

　照れ隠しだろうか？　キングは自分の鼻の頭をぺろりと舐なめる。

『何度も言っているだろう？　私は当然のことをしただけだ。私たちは相棒パートナーなのだから……』

　その言葉を聞き、シュプルはぱっと瞳ひとみを輝かがやかせると、元気に「うん!!」と返事をした。




　シュプルとキングの猛もう獣じゆうショーは、すぐさま『赤ひげサーカス団』の目玉ショーとなった。噂うわさを聞きつけて遠方からもお客さんが集まるようになり、連日満まん員いん御おん礼れいだ。

　シュプル自身もショーに慣れてきて、失敗らしい失敗もしなくなっていた。キングの手助けがなくとも、堂々とショーをこなすことができるようになったのだ。

「シュプル、もうそろそろ出番だよ。準備はいいね？」

　メアルルードはやはりステージ衣装が恥ずかしいのか、マントを羽は織おった姿のままそう問いかける。

「うん、大丈夫だよ。キング、そろそろ行こう」

『ああ』

　シュプルとキングはステージ袖そでから移動し、登場口となる背景絵の後ろにスタンバイする。今日きようも観かん客きやく席せきは老ろう若にやく男なん女によを問わず、お客さんで埋め尽くされている。

「うわ、今日もいっぱいだね」

　ショーに慣れたといっても、全く緊きん張ちようしないわけではない。シュプルは早はや鐘がねのように打つ鼓こ動どうを静めるため、大きく深呼吸をする。

　と、キングがいつにも増して無口なのに気付き、シュプルは怪け訝げんに小首を傾かしげた。

「キング、どうしたの？　元気ないじゃない。お腹なかでも痛いの？」

『ん？　いや、そんなことはない。平気だ』

「そう？　……あ、わかった。キングってば緊張してるんでしょう？　そうだよね。キングだってドキドキすることぐらいあるよね。でも、僕がついてるから大丈夫！　キングが失敗しても、ちゃーんとフォローしてあげるからね!!」

　シュプルは任せてとばかりにドンッと胸を叩たたく。キングはそんなシュプルを見て目を細めると、優やさしく言った。

『……ああ、そうだな。よろしく頼むよ、相棒』

　時間が来た。いつものように、まずはシュプルがステージに登場する。拍手のなか、次いでキングも登場。そしてショーが開始される。

「まずはこれで遊ぼう！」

　シュプルが弾んだ声で言い、球乗り用の大きな球を持って来る。合図を送ると、キングはいつも通り、その球にひらりと飛び乗って──次の瞬しゆん間かん、バランスを大きく崩してステージの上へと倒れ込んでしまう。

「!?」

　シュプルは大きく目を瞠みはる。キングが球乗りに失敗するとこなんて、これまで見たことない。客席からも「あっ！」と驚おどろきの声が上がる。

　シュプルはほんの二、三秒の間、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていたが、すぐさまはっと我に返る。シュプルとキングは相棒パートナーだ。キングの失敗は、シュプルが何としてもフォローしなければならない。

　そう。

　初日のショーの時と、反対の立場に立ったのだ。

　シュプルは手を腰にやり、呆あきれた様よう子すで言う。

「もうっ、ライオンさん。球乗りもできないの？　僕ならできるよ。簡かん単たんだよ？」

　そしてシュプルは、とてとてと球に近寄ると、その上に両手をつく。
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「………………」

　球乗りなんてしたことない。

　けれど。

　キングの失敗を覆おおい隠すためにできることといったら、これぐらいしかないと思えた。

（大丈夫だよ。だって……）

　だって僕、ピエロの格好をしてるんだもの。何の慰なぐさめにもならないかもしれないけれど、きっとできる。そう思う。

　シュプルは両手をついたまま、ぴょんと球に飛び乗った。しかし、球乗りは見た目以上に難むずかしい。シュプルは球の上に両足で立つこともできず、傍そばで倒れ込んだままのキングの身体からだにダイブするような形で、派は手でに球から転げ落ちた。キングの身体がクッションになったものの、シュプルは顔面を打って「痛い！」と声を上げる。

　それを見ていたお客さんからは、心しん底そこ可お笑かしそうな笑い声が起こった。配られたパンフレットで名前を知ったのか、「シュプルくん頑張って！」と、笑みを含んだ声も掛かる。

　シュプルは赤くなっているであろう鼻はな面づらを押さえながらも、「えへへ、失敗しちゃった」と、お客さんに向けて誤ご魔ま化かし笑いを浮かべた。客席からはくすくすと笑い声が洩もれてくる。ちょっと痛かったが、結果的にはキングの失敗をうやむやにできたようだ。

　シュプルは鼻をさすりながらキングを見やる。今度こそキングの球乗りを成功させ、お客さんをアッと驚おどろかすのだ。

　しかし──。

　シュプルはその場ではっと息を吞のんだ。キングは球のすぐ傍で倒れているままなのだが、その目は苦しそうにしっかりと閉じられ、四し肢しもまるで痙けい攣れんするようにぴくぴくと小こ刻きざみに震ふるえているのだ。

「えっ、キング？　どうしたの？　さっき当たったの、そんなに痛かった？」

　しかしキングは応こたえず、苦く悶もんに顔を歪ゆがめるだけだ。シュプルがぶつかったぐらいでここまで苦しそうにはしないだろう。キングの様よう子すがおかしい。球乗りを失敗したのも、きっとそのせいだったんだ。

「キング！　キング、しっかりして!!　誰だれか来てよ！　キングが！　キングがっ!!」

　シュプルはショーの最さい中ちゆうだというのも忘れ、半狂乱になって大声で助けを求める。すぐさまステージ袖そでからメアルルードたちが飛び出してきた。メアルルードは団員に命じて丈夫な棒を二本持ってこさせると、自分が羽は織おっていたマントを使って急ごしらえの担たん架かを作り上げる。

「キングを運ぶよ。みんな、手伝いな。ロレノア、あんたにこの場を任せる。頼んだよ？」

「ああ」

　ロレノアは神妙な面おも持もちでうなずくと、ショーに使った投げナイフをベルトから取り出し、ジャグリングを始める。宙を舞っていた二本のナイフがやがて三本になり、四本、五本と増えていく。

　何事が起こったのかとざわついていた観かん客きやく席せきから、驚きよう嘆たんするような声が洩れてきた。その間にキングは担架で運ばれていく。シュプルは小さな手でキングの前足をしっかりと握り、ステージの外へと消えて行った。




「……キング、目が覚めた？」

　キングの目がうっすらと開いたのを認め、シュプルはそう声をかけた。キングは最初、自分がどこにいるのかわからなかったようだ。頭を上げてぐるりと周囲を見渡し、いつも寝起きしている檻おりの中にいるということに気付くと、少し安あん堵どしたように吐息する。

　シュプルは檻の中に入ると、キングの喉のど元もとを優やさしく撫なでる。そのまま鬣たてがみの辺りに手を伸ばすと、首輪に指先が触れた。首輪の内側に手を滑すべり込ませて搔かいてあげると、キングは気持ち良さそうに目を細める。シュプルがくすりと笑みをこぼしていると、キングが澄すんだ眼まな差ざしで問いかけてきた。

『……ショーの途中から記き憶おくがないんだが、私はいったいどうしたのだ？』

　シュプルはその問いに対して手を止めると、ちょっとむくれて言う。

「キング、覚えてないの？　ショーの途中で倒れちゃって、そのまま気を失ったんだよ？　もうっ、僕もみんなも、ものすごく心配したんだからね？」

『ショーの最中に……倒れた？』

　何やら深刻な顔をして押おし黙だまるキングに、シュプルは慌てて付け加えた。

「でもねでもね、大丈夫だよ？　さっき獣じゆう医いさんに診てもらったんだけど、ただの過労だって。最近はとっても忙しかったからね。団長も、しばらくはショーのことは考えず、きちんと休めってさ」

『──獣医に診せたのか？』

「え？　う、うん」

『…………そうか』

　キングはそう呟つぶやき、シュプルと視線を合わす。綺き麗れいな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、まるで魔ま力りよくを帯びたようにシュプルの視線を釘くぎ付づけにする。

『……泣いて、いたのか？』

「え？」

　シュプルは驚おどろき、反射的に身を引く。しかしキングの瞳はシュプルを捕らえたままだ。キングは淡々とした口く調ちようで問いかける。

『目が少し充血している。それに、鼻の頭も赤くなっている。泣いていたんじゃないのか？』

　シュプルは慌てて言う。

「ち、違うよ！　泣いてなんかない！　目が赤くなってるのは、さっきゴミが入ったからだよ。この鼻は……」

　シュプルはそこで言葉を途と切ぎらせると、むうと口を尖とがらせて続けた。

「球乗りに失敗して、鼻を打ったから……」

『球乗り？　なぜ君が球乗りを？』

　皆かい目もく見当がつかないといった体ていでキングが訊たずねる。シュプルは頰ほおを膨ふくらませて言った。

「なぜって……キングが失敗しちゃったから、僕が代わりにやってお客さんを喜ばせようとしたの!!　僕、一いつ生しよう懸けん命めいに頑張ったんだよ!?」

　そこでキングは、やっと納得がいったように一つうなずくと、優やさしげに目を細める。

『そうかそうか。私の失敗をフォローしてくれようとしたんだな？　ありがとう、シュプル』

「お、お礼なんていいよ。僕とキングは相棒パートナーだからね。当然だよ」

　ぷいとそっぽを向いて、照れながらもシュプルはそう言う。キングは目め許もとに慈じ愛あいの色を浮かべると、舌でシュプルの頰ほおを優しく舐なめる。

「キング、くすぐったい。やめてよ」

　シュプルはくすくす笑いながら両手でキングの鼻辺りを押し、その大きな舌から逃れる。やがてシュプルははたと気付き、瞳ひとみを輝かがやかせて言った。

「そうだ！　キング、今度みんなで旅行しようよ！」

『旅行？』

「うん！　団長が言ってたんだ。キングには無理させたから、今度の休みを利用して、みんなで旅行にでも行こうって！　キング、どこに行きたい？」

　キングは地面に視線を落とし、しばらく無言で考えていたようだが、やがてつと顔を上げた。そしてその琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうを、今いる舞ぶ台たい裏うらの片隅に向けて呟つぶやく。

『私は……あそこに行ってみたい』

「？」

　シュプルはキングの視線を辿たどってみる。その先には、シュプルたちのショーで背景として使われている、サバンナの絵が描かれた大きな板があった。

「キング、サバンナに行ってみたいの？　うん、そうだよね。キングにとっては故郷だもんね。でも、いいの？　サバンナって車で半日以上かかるし、行っても何もないところだよ？」

　しかしそのシュプルの言葉に、キングはゆるりとかぶりを振って応こたえる。

『いいや。あそこには〝ライオンキング〟がある』

「ライオンキング？」

　シュプルが怪け訝げんな顔で反復する。キングは故郷を懐なつかしんでいるような、ひどく穏おだやかな顔のまま言を継つぐ。

『そうだ。あのサバンナの絵の真ん中に、大きな赤茶けた岩山が見えるだろう？　ステージに登場するとき、私たちが現れる場所……ショーの終わりに、私が帰って行く場所だ』

「うん。あの岩山って〝ライオンキング〟って名前があったの？　僕、知らなかった。ねえ、あそこに行ったら何かあるの？」

　シュプルはキングの方を向き、重ねて問いかける。しかしキングは少しだけ困ったような顔を見せ、吐息するように呟いた。

『さあ……私にはわからない。ただ、私が行くべき場所は、もはやあそこしかないだろう』

「──え？」

　キングの、どこか憂うれいを帯びた決然としたその言葉に、シュプルは目を丸くする。

『私たちライオンに古くから伝わる伝説だ。全すべてのライオンはあの〝ライオンキング〟から生まれ、そして最後には〝ライオンキング〟に帰って行くとされている。……死すべき運命の私が向かう先は、もはやあの〝ライオンキング〟しかないだろう。私はこの四し肢しであの大岩を登ってみたいんだ。伝説の通り、あそこに帰って行きたいんだよ』

　紡つむがれた言葉に、シュプルは身体からだを強こわ張ばらせる。きゅっと唇を嚙かみ、掠かすれそうな声を押し殺して必死に言う。

「え？　キ、キング。何を言ってるのさ？　さっきも言ったでしょう？　過労で倒れただけだって。死にゆく運命って、そんなこと──」

『誤ご魔ま化かさなくてもいい。獣じゆう医いに私の身体からだを診せたというならば、もう知っているんだろう？』

　キングはシュプルを真正面から見つめた。キングの瞳ひとみには日ひ溜だまりのような暖かさがあった。全すべてを見み透すかす澄ちよう明めいさがあった。だからシュプルは言えなかった。そんなことないって、死にゆく運命なんかじゃないって──そんな、優やさしい噓うそつきになることすらできなかった。

　代わりに、シュプルはぷいっとキングに背を向けると、震ふるえる声で言う。

「そ、そうだ。僕、団長に話があったんだ。キング、それじゃあ後でね。ちゃんと休んでなきゃダメだよ？」

　シュプルはキングの視線を感じながらも、早足でその場を後にした──。




　ショーをする巨大テントの周りには、個人で使用するテントがいくつか張られている。団員たちが寝泊りしているテントである。

　シュプルはその一つ、メアルルードが使用しているテントに足を踏み入れた。

「……ああ、シュプルか。キングはどうした？　もう起きたのか？」

　椅い子すの背もたれに身体を預けたまま、目の前のテーブルに両足を投げ出しているメアルルードが、シュプルを見るなりそう問いかけてきた。

「……うん」

　シュプルがこくりとうなずくと、メアルルードは立ち上がって大きく伸びをする。

「そうかそうか。それじゃ、あたしもあいつの様よう子すを見てこようかね」

　そう言ってシュプルの隣となりを通り過ぎようとするメアルルードの服を、シュプルはぐいと摑つかんで引き止めた。

「──うん？　どうした、シュプル？」

　怪け訝げんな顔で立ち止まるメアルルードを見上げ、シュプルはぽそりと呟つぶやく。

「あの、旅行のことだけど……」

「ああ、何だ。もうその話をキングにしたのか？　キングはどこに行きたいって言ってた？　あたしもちょうど考えてたんだけどさ、皆で温泉でも行かないかい？　何年か前に一度だけ行ったんだけどさ、気持ちいいぞぉ。キングなんか、こーんなに目を細めてさ、じっと浸かってんだ。その姿がこれまた可愛かわいいんだよ！　……あっ、いま『可愛い』って言ったの、キングには内ない緒しよな？　あいつ、可愛いって言うと怒るんだ。まあそこがまた可愛いんだけどな」

　メアルルードはあっははと笑う。しかしシュプルは口くち許もとすら緩ゆるめず、悲しげに言葉を紡つむいだ。

「……キングはさ、〝ライオンキング〟に登りたいって、そう言ってた」

　メアルルードの笑みが口くち許もとで凍りついた。シュプルにがばっと向き直ると、譴けん責せきのこもった声で鋭するどく言い放つ。

「シュプル！　あんた、キングに何を言ったんだ!?　あいつには本当のことを教えないって、さっき皆でそう決めただろう！　どういうことだ！　返答によっちゃ容よう赦しやしないよ!!」

　その激はげしい口く調ちようにシュプルはびくっと首をすくめるが、何とか応こたえる。

「僕、何も言ってないよ？　でも……キング、全部知ってるみたいだった。自分が向かう先はもう〝ライオンキング〟しかないって、そう言ってた」

「………………」

　メアルルードはぎりっと歯は軋ぎしりし、視線を落とした。そのまましばらく無言でいたが、やがて苦にが々にがしげに呟つぶやく。

「──くそっ。あいつは頭がいいからね。何でだろうね？　ジャミーと一いつ緒しよに、あたしたちであそこまで育てたんだよ？　あたしに似て育っちまえば、もうちょい気楽に生きられたんだ……」

　メアルルードは力なくうなだれると、踵きびすを返して椅い子すの方へ戻り、うつむいたまま腰を下ろした。こんな悲しそうなメアルルード、シュプルは初めて見る。

　残ざん酷こくなことだろうと、思う。

　本当ならば、そっとしておいてあげるのが一番なのだと思う。

　でも。

　シュプルは、静かに口を開く。

　だってシュプルは相棒だから。キングの、たった一人の相棒だから。たとえメアルルードや他ほかのみんなに残酷なことであったとしても、シュプルは言わなくちゃいけないんだと思う。あの琥こ珀はく色いろの真しん摯しな眼まな差ざしを受けたシュプルが、この言葉を言わなくちゃいけないのだと思う。

「団長……キングを、〝ライオンキング〟に連れてってあげよう？」

　メアルルードの肩がぴくりと動いた。顔を上げるかと思ったが、メアルルードはうつむいたままで、低く唸うなるように言う。

「シュプル……あんた、それがどういうことだかわかって言ってんのか？」

　シュプルはこくりとうなずいた。その気け配はいを感じ取ったのか、メアルルードはさらに続ける。

「伝説じゃ、〝ライオンキング〟はライオンたちが最後に帰って行く場所だ。あの場所に向かうって言うことは、死に場所に向かうって意味だ。行ったが最後、もうあたしらのところには戻って来ないんだぞ？　それでもあんたは連れて行こうって言うのか？」

　言葉としてはっきり聞いてしまうと、物もの怖おじしてしまう部分はある。キングと会えなくなるなんて嫌いやだ。そんなこと、想像しただけで胸が締しめ付けられ、目め頭がしらが熱くなってくる。

　でも。

　それでも。

『死すべき運命の私が向かう先は、もはやあの〝ライオンキング〟しかないだろう』

　あの言葉は、きっとキングの本心だと思うから。シュプルはきゅっと唇を嚙かみ締め、そして決然として言う。

「……わかってる。だけど、連れて行ってあげたいんだ。とっても悲しくて、きっと泣き出しちゃうけど──でも、僕はキングの相棒だもの。キングが行きたいって言うなら、僕は連れて行ってあげたいんだ」

　メアルルードの反応は迅速だった。弾はじかれたように顔を上げると、その燃もえるような真しん紅くの双そう眸ぼうでシュプルを睨にらみ据すえ、「相棒ぉ？」と、ひどく剣けん吞のんな声で反はん芻すうする。メアルルードは立ち上がり、シュプルの許もとへとつかつかと歩み寄った。そして、唐とう突とつに胸むな倉ぐらを摑つかみ上げる。シュプルは半ば爪つま先さき立ちになった。苦しくて息ができない。しかし、メアルルードはそんなことには構いもせず、轟ごう然ぜんと言いい募つのる。

「あんたはキングと数日一いつ緒しよにいただけで、相棒だからとか偉えらそうなこと言ってるけどね。あたしらはキングとはもう十年来の仲間なんだ！　家族なんだよ!!　〝ライオンキング〟が何だってんだ！　あんな寂さびしい岩山で、キングを独りで逝いかせたりなんかしない！　あんなとこで死なせるより、あたしら家族で看み取とってやった方が、キングも何倍も幸せだろうが!!　相棒だと!?　あんたがそれを言うのかよ！　語ってるんじゃないよ!!」

　そう吐き捨てると、メアルルードはシュプルを乱暴に突き飛ばした。シュプルは地面に倒れ込み、けほけほと咳せきをする。そんなシュプルを無表情で一いち瞥べつすると、メアルルードは無言でテントを後にした。




（…………ひどいや）

　シュプルは唇を軽く嚙み締めたまま、うつむきがちになってキングの許へと歩を進めていた。

　先ほどはメアルルードの予想以上の剣けん幕まくに何も言えなくなってしまったが、時間が経たつごとに不満な気持ちが増大してきた。シュプルだって、軽い気持ちであんなことを言ったわけじゃないのだ。それなのに──。

『あんたはキングと数日一緒にいただけで、相棒だからとか偉そうなこと言ってるけどね。あたしらはキングとはもう十年来の仲間なんだ！　家族なんだよ!!』

　……あんなこと言うなんて、ひどい。

　シュプルは確かに新参者だ。皆から家族と認められるには時間が足りないのかもしれない。でも、シュプルはキングの相棒なのだ。たった一人の相棒なのだ。キングのことを思うからこそ、彼の気持ちを代弁したのに。

（僕だって、キングのことを思ってる。団長やみんなに負けないくらいに、キングのことを考えてるのに……）

　涙が溢あふれてきそうになり、シュプルは袖そでで乱暴に顔を拭ぬぐう。いつの間にかサーカステントの裏口までやって来ていた。気持ちを落ち着かせてからキングのいるステージ裏に足を踏み入れようとしたのだが、シュプルはそこではたと立ち止まる。テントの中から話し声がするのだ。シュプルはそっと中を覗のぞき込む。そこでは、檻おりを挟んで話し合うキングとメアルルードの姿があった。

（団長、ここに来てたんだ……）

　先ほどのこともある。シュプルは気まずくて中に入れない。どこかその辺を散歩してこようかとも思ったが、キングとメアルルードの会話も気になった。いけないと思いつつも、シュプルは見つからないようにそっと中の様よう子すを窺うかがう。

　メアルルードが諦あきらめきれないような、苦にが々にがしい顔つきでキングに問いかけた。

「キング……あんた、自分の身体からだのこと知ってたのか？」

　キングは一つ間まを挟んだあと、『ああ』と、静かに呟つぶやく。

　メアルルードは乱暴に自分の赤髪を搔かき、吐き捨てるように言った。

「ちくしょう！　いつからだよ!?　今日きよう倒れた時にってわけじゃないんだろ!?　獣じゆう医いも、もっと以前に何らかの兆候があったはずだって言ってたんだ！　あんた、いつからあたしらを騙だましてた!?」

　キングは少しだけ目を伏せて応こたえる。

『……シュプルがサーカスに入団する少し前かな。時折、手足が痺しびれたように動かなくなるんだ。我慢できないほどじゃないが、突発的に吐き気をもよおすこともあった。それでわかってしまったんだよ。私はきっと、もう長くない命だろうと……』

　その言葉にメアルルードは沈痛な面おも持もちになり、悔くやしげに言い放った。

「何でだ？　何でだよ!?　もっと早くに言ってくれれば、もしかしたら──」

　しかし、メアルルードの言葉を遮るようにして、キングが断言する。

『私の身体のことは私が一番わかっている。気付くのが遅すぎたんだ。すぐに言っていても、もはや手遅れだったろう。こうなるまで黙だまっていたのは悪かったと思っている。心配をかけたくなかったのだ。すまない』

　メアルルードは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を見せると、ふいと顔を背そむけて気だるげに口を開いた。

「──あんたの言う通りだよ。悪性の腫しゆ瘍ようが取り除けない場所にできているらしい。数週間やそこら前に見つけたところで、もうどうしようもなかったろうさ。ほんと、あんたは頭がいいよ。賢かしこいよ。どうしてだろうね？　あたしみたいな馬ば鹿かが育てたってのに、どうしてあんたは……」

　紡つむがれる声はしだいに震ふるえ出した。シュプルの位置からは団長の顔は窺うかがえないが、泣いているのだろうか？

「……なあ、一つ訊きいていいか？」

　メアルルードは顔を背そむけたまま訊たずねる。

「あんたがショーに戻ったのは、自分の死期を悟っていたからか？　だから急に戻ろうなんて考えたのか？」

「!!」

　シュプルはびくっと身体からだを強こわ張ばらせ、キングの顔を見つめた。シュプルはキングのことを相棒だと思っていた。かけがえのない相棒だと思っていた。しかし、キングにとっては違うのだろうか？　もう一度あのステージに戻れるのならば、相棒など誰だれでも良かったのだろうか？

　シュプルは息を吞のんでキングの答えを待つ。キングはふっと目を細め、穏おだやかに言った。

『……愚ぐ問もんだな。私の相棒は、もはやシュプルしかいない』

　その言葉を聞き、シュプルはほっと胸を撫なで下ろす。メアルルードはキングに向き直ると、微かすかに口くち許もとを緩ゆるめて言った。

「馬鹿なことを訊きいちまったね。あんたたちに失礼な質問だった。すまない。謝あやまるよ」

　そして、その場でぺこりと頭を下げる。

『団長のその素直さは美徳だな』

「バカ野郎、からかうんじゃないよ」

　メアルルードは檻おりの中に足を踏み入れると、横になっているキングのお腹なかにもたれるように身体を預け、仰あお向むけに寝転がった。両手を頭の後ろで組んだまま、懐なつかしげに言葉を紡つむぐ。

「……なあキング。昔はよくこうして一いつ緒しよに眠ったよね？」

『ああ、そうだな。団長は父親に叱しかられては、よくここでふて寝していた』

　メアルルードはうっと声を洩もらしたあと、頰ほおを薄うす紅べにに染めて怒ど鳴なる。

「う、うるさい！　文句あるか!?」

　キングがふふっと微かすかに笑った。メアルルードは憮ぶ然ぜんとした表情を見せていたが、つられるようにして笑みをこぼす。メアルルードは天てん井じようを見上げたまましばらく黙だまっていたが、やがて静かに口を開いた。

「なあキング。シュプルから聞いたんだが……あんた、〝ライオンキング〟に行きたいんだって？」

　キングはぴくりと耳を動かした。長い沈ちん黙もくが訪れたあと、キングはゆっくりと一つうなずく。

　メアルルードは疲れたように吐息し、独白するように呟つぶやいた。

「何でだよ、キング。あたしらと一緒にいようよ。あたしらはみんな家族だろう？　あんたの最さい期ごを看み取とってやるよ。──だからさ、キング。ずっとこうしていようよ。昔みたいにさ。ずっとずっとこうしていようよ……」

　長い沈ちん黙もくが落ちた。

　長い長い沈黙が落ちた。

　キングは問いに答えるつもりがないようだった。

　メアルルードもそれがわかっているようだった。

　重ねて問いかけることもなく。

　長い長い沈黙が落ちた──。




　シュプルはその場に座り込み、夜空を見上げた。無数に瞬またたく星々が、しめやかな夜を仄ほのかに彩いろどる。

　シュプルは、どうすればいいかわからなくなっていた。キングの思いを遂げさせるため、〝ライオンキング〟に向かう方がいいのだろうか？　それとも、家族と一いつ緒しよにいる方がキングにとっても幸せなことなのだろうか？　シュプルは夜空を見上げたまま、ずっと考えていた。

　しばらくすると、何だか眠くなってきた。地面に腰を下ろしたままうとうとしていると、ふいにテント内から声をかけられた。

『……外は冷えるだろう。中に入ったらどうだ？』

　シュプルはびくっとなり、そろそろとテント内を覗のぞき込む。檻おりの中にいるキングはこちらを見つめていた。どうやら気付いていたらしい。シュプルはのろのろと立ち上がり、檻へと近付く。喧けん嘩かしたばかりだし、メアルルードとどう接するべきか迷っていたのだが、彼女はキングにもたれたまま気持ち良さそうに寝息を立てていた。

　シュプルはキングを正面から見つめると、眉まゆ尻じりを下げて問いかける。

「ねえ、キング。僕、どうしたらいいのかな？　キングが望む通り、〝ライオンキング〟に連れて行ってあげたいって思うんだけど……でもね、団長の言ってることもわかるんだ。家族と一緒にいた方が、キングやサーカス団の皆にとって幸せなのかもしれない。ねえキング、キングは今も〝ライオンキング〟に行きたい？　それとも家族と一緒にいたい？」

　キングは自分の身体からだにもたれて眠るメアルルードを、ひどく優やさしげな眼まな差ざしで振り返った。キングは前置きなしに、直ちよく截せつ的てきに言う。

『……私はライオンだ。人間ではない』

　その言葉に反応するように、寝ているはずのメアルルードの肩がぴくりと動いた。

　シュプルは目を大きく見開いたあと、憤ふん然ぜんとなって言う。

「何さそれ！　自分はライオンだから、団長やサーカス団のみんなとも家族じゃないって言うの!?　そんなこと言うんだったら、僕、キングのこと嫌きらいになっちゃうからね!?」

　シュプルの剣けん幕まくに驚おどろくこともなく、キングは向き直ると微笑を返して続ける。

『いいや、そんなことを言っているわけではない。人間ならば、家族に最さい期ごを看み取とってもらいたいと考えるかもしれない。しかし、私はライオンだ。私は──』

　そこでキングは、もう一度ちらりとメアルルードを振り返り、静かに断言した。

『家族には、いまわの際きわを見せたくはないのだ。それがライオンというものだ。私には帰るべき場所がある。私は帰ろうと思う。伝説の場所、〝ライオンキング〟へ……』

　凛りんとして紡つむがれたその言葉に、規則的なメアルルードの寝息がふと止まった。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。すぐさま何事もなかったかのように、メアルルードの胸が再び上下し始める。

「キング……」

　シュプルは一いち抹まつの寂さびしさを感じながらも、キングの言葉に納得するようにうなずいた。シュプルは決意を固め、はっきりきっぱり言う。

「わかった！　僕が連れて行ってあげるよ、〝ライオンキング〟へ!!」

　言うが早いか、シュプルは檻おりの中に入り、キングにもたれて寝ているメアルルードの肩を持ち、うんせと持ち上げようとする。

『……いったい何をするつもりだ？』

　怪け訝げんな顔をするキングの問いかけに、シュプルは即座に答えた。

「もちろん、今から〝ライオンキング〟に行くんだよ」

『今から？』

　キングは少し驚おどろいたふうに目を見開く。シュプルはメアルルードを横にどけようと奮ふん闘とうしながらも、言葉を続けた。

「うん、そうだよ。……明日あしたになったら、団長がまた、反対するでしょ？　だから……今のうちに……お、重い」

　とそのとき、メアルルードがやにわに寝返りをうった。その拍子に動いた腕が、シュプルの頭に拳げん骨こつを落とす。

「痛っ！」

　予期せぬ出来事に、シュプルはつい両手を離してしまった。シュプルに支えられていたメアルルードは、地面にごんっと頭をぶつける。

「あっ…………」

　シュプルは言葉を失ったが、メアルルードは少し痛そうに顔をしかめただけで、もう一度ごろんと寝返りをうって背を向ける。その口くち許もとからは「むにゃ……レディに対して重いとは何だ……むにゃ」と、寝言が聞こえてくる。よかった。起きなかったようだ。

　シュプルはキングに向き直ると言う。

「さっ、キング。もう起き上がっても平気だよ？　それとも、まだ身体からだの調子が悪い？」

『いや。痛みは取とり敢あえず引いたし、動けるが……しかし…………』

　キングはメアルルードに視線をやり、逡しゆん巡じゆんするようなそぶりを見せる。シュプルは自信を持って胸を叩たたいた。

「心配しなくても大丈夫！　団長たちには僕が後できちんと説明しておくから！」

　しかしキングはそんなシュプルの言葉が聞こえていないかのように、メアルルードに視線をやったままだ。

「…………？」

　シュプルは怪け訝げんに思い、メアルルードの方を見やる。こちらに背を向けたまま、寝転がっているメアルルード。シュプルは、やがて気付いた。メアルルードの肩が、まるで何か堪たえ難がたいことを必死で堪えているかのように、小こ刻きざみに震ふるえている。

　シュプルは驚おどろき、すぐさま問いかけた。

「団長……もしかして、起きてるの？」

　メアルルードの肩がぴくりと動く。その後しばらくは何の反応もなかったが、メアルルードは突とつ如じよとして寝返りをうち、シュプルの方を向いた。その双そう眸ぼうは閉じられてはいるのだが、こちらへと正確に両腕が伸びてきて、シュプルの頭をその二つの拳げん骨こつが挟み込み、

「むにゃ……こういう時は気付いても気付かなかったフリをするのが紳士ってもんだろが」

　ぐりぐりぐりぐり。

　痛い痛い痛い痛い。

　メアルルードはふんっと鼻を鳴らすと、もう一度ごろんと寝返りをうって背中を向けた。その背中が「行けよ」と、そう言っていた。

　シュプルは頭を押さえたまま、少し涙目になりながらもキングを見る。キングもシュプルを見返したあと、メアルルードの背中に視線を巡めぐらす。

　キングはどう声をかけていいものか迷うようなそぶりを見せたあと、単純だが、これ以上にない感かん謝しやの言葉をその口に乗せた。

『団長……ありがとう』

　キングの言葉を聞くと、メアルルードはまるで赤ん坊のようにその場で丸くなった。鳴お咽えつを嚙かみ殺しているのか、言葉にならない呻うめき声が洩もれ出る。

　普ふ段だんよりも断然小さく見える身体からだが震えている。

　耳を塞ふさぎたくなるようなしゃくりあげる声が聞こえてくる。

　──シュプルの知らない団長がそこにいた。

　間違ったことをしている。そう思うことは、きっと彼女を冒ぼう瀆とくすることになるだろう。一言。メアルルードがたった一言「行くな」と言えば、きっとキングはこの場に留とどまる。いつでも抜け出せる檻おりにいながらも、キングはこれまで一歩も外に出ようとしなかった。家族の傍そばを離れようとはしなかった。〝ライオンキング〟に向かうよりも、シュプルの知らない、この泣き虫の家族を守ることを選んでいた。それがキングの誇りプライドだった。

　キングはライオンとしての誇りを見せた。メアルルードは家族としての愛情を見せようとしているのだと思う。メアルルードはもう二度と「行くな」とは言わない。家族との別れに身を引き裂かれるような思いをし、泣き顔を隠し、震ふるえる肩を抱きながらも──「行くな」の一言をかける代わりに、彼女は気き丈じような面を見せる。震えを押し殺した声で、短い別れの言葉を紡つむぐ。

「──達たつ者しやでな、キング」

　キングはその言葉を聞くと、何も言わず静かに檻おりの外へとすべり出た。シュプルも慌ててその後を追うが、肩越しに一度だけメアルルードの方を振り返ってみる。

　そこに残るキングの体温を、少しでも長く感じ取るためだろうか？　檻の中で、丸くなって眠るメアルルード。

　シュプルには、見えたような気がした。檻の中で穏おだやかな寝息を立てるメアルルードと、彼女を包み込むようにして眠るキングの姿。これまで幾度と繰くり返されたであろう、その平へい穏おんな風景を。

　それはきっと、幸せな夢だ。

　震えるほどに切なくて、悲しいほどに穏やかな。それはきっと、幸せな夢──。

　メアルルードが、夢の中でキングへと話しかける。




　──キング。ずっとこうしていようよ。昔みたいにさ。ずっとずっとこうしていようよ……。







　シュプルたちは〝ライオンキング〟のあるサバンナを目指し、町外れの道路を歩いていた。昼間でもほとんど車が通らない道だ。もはや深夜と言ってもいい時間帯になったいま、通りは閑かん寂じやくとして静まり返っている。

『……一つ訊きいていいか？』

「ん？　何、キング？」

　シュプルは首を傾かしげ、隣となりを歩くキングに返答した。キングは横目でシュプルを見やる。

『まさかとは思うのだが……歩いて〝ライオンキング〟まで行くつもりか？』

「え？　そうだけど？」

　きょとんとした様よう子すでシュプルは立ち止まる。キングは少し呆あきれたような表情を見せ、同じようにその場で歩を止めた。

『……〝ライオンキング〟には車でも半日以上かかる。その行程を歩いて行くというのか？　私だけならばまだしも──』

　言いかけて、しまったとばかりにキングは口を噤つぐむ。しかし時すでに遅し。シュプルはぷりぷりと怒って言う。

「僕には無理だって言うの!?　そんなことない！　僕だってそれぐらい歩けるもの！　へっちゃらだよ!!」

　そう言うと、憤ふん懣まんやるかたなしといった体ていで、小さな肩を怒いからせて歩き出す。その様よう子すを見て、キングはほうと溜ため息いきをつくと、すぐさまシュプルに並んで提案する。

『悪かった。私の言い方がまずかったな。しかし、私の身体からだも本調子ではないし、やはり歩いて行くのは難むずかしいと思うのだ。どうだろう？　今度この道を通る車がいたら、その車を止めて、一いつ緒しよに乗せて行ってくれるように頼んでみては？　ヒッチハイクと言うやつだ』

　シュプルは最初こそツンとすましていたが、やがてその歩ほ調ちようが緩ゆるやかになり、うつむきがちになって思案する。本当のところ、ショーの疲れは残っているし、先ほどから眠くて眠くてしょうがなかったのだ。シュプルはキングに気弱げに問いかける。

「ヒッチハイクするのはいいけどさ、車なんか通ってないよ？　それに、乗せてくれるかな？」

『ふむ。乗せてくれるかどうかはわからないが……噂うわさをすれば、だな。車は来たようだ』

　キングは耳をぴくぴくと動かし、シュプルたちが歩いて来た方角の道を振り返る。シュプルは「えっ？」と声を上げ、同様に背後を振り返った。暗くら闇やみに目を凝こらせば、確かに車のヘッドライトと思おぼしき光点がこちらに向かって来ている。

　シュプルは道の端に避よけ、大きく手を振る。キングも道の端に避けると、後ろ足で器用に立ち上がり、前足をくいくいと動かして合図を送る。サーカスで鍛きたえたからできる芸当だ。これならまず間違いなく止まってくれる。

　やって来たのは荷台のある軽トラックだった。人がいるのに気付いたのだろう、ハイビームでこちらを照らす。帽子を被かぶったオジサンが運転手だった。オジサンはまずシュプルと視線を合わせると、「何でこんな時間に人が……」とばかりに不ふ審しんげな表情を見せ、次にその奥にいるキングと目を合わせて──悲鳴を上げた。激しい動揺を表すように、大きく蛇だ行こうしながら軽トラックはシュプルたちの前を通り過ぎる。

『あっ……』

　シュプルとキングは同時に気付く。いつも一いつ緒しよだったので気にならなかったが、道みち端ばたにライオンなんかいたら普通の人は当然驚おどろく。止まってくれるはずがない。

　キングが迂う闊かつだったとばかりに呟つぶやいた。

『……私は草陰にでも隠れているべきだったかな？』

　シュプルは至し極ごく当とう然ぜんなことを言う。

「……そっちの方が怖いよ」

　シュプルとキングは同時に溜息を洩もらした。

　とそのとき、行き過ぎていたトラックが途中で止まった。そして、恐る恐るといった感じでバックしてくる。シュプルたちは顔を見合わせた。運転手のオジサンが、ウインドウを少し開けて訊きいてくる。

「……おい、あんたらもしかして、『赤ひげサーカス団』の人かい？」

「うん、そうだよ。僕らのこと知ってるの？」

　シュプルがそう訊たずねると、オジサンは笑みをこぼした。

「ああ、やっぱりそうか。もちろん知ってるとも。俺おれはあんたらサーカス団の大ファンだからな。今日きようの公演にも行ってたんだぞ？　いや、それにしても驚おどろいたな。道みち端ばたにライオンがいるんだもんよ。こんな夜中にどうした？　散歩でもしてんのか？」

　シュプルはかぶりを振ると、縋すがるように言った。

「ねえオジサン、お願いがあるんだ。僕たちを〝ライオンキング〟まで乗せて行ってくれないかな？」

「──何だって？　〝ライオンキング〟へ？」

　オジサンは目を瞠みはり、キングをまじまじと眺めた。今日の公演を見たということは、もちろんキングが倒れるところも目にしているだろう。そのキングが〝ライオンキング〟に向かおうとしている。そのことがいったい何を指しているのか、オジサンにも充分わかっているようだった。

　やがてオジサンは全すべてを理解したように目を細めると、ぐいと帽子を目ま深ぶかに被かぶり、親指で後ろの荷台を指して言った。

「……乗りな。連れてってやるよ」

「ほんと!?」

　シュプルはぱっと顔を輝かがやかせる。オジサンは続けた。

「ああ。あんたらは運がいいな。ちょうど荷を博士のところに運ぶ途中だったんだ。ついでだから連れてってやる」

「博士？」

「ああ。〝ライオンキング〟の傍そばにキャンプを張ってる、ちょっと変わった博士がいんのさ。……そうそう。腹が減ったら、荷台にある食料を食ってもいいぞ。博士に頼まれたんだが、余分にあるからな。少しぐらい減っても構わねえだろ」

　その言葉に反応し、シュプルのお腹なかがぐうっと鳴った。そう言えば、キングが倒れたことに動転し、晩ご飯を食べ忘れてた。

　オジサンは快活に笑い、キングも目を細めて笑みを洩もらす。シュプルはむうと頰ほおを膨ふくらませてキングを一いち瞥べつしたあと、オジサンに向かって言う。

「でも……僕、お金持ってないよ？」

　するとオジサンは気さくに笑って言った。

「ははっ、そんなこと気にすんな。さっきも言ったろ？　俺は赤ひげサーカスの大ファンなんだ。まあ、一番のお気に入りはあの美人の団長さんなんだが……あんたらのショーも好きだ。年とし甲が裴いもなくドキドキさせてもらったぜ。そのお礼とでも思ってくれや」

　シュプルはキングと視線を交わし、笑みをこぼした。




　がたがたごっとん。がたごっとん。

　荷台が揺れる。静かに揺れる。

　仲良く丸まり、寝息を立てる。

　がたがたごっとん。がたごっとん。

　朝日が昇る。世界を照らす。

　仲良く起きて、欠伸あくびを洩もらす。

　がたがたごっとん。がたごっとん。

　何が見える？　草木が香る。

　サバンナのなか、荷台が揺れる。

　がたがたごっとん。がたごっとん。

　がたがたごっとん。がたごっとん……。

『──シュプル、シュプル』

　少しウトウトしていたシュプルの耳に、キングの興こう奮ふんしたような声が届いた。シュプルは寝ね惚ぼけ眼まなこのまま荷台で上体を起こし、隣となりにいるキングに問いかける。

「……キング、どうしたの？」

　しかしキングは応こたえない。その代わりに、深く澄すんだ厳げん粛しゆくとも言える瞳ひとみで、一定の方角をじっと見つめていた。

「!!」

　シュプルはその意味を悟り、反射的に首を巡めぐらせる。

　そこにシュプルは見た。

　ステージの背景なんてメじゃなかった。広大なサバンナの中に、雄大な姿を横たえた赤茶けた大岩──〝ライオンキング〟が、巍ぎ々ぎとして聳そびえていた。

　軽トラックがゆっくりと停車した。キングは荷台からひらりと飛び降り、〝ライオンキング〟へと視線を馳はせる。シュプルも荷台からうんしょと降りると、キングの隣に行って〝ライオンキング〟を眺める。陽ひも傾き始め、辺りには淡い茜あかねが差し始めている。赤茶けた大岩が世界と溶け込むように存在し、その姿はどこか寂さびしげで、懐かい古この情を呼び起こす。ライオンたちの帰る場所と言われる所以ゆえんが、何となくだがシュプルにもわかったような気がした。

　──帰ってきた。

　そう、思えるのだ。

「……お前らだけで話したいこともあるだろ。博士はちょうど反対側にいるんだ。荷物を下ろして用が済んだらまた拾ってやるからよ」

　そう言うと、オジサンは車を走らせてその場から去って行った。後にはシュプルとキングだけが残される。しめやかな夕焼けが世界に満ちた。

　シュプルが感かん嘆たんするように言葉を紡つむぐ。

「──着いたね」

『ああ、着いた』

「あの岩山に登るんだね？」

『ああ、そうだ』

「それじゃあ……ここで、お別れなんだね」

『──ああ。ここでお別れだ』

　シュプルがキングを見やる。キングもシュプルを見返す。

　ここでお別れ。

　そう。ここで、お別れなんだ。

　シュプルはキングの相棒だ。相棒の望みを叶かなえるためだと、脇わき目めもふらずにここまでやってきた。それは残ざん酷こくな現実から目を逸そらすことにもなっていた。

　けれど。

　ここに来て、やっと実感が湧わいてきた。キングとは、もう会えなくなるんだ──。

『……シュプル』

「え？　な、なに？」

　唐とう突とつに声をかけられ、シュプルは少し狼ろう狽ばいする。キングはシュプルを見つめて言った。

『私の首輪を君にプレゼントしようと思うのだが、受け取ってくれるか？』

「え？　キングの首輪を？」

『そうだ。これは私が初めてショーに出たとき、サーカス団の皆から贈おくられたものなんだ。私がジャミーや団長……家族であるサーカス団の皆と共に、この世で生きてきた証あかしだ。最後の相棒である君に、どうしても持っていてもらいたいんだ』

「キング……」

　シュプルは人ひと懐なつっこい笑え顔がおを浮かべると、こくりとうなずいた。キングの首元に手を伸ばし、首輪を外す。シュプルは目を瞑つぶると、その首輪をぎゅっと抱だき締しめるようにして持った。太陽のような暖かい匂においがした。キングの匂いだ。これはキングの生きてきた証。シュプルの、かけがえのない宝物だ。

　やがてシュプルは目を開ける。キングに、何かお別れの言葉をかけてあげなくちゃいけない。それが相棒として、シュプルにできる最後のことだと思う。それなのに、言葉が全く思い浮かばない。口を開けば「行かないで」と言ってしまいそうで、シュプルはぐっと唇を引き結んだまま何も言えない。

　すると、そんなシュプルの葛かつ藤とうに気付いたように、キングがゆったりと微笑を浮かべた。キングはぐるりと辺りを見渡し、静かに言う。

『……不ふ思し議ぎだな。ここに来るのは初めてだと言うのに、まるでそんな気がしない。サーカスのステージに立っていたからかな？』

　その言葉に、シュプルも同意するようにうなずく。

「うん、そうだね。僕も初めてな気がしない」

『そうすると、私が寂さびしがり屋のライオンで、君が迷まい子ごのピエロか……』

　キングは呟つぶやくようにそう言うと、傍そばにあった、シュプルほどの大きさの岩に突とつ如じよとして飛び乗った。そしてバランスをとるように、岩の上で身体からだを揺らす。

「……？」

　シュプルは最初、キングが何をしているのかわからなかった。だがやがて、彼の意図が見えてくる。キングは球乗りをしているのだ。

　ぱっと顔を輝かがやかせたシュプルは、きょろきょろと周りを見渡した。そして、傍にある枯れ木を見つける。高さはシュプルの倍ほどだろうか。先端の枝は大きくＹ字に分かれており、キングでも通り抜けられそうだ。

　シュプルはその枯れ木に駆け寄ると、キングに言う。

「ライオンさん、今度はこれで遊ぼう？」

　キングは笑うように目を細めると、岩の上からひらりと飛び降りた。そのままこちらに助走して、枝の間を華か麗れいにジャンプ。それは見事な火の輪くぐりだ。

　──さあさ皆さんお立ち会い。閑かん寂じやくとしたこの場所で、夕焼け照らすサバンナで、一度限りの猛もう獣じゆうショー。最後の最後の猛獣ショー……。

　シュプルは普ふ段だんのステージ通り、一いつ生しよう懸けん命めいにショーを続ける。キングも病やまいに冒おかされた身体で、一心不乱にショーを続ける。夕ゆう陽ひに切り取られた二つの影が、これまでで最高のショーを披ひ露ろうする。

　やがて全すべてのパフォーマンスが終わった。遠くから拍手が響ひびいてくる。シュプルがそちらに視線を振ると、離れた場所にトラックが止めてあり、そこでオジサンが大きく手を叩たたいていた。ショーに夢中で気付かなかったが、どうやら用事を済ませて戻って来ていたらしい。シュプルと目が合うと、オジサンはずずっと鼻を啜すすり、照れたように帽子を目ま深ぶかに被かぶった。

　シュプルはキングに向き直る。滴したたるような陽光を浴びながら、キングは悲ひ愴そうさなど微み塵じんも感じさせず、美しくその場に佇たたずんでいる。

　今ならば、言えるような気がした。最後の、お別れの言葉を。

　それは気の利いた言葉なんかじゃなくていいんだ。

　それは普段の言葉でいいんだ。

　それならば、シュプルの紡つむぐ言葉は決まっている。

　シュプルの胸に込み上げてくるものがあった。激し過ぎる情動で、何と表現していいかわからない感情だ。目め頭がしらが熱くなり、鼻の奥がツンとする。それでもシュプルは口を開き、掠かすれる声を絞り出す。ショーの終わりにかける言葉は、もう、決まっているのだから。

「……今日きようはありがとうライオンさん。もっと一いつ緒しよにいたいんだけど、僕はもう帰らなくちゃ」

　キングもいつものように、後ろ足を曲げてその場に座ると、頭こうべを垂れて言う。

『──こちらこそありがとう。私もそろそろ帰るとしよう』

　その別れの言葉を聞いた途と端たん、シュプルの頰ほおを一筋の涙が伝い落ちた。泣き顔なんか見せたくなかったのに、とうとう涙がこぼれてしまった。涙は一度溢あふれてしまうと、堰せきを切ったように止まらなくなった。ぽろぽろと頰を伝い落ちる涙を感じながらも、シュプルは思う。

（……笑え顔がおでお別れできなくてごめんね。でも、いいよね？　キング）

　だって僕はピエロだから。ピエロの頰には、涙のペイントがつきものだから。ほら、何も変わらないよ。いつもと同じ。同じだよ。

　シュプルは震ふるえる声を洩もらす。

「──さよなら、キング」

　キングも静かに言葉を紡つむぐ。

『……さよなら。シュプル』

　シュプルとキングは同時に踵きびすを返した。

　キングは〝ライオンキング〟へ。
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　シュプルはトラックの許もとへ。

　一度も振り返らなかった。

　それで、いいんだと思った。




　──日付は、シュプルが〝ライオンキング〟を去った日から、ちょうど三日後となっている。

　サバンナの只ただ中なかでキャンプを張り、ライオンの生態を調査し続けているムルカ博士の手記に、少し珍しい事柄が記載された。

　伝説の場所となって久しいが、その道のりの険しさゆえに、最盛期のライオンさえも生きて辿たどり着くことが困難とされる〝ライオンキング〟の頂いただき──その場所に、数年ぶりに一頭のライオンが姿を現したというのだ。

　そのライオンは、美しかった。

　夕ゆう陽ひを浴びて金こん色じきに輝かがやく身体からだに、澄すみ切った琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。神こう々ごうしいと言っても過言ではないその姿は、まさに百獣の王ライオンキングの名に恥じないものだった。

　ムルカ博士の手記によれば、そのライオンは自らの生命いのちが尽きるまで、〝ライオンキング〟の頂で吠なき続けていたという。

　自分を誇っていたのだろうか？

　歓喜に震ふるえていたのだろうか？

　あるいは──

　誰だれかに、何かを伝えていたのかもしれない。余よ人じんにはない絆きずなを持つ者へ、言葉に尽くせぬ思いを伝えていたのかもしれない。

　それならば、その思いはきっと届いただろう。

　間違いなく、届いただろう。







　キング。

　君はどうして吠いてるの？

　独りぼっちで大岩の上。

　誰を思って吠いてるの──？







　物語を紡つむぎ終えると、シュプルはおじいちゃんの様よう子すをちらりと窺うかがった。おじいちゃんは昔のことを思い返しているのか、また無言で首輪に視線を落としている。

　そんなおじいちゃんを見て、アロワは鼻をすんすんと啜すすりながら言葉を紡ぐ。

「この首輪、おじいちゃんとキングとの大切な思い出が詰まってるのね。おじいちゃん、大丈夫？　泣かないで。元気だして」

　そう言うアロワの方が目に涙をためて、今にも泣き出しそうだ。おじいちゃんは滲にじむような笑え顔がおでシュプルとアロワを見やり、言った。

「大丈夫。もう泣いたりなんかしないよ。キングはね、おじいちゃんの中で今も生きているんだ。それに……キングが〝ライオンキング〟の頂いたたぎから伝えた思いは、ちゃんとおじいちゃんに届いているからね。いつまでもメソメソしていちゃ、キングに笑われてしまう」

「──え？」

　アロワがきょとんとなったとき、ドアが開き、お母さんが畑から帰って来た。おじいちゃんはそれを認めると、シュプルとアロワの頭を両手でぽんぽんと優やさしく撫なでる。

「さあ、もう家にお帰り。お腹なかも空すいただろう？」

　おじいちゃんの言葉に促うながされ、シュプルは立ち上がる。目が少し赤くなっているアロワに手を差し伸べると、アロワは少し照れたようにその手を取った。二人でお母さんの許もとに駆け寄ると、お母さんはアロワを見て少し驚おどろいたように言った。

「あら、アロワちゃん。目が赤いわよ？　どうしたの？　もしかして、シュプルに苛いじめられたの？」

　シュプルが否定する前に、アロワは頭をぶんぶんと勢いよく振る。

「違うのおば様。シュプルは全然悪くないの。これは……そ、そう。目にゴミが入っただけ。ねっ、シュプル？」

　アロワは首を傾けてそう訊きいてくる。どうやらお母さんに心配をかけたくないらしい。

「──うん、そうなんだ。ゴミが目に入ったって、さっき目をこすってた」

　シュプルが話を合わせると、お母さんは眉まゆ尻じりを下げて心配そうに言う。

「あら、そうなの？　でもアロワちゃん、目にゴミが入ったときはむやみにこすっちゃダメよ？　わかった？」

「はーい」

　シュプルたちはおじいちゃんにさよならを言うと、家の外に一歩を踏み出した。外に出て顔を上げた瞬しゆん間かん、シュプルは息を吞のんでその場に立ち尽くす。

　──夕ゆう陽ひだ。

　雲の底を黄こ金がね色いろに染めて、西へと傾く雄大な夕陽が、圧倒的な存在感を持って眼がん前ぜんに広がっているのだ。いつもよりもおおらかで、泣きたくなる程ほどに優しい。その姿はまるで……

「…………キングみたい」

　アロワが、ぽそりとそう呟つぶやいた。

　シュプルもすんと、鼻を啜すすった──。




　　　　　　　[image: くぎり]　　[image: くぎり]　　[image: くぎり]




　おじいちゃんは手にした首輪に指を這はわせ、優やさしく撫なでた。その目め許もとは穏おだやかで、涙はもう浮かんでいない。

　この首輪は、おじいちゃんが昔に飼っていた犬のものだ。名前は首輪にある通り『キング』。毛がフサフサで垂れ耳で、めったに吠ほえない大人おとなしい犬だった。大型ではあったが、さすがにライオンほどではなかったと思う。

　十六年と四ヶ月生きた。

　最さい期ごの時は、今日きようのように夕ゆう陽ひがとても綺き麗れいな日だった。キングは瘦やせた身体からだを横たえて、呼吸をするのも辛つらそうに、ハッハ、ハッハと荒く息をしていた。

　おじいちゃんはキングの傍そばに腰を下ろし、ずっとその身体をさすっていた。もう長くないということは、傍はた目めにも明らかだったのだ。別れの時が近付いていた。

　──いつも、一いつ緒しよにいたのに。

　悲しかった。

　こんなに悲しい思いをするぐらいなら、二度と犬なんか飼わない。本気でそう思った。

　おじいちゃんはキングの身体をさすりながら、知らず知らずのうちに涙をこぼしていた。すると、それまで黙だまって身体をさすられていたキングが、ゆっくりと顔を持ち上げた。キングはおじいちゃんを心配そうに見やると、悲しい程ほどに弱々しい声で、遠とお吠ほえするように吠ないた。

　その時は、キングの吠き声がとてもとても痛ましくて、なぜ吠いているかなんて、これっぽっちも考える余裕はなかった。

　けれど。

　長い時間が経たったいま、キングが吠いた理由がようやくわかってきたような気がする。

　そして。

　シュプルが先ほど紡つむいでくれた『おはなし』を聞いた今ならば、その考えは正しかったんだと、そう確信できる。

　キングは最期の瞬しゆん間かん、吠きながら、おじいちゃんにこう伝えていたんだ。


『そんなに悲しまなくていいよ。

　僕はずっと傍にいるよ。

　僕が最後にできること。

　──君の分まで泣いてあげる』









　キング。

　君は泣いていたんだね？

　僕の分まで涙して。

　優やさしい元気をくれたんだ──。
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　　あとがき







　二巻を読んでくださった読者の方からファンレターが送られてきたのですが（ありがとうございます）、その中にこんな一文がありました。




　〝追つい伸しん　　私もＩ君の「生まれたての小こ鹿じか」が見てみたいです（笑）〟




　──おおぅ。全国的な需要があるのか「生まれたての小鹿」（注・二巻あとがき参照）。

　うーん、そうですよねぇ。見たいですよねぇ「生まれたての小鹿」。歩道の隅すみっこで小鹿になったＩ君は見てて面おも白しろかったなぁ。さらに言えばＩ君を介かい護ごするために歩み寄ったＳ君。最初こそ「友情か……」と暖かい目で見守っていたのですが、Ｓ君も実はへべれけに酔っ払っていて、肩を抱き合ったまま二人して車道めがけて歩き出した時は「うわぁ（脱力気味）」と思ったものです。懐なつかしいなぁ。

　そんなこんなで最近はＩ君と飲む時は必ずと言っていいほど「小鹿見せて」と頼むのですが、なかなか快かい諾だくしてくれません。Ｉ君曰いわく「あの頃ころは若かった。悪いけどもう小鹿にはならんよ」だそうです。お盆休みにヤローばっか七、八人で居い酒ざか屋やに行った時は、暗あん黙もくの了解で「Ｉ君を小鹿にする」というスローガンを皆で掲げて酔わせにかかったのですが、あと一歩のところで小鹿にできませんでした。惜しかった。どれくらいの酔っ払いレベルにまで追い込んだかと言うと、「下へ手たすれば海に落ちるような危険な防波堤の上で爆ばく睡すいするＩ君」が見られるぐらいまで酔わせたのですが……。

　さすがにそのまま放っておくことはできないので、寝こけるＩ君の傍そばでＭ君と朝方まで雑談してました。小鹿が見れなかったのが何か悔くやしいので、代わりに防波堤の上で交わされたＭ君との会話をここに記します。




「おいおい。こいつこんなところで寝だしたぞ。寝返りうって海に落ちたらどうやって助けるよ？（雨宮）」

「そうだなぁ。助けに飛び込んだとしても、しがみつかれて暴れられたら一いつ緒しよになって溺おぼれちゃうからなぁ…………取とり敢あえず弱るまで様よう子すを見るかな（Ｍ君）」

　まあ、うん。──死にますよ？







　はい。というわけで『シュプルのおはなし３』でした。何とか行数を稼かせいだので「あとがき」の体裁は整いましたね、うん。今回も多くの方にご尽じん力りよく頂きました。そのお礼をば。

　担当様。今回も懇こん切せつ丁てい寧ねいなご指し導どう、ありがとうございます。編集部の多忙さを最近になって認にん識しきしました。お身体からだを大切に。

　イラストレーターの丸まる山やま薫かおる様。イラストが上がってくる時のドキドキは大きな楽しみとなっております。いつも素す敵てきなイラストを描いて頂いて、本当にありがとうございます。

　同期の皆様や先せん輩ぱい方、並びに今回の出版にご尽じん力りよく頂いた全すべての方々。ついでに友人一同（今回は特に著者近影の撮影に無理矢理に協力してもらったＮ君）。ありがとうございます。一いち期ご一いち会えとはよく言ったものです。皆様との出会いがなければ「本こ書れ」は「本こ書れ」ではなくなっていることでしょう。そう考えると何かすごい。

　最後になりましたが、読者の皆様に最大級の感かん謝しやを。もうほんと、友人達と共に「あとがき」のネタまでご提供（？）して頂いて。感謝感激です。自分はマイペースなアホウドリですが、こんな奴でもよろしければこれからも応援してやってください。

　ではこのへんで。

　あとがき、おわり！







[image: ]







雨あま宮みや 諒りょう

１９８０年生まれの愛媛県人。本書の直しをしていた頃、卓球が微妙にマイブームに。えっ、腕前ですか？腕前は……むにゃむにゃ。スマッシュがきれいに打てると自分が一番驚くので、打ち返されると全く反応できず。やっぱ自分はアホウドリです。
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イラスト／丸まる山やま 薫かおる

東京都在住の零細イラストレーター。ＦＬＡＳＨアニメーターなどという肩書もあるらしいが、最近はムービー制作の時間が取れないのが悩みの種。
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